
小塚遺跡
一金指建設株式会社倉庫建設に伴う埋蔵文化財第3次発掘調査報告書及び

芝川町町道改修工事に伴う埋蔵文化財第4次発掘調査報告書一

1995 

静岡県芝川町教育委員会



小 塚 遺跡
一金指建設株式会社倉庫建設に伴う埋蔵文化財第3次発掘調査報告書及び

芝川町町道改修工事に伴う埋蔵文化財第4次発掘調査報告書一

1995 

静岡県芝川町教育委員会











序
私たちの郷土芝川Ill―［は、中央に天子山地の山並みが北から南に辿なり、西に稲子川、 南に稲瀬川、

東に天子山地と平行して芝川が縦貰し、それぞれの川が山梨県より南流する富士川に合流していま

す。気候は温暖で清流に恵まれ、遠く原始・古代より人々の生活が営々と引き継がれてきました。

町内には多くの逍跡が散在し、近年発掘調査が進むに したがって、その全容が次第に明らかになっ

てきています。今回発掘されました小塚遺跡は、羽鮒丘陵の西斜面から芝川へかけてのなだらかな

地区で、その面積は1万rrfに及んでいます。

この小塚逍跡の調査は、過去 2回行われました。第一次調杏は昭和46年に行われ、上層部からは

縄文時代前期（約6,500~5, 500年前）及び早期（約7,000~6, 500年前）の土器や石器類が出土し、

下層部からは先土器時代 （旧石器時代、約20,000~15,000年前）の石器類が発見さ れました。 その
ふなぞこがたせきかく

際、静岡県東部で初発見の船底形石核が出土し、 一躍県内の代表的な先土器時代の遺跡と して知ら

れるよう になりました。

第二次調査では、縄文時代早期の小規模な石器製造址と考えられる逍構が確認されました。

この度の第三次発掘調査は、 金指建設株式会社による倉庫建設に伴い用地内に所在する小塚遺跡

を、第四次調査は、芝川町の農道の整備計画により、第三次調査区域の東隣接地のほぼ中央を、農

道が東西に横切ることになり、 第三次調蒼後に第四次調査を合わせて実施することになりました。

調査は、静岡県教育委員会の指導を得て、芝川町教育委員会が調査主体となり、加藤学園考古学研

究所が担当 して実施されました。
たてあなじゅうきよし おとあな

調査の結果、縄文時代前期の竪穴住居址2軒と早期と考えられる陥し穴1基が発見され、住居
けつじようみみかざ

址からは、 当地方では珍しい快状耳飾りが出土しました。また、第一次調査で確認された先土器

時代の遺物包含層よりさらに下層からも、約23,000年以前の石器類の出土が確認されました。
そうそうき さいりゆうせんbんどき

更に、下方の平坦部より、静岡県東部地方では発見例の少ない縄文時代草創期の細隆線文土器と、
せんとうき

尖頭器などの石器類が出土し、 石器製造址と考えられました。このように貴重な発見が相次ぎ、特

に23,000年以前の先土器時代における人々の活動が確認されたこと、縄文時代草創期の存在が確認

されたこと、縄文時代前期の竪穴住居址と早期の陥し穴が発見されたことなどは、芝川町の郷土史

解明に貴重な資料となりました。

最後に、 今回の調査及び本書の刊行にあたり、ご指導を賜った静岡県教育委員会、遺跡の保存の

意義を理解され、 本調査と本書刊行に対して格別なご配慮を賜りました金指建設株式会社、現地の

調査とその後の資料整理 ・報告書作成にご尽力下さいました加藤学園考古学研究所並びに関係各位

のご理解とご協力に深く感謝申し上げます。

平成 7年 12月

芝川町教育委員会

教育長佐野恒美



例 言

1. 本書は富士郡芝川町西山字小塚に於ける金指建設株式会社の倉庫建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査（第 3次調査）と、芝川町町道改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（第 4次調査）の調杏報告

書である。

2. 第 3次調査は、平成4年 5月23日から同年6月20日まで確認調査を行い、それに基づいて平成

4年 6月20日から同年 9月14日まで本調査を実施した。調査対象面積は約7,700対で，確認調査

は480nf、本調査は1,820対であった。

第4次調査は、平成4年 9月18日より同年10月7日まで、小範囲のため全面調査を実施した。

調査対象面積は135m2であった。

3. 調査は、芝川町教育委員会が調査主体となり、静岡県教育委員会文化課が調査指導を行い、加

藤学園考古学研究所が調査を担当した。

4. 調査体制は、次の通りである。
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静岡県教育委員会文化課長
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四条術明

5. 資料整理は、沼津市大岡自由ヶ丘1979の加藤学園考古学研究所にて実施した。

6. 資料整理にあたっては、加藤学園考古学研究所の秋本が指導に当たり、出土遺物の洗浄 ・注記

は同研究所員の高村律子、測図・トレース・拓本は秋本・ 鳥海嘉奈子 ・笠井初江が当った。

7. 本書の執筆は、秋本 ・鳥海が当たり、第 6章の地質関係は高橋豊が担当した。また、図版作成

は、秋本がこれに当たった。校正は執箪者と研究所員の川崎房子・佐藤亜希子が当った。

8. 発掘調査参加者は、次の通りである。

小野演ー • 鳥海嘉奈子 ・ 笠井初枝•福島 孝 • 田村新次郎 ・鈴木孝雄・高原恒男 ・高梨

福地幸子 ・姥妙洋子• 佐野晴美・冠城信子・佐藤亜希子・ト部智子

9. 発掘調査に係る遺物・図面・記録写真等は、芝川町教育委員会で保管している。

孝 ・
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第1章序 説

富士川流域に沿う芝川町は、比較的遺跡に恵まれた所である。 富士川が町を横断し、それに流れ

込む小さな支流が4本あり、その支流が形成した僅かな低地を除き、残りの殆どが山地・台地になっ

ている。そのため小規模の逍跡が主体である。また、その大半は縄文時代のものである。

芝川町の考古学的研究が進んだのは、戦後のことである。現在の芝川町に合併する以前は、芝富•

柚野・内房の三ヵ村で、この頃知られる遺跡として、昭和 4年発刊の 『静岡県史』第 1巻に芝富村

の楠金で、ほぼ完全な鉢形土器と石鏃・打製石斧•磨製石斧• 石匙、小学校付近では石鏃、大久保

では石棒が出土したことが記載されている。また、柚野村では猫沢から厚手の壷形土器と石棒の破

片、上柚野のカミヤ沢から石棒、下柚野の辻からは縄文土器及び黒耀石片、オマゴメからは有頭石

棒の出土が見られる。内房村については、『静岡県史』第2巻に打製の石槍が出土したことが報告さ

れている。このように合併して芝川町となる以前から遺跡の存在が知られていた。

この地域の考古学的研究が体系的に進展したのは、昭和27• 28年頃からの中野國雄氏の踏査以後

である。同氏は 『吉原市史研究資料』第2号において富士地区（旧富士郡）の遺跡地名表を掲載し、

その中に芝川町の遺跡と出土遺物が紹介されている。次いで33年には小野箕ー氏が西山・大久保付

近を踏資され、西山の小塚遺跡、大久保の向ヶ谷戸遺跡などを発見されている。翌34年には佐藤民

雄・中野國雄・小野慎一の三氏によって芝川流域の踏蒼がなされ、上柚野の中オ遺跡をはじめ下柚

野の東原 I遺跡 ・同II遺跡などが発見された。また、これと前後して中野國雄氏により大久保の大

明神 ・若宮、羽鮒の羽行平• 坂本・上羽鮒、長貫の砂原・南原 • 宮ヶ谷戸などの諸遺跡が次々と発

見された。また、内房においても、稲垣甲子男氏によって本城寺・大嵐などの遺跡が発見された。

昭和43年以後になると、地元の唐紙―修 • 佐野文孝両氏による踏査が始まり、翌44年には小野慎

ー氏を二度にわたって迎え、芝川町内の諸遺跡の踏査がおこなわれた。その後も活動は続き、天神

遺跡などが発見され、昭和45年に 『駿豆考古』第 9号に「富士郡芝川町の遺跡」と題して、芝川町

の遺跡を発表している。

本格的な発掘調査が行われたのは、昭和46年の小塚遺跡（第 1次調査）であった。農免道路建設

に伴うもので、路線内という極めて限られた部分であったため、遺跡の中央部の一部を発掘したに

過ぎなかった。調査の結果、縄文時代早期• 前期の土器や石器とその下層より先土器時代のナイフ

形石器や尖頭器• 石核・剥片などが出土し、予想外の成果をおさめた。とりわけ、出土した石核の

中に舟底形石核があり、静岡県内では初見のものであった（注 1)。その後、昭和56年にも第 1次

調査の北隣の部分で、小塚遺跡の第2次調査が行われた。工場用地としての開発予定地の調査であ

り、調査の結果、縄文時代早期の土器や石器が少量出土した（注 2)。昭和59年には県埋蔵文化財

調査研究所による南原遺跡の調査が実施され、縄文時代中期の住居址が発見された（注 3)。この

ように近年、芝川町の遺跡の内容が次第に明らかになりつつある。

注1. 小野箕ー ・秋本慎澄 • 他 『駿河小塚』 芝川町教育委員会 • 加藤学園考古学研究所、 1972年。

2. 小野慎一 • 秋本演澄 『駿河小塚遺跡第 2 次調査報告書』 芝川町教育委員会、 1981年。

3. 黒田勝久 • 鈴木良孝 • 他 『南原逍跡発掘調査報告書』 芝川町教育委員会、 1985年。
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第2章遺跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置と地理的環境

小塚遺跡は、静岡県富士郡芝川町西山字小塚にあり、身延線芝川駅から芝富橋を渡って芝川沿い

に、県道芝川ー上井出線を北方へ約 3km行き、そこより農免道路西山ー稗久保線を約 1km登った標

第 1図 小塚遺跡の位置と周辺の遺跡

(1. 小森遺跡、 2.久保辿跡、 3.踊場A遺跡、 4.踊場B辿跡、 5.小塚A遺跡、 6.小塚B遺跡、 7.下条下垣戸遺跡、

8. 東久保辿跡、 9.向ケ谷戸遺跡、 10.大明神A遺跡、 11.大明神B遺跡、 12.羽行辿跡、 13.坂本追跡、 14.平野逍跡、

15. 宮ケ谷戸逍跡、 16.南原辿跡、 17.橋場遺跡）
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高200m前後の羽鮒丘陵の一端の平坦部に位置している。この羽鮒丘陵は三つの川に挟まれ、その

強い影聾を受けている。東側は安居山断層崖として、潤井川の谷及び星山丘陵に向かって約30度の

急傾斜となっており、西側へは10度内外の緩傾斜をもって芝川の谷や西山河岸段丘へ下っている。

南側は富士川を越して松野方面へ伸びているが、 富士川により途中で切断されている。北側へは、

細長く 伸び、 富士宮市上野の上条付近で新富士の熔岩流の下に埋没してしまい、それ以北は点々 と

島状に現れている。この羽鮒丘陵の西側の緩斜面の一端に逍跡は位置している。遺跡の周辺はかっ

ては野菜畑や雑木林に覆われていたが、現在では荒れ地と雑木林と化しており、遺跡の上方では開

発が行われて、住宅や工場が建ち並んでいる。

第 2節歴史的環境

芝川流域における小塚遺跡周辺の遺跡を見ると、先土器時代の遺跡として西山の小森遺跡（第 1

図 1)があり、ナイフ形石器 ・尖頭器が採集され、縄文時代草創期に属する有舌尖頭器なども見ら

れる（注 1)。縄文時代の遺跡として、西山においては、後期の称名寺併行と思われる土器が採集

された久保遺跡（第 1図2)や、厚手の土器が採集されている踊場A遺跡（第 1図3)• 踊場A逍

跡と同様な土器と石鏃が採集された踊場B遺跡 （第 1図4)• 小塚遺跡とほぼ同様な早 • 前期の土

器や石鏃が採集された小塚B遺跡（第 1図6)• 早期の茅山式と思われる土器が採集された下条下

垣戸遺跡（第1図7)がある。大久保においては、後期と思われる硬質薄手の土器が採集された東

久保遺跡（第 1図8)• 中期の勝坂式や加曽利E式土器と打製石斧• 石錘などが採集された向ヶ谷

戸遺跡（第1図9). 中期の柏窪式や加曽利E式土器が採集された大明神A遺跡（第 1図10)・ 早期

末と後期と思われる土器が採集され、若宮遺跡とも呼ばれる大明神B遺跡（第 1図11)がある。羽

鮒においては、打製石斧が採集された羽行遺跡（第 1図12)や中期の柏窪式に類似する土器や加曽

利E式土器及び打製石斧 • 石錘などが採集され、羽鮒遺跡とも呼ばれる坂本遺跡（第 1 図 13)• 早

期と中期の土器が採集された平野遺跡（第 1図14)などの諸遺跡が知られている。また、富士川流

域の長貫においては、中期の加曽利E式土器と打製石斧• 石鏃・磨石 • 石皿などが採集された宮ヶ

谷戸遺跡（第 1 図15)• 古くから多量の中期の土器や打製石斧• 石匙などの石器類を出土している

南原遺跡（第 1図16)・打製石斧や土器が採集された橋場遺跡（第 1図17)などがあげられる（注

2)。発掘調査が行われたのは、小塚遺跡の他には南原遺跡だけで、昭和59年に静岡県埋蔵文化財

調査研究所が調査を行っている。その結果、縄文時代中期から後期の遺跡として確認され、住居址

や配石逍構• 土堀などが発見された（注 3)。縄文時代以降の遺跡としては、下柚野の辻遺跡にお

いて、縄文時代中期の勝坂式や加曽利E式の土器と後期の堀之内式土器及び打製石斧 • 磨製石斧な

どと共に、弥生時代中期の壷形土器や甕形土器と後期の台付甕形土器や、古墳時代の土師器と須恵

器が出土している（注 4)。その後の遺跡は現在のところ未発見である。以上のように、芝川流域

において、先土器時代から古墳時代に至る遺跡が発見されており、特に縄文時代の遺跡が多い。

注 1.秋本演澄 「駿豆地方における先土器時代逍物」『駿河小塚』 1972年。

2. 唐紙―修 • 佐野文孝 「富士郡芝川町の辿跡」 『駿豆考古』 第 9 号 1970年。

唐紙―修 • 佐野文孝 「周辺の辿跡」『駿河小塚』 1972年。

3. 黒田勝久 • 鈴木良孝 • 他 『南原逍跡発掘調査報告書』 芝川町教育委員会、 1985年。

4. 注2に同じ。
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第3章調在の経過

第 1節 調査に至る経緯と第 3次調査の経過

小塚辿跡の第2次調査地区より農免道路を挟んで南側に、 倉庫建設計画が持ち上がり、その事前

調査の必要が指摘され、小塚遺跡の第 1次調査及び第2次調資を行った加藤学園考古学研究所へ、

芝川町教育委員会より調査の依頼があった。平成4年 3月4日に芝川町教育委員会において、 県文

化課とlllJ教育委員会及び加藤学園考古学研究所の三者による、小塚遺跡第 3次発掘調査に関する会

合が開かれ、現地を視察後、再び打ち合わせを行い、約500対を 1カ月程度で確認調査を行い、そ

れに基づいて、 本調査に関して協議を行う事となった。その後、町教育委員会と考古学研究所と連

絡を取り合い、協議を重ねて確認調査を 4月中旬より開始することになったが、 考古学研究所の都

合により 5月下旬から実施するこ とになった。以下、調査の経過を日誌より抄録しておく 。

5月23日（土） 晴れ

本日より小塚辿跡第 3次発掘調査に人る。 8時30分、研

究所に作業員が集合し、器材を車に桔み込み現地へと出発

する。 9時45分頃現地に到着し、町教育委員会の四条氏が

来るのを待つ。 10時頃四条氏が来跡し、プレハプの鍵を惜

り受け、発掘器材等を迎び入れ、プレハプ内の整備を行う。

その間、関資員の秋本と四条氏は打ち合わせを行う。午後

より調査区域内に設定したグリッドの杭を探し、目印に竹

を立てる。また、グリッドを利用して第 1トレ ンチを設定

し、 重機で耕作土を排除する作業を開始する。

5月24日（日） 晏り 、朝方雷雨

定休日のため、作業休止。

5月25日（月） 睛れ

第 1トレ ンチ 1-4区を重機で耕作土を排除後、トレン

チの壁の整形及び トレ ンチ内に残った耕作土の除去作業を

行う。耕作土より縄文前期の土器片が少屈出土。 一方、重

機は第 1トレンチ 4-8区と第 2トレ ンチ 6・7区、第 3

トレ ンチ 6・7区、 第4トレ ンチ 1・ 2区の耕作土を排除

する。

5月26日（火） 晴れ時々公り

昨日に引き続き、第 1トレ ンチ 4-8区の壁の整形とト

レンチ内の耕作土の除去作業を行う 。5・6区の耕作土よ

り土器片がやや多く出土する。重機は第 3トレンチ 1-5 

区の耕作土を排除する作業を行う。

5月27日（水） 11,'/れ

第 1 トレ ンチ 7 • 8区と第 3トレ ンチ 1-4区の壁の整

形と トレ ンチ内の耕作土の除去作業を行う。耕作土より辿

物は出土しなかったが、下荊には辿物包含腔があると思わ

れる。重機は第 3トレンチ 3区と第 2トレンチ 1-5区の

耕作土の排除作業を行う。

5月28日（木） 雨のち込り

朝のうち雨のため、 作業員は休み。 10時頃雨が止んだの

で、調査員は第 1トレンチ 5・6区の東壁に土庖区画線を

記人する。

5月29日（金） II;'/れ

第 3 トレンチ 3-4 区 と第 4 トレンチ 1• 2区、第 2ト

レンチ 5 • 6区の墜の整形とトレンチ内の耕作土の除去作

躁を行う。第 2トレ ンチ 1-7区と第 3トレンチ 4-7区

は、桧林内に設定したトレンチのため、桧の根により作業

が難行する。各 トレ ンチより土器片が少品出土。

5月30日 （土）雨

雨のため作業は休止。

5月31日（日） 函り

定休日のため作業は休止。

6月 1日 （月） 晴れ

第 2 トレンチ 5 • 6区と第 3トレンチ 5-7区の墜の整

形と トレ ンチ内の耕作土の除去作業を行う。出土辿物なし。

6月2日 （火） 哨れ

第2トレンチ l-4区 ・7区の壁の整形と トレ ンチ内の

耕作土の除去作業を行う。本日も出土辿物なし 。 3 • 4区

は上庖がたるみ込んで深くなっている。

6月3日（水） 晴れ

第 2トレ ンチ 3区の壁の整形と トレ ンチ内の耕作土の除

去作業を行う。本日で トレンチの壁の整形とトレンチ内の

耕作土の除去作業を完了する。その後、第 2トレ ンチ 1-

4区をvr岡（黄褐色ローム園）直上まで精査を行う。 1区
精査を完了する。

6月4日（木） 晴れ

第 2トレンチ 2-5区の精査を行う。 2区は精査を完了

する。出土辿物なし。

6月 5日 （金） 睛れのち硲り

第 2 トレ ンチ 3-6 区の精査を行う。 3 • 4区は粘査を

ほぼ完了する。ま た、 3区と 6区より土器片が数点出土し

た。

6月6日 （土） 晴れ

第 2トレンチ 3-7区の精査を行う。 3-5区は精査を

完了 し、 6 • 7区はV荊の精査中で、両区より土器片10数

と石鏃 l点が出土した。

6月7日 （日） 晴れ

定休日のため作業は休止。

6月 8日 （月） 雨のち羹り

雨のため作業は休止。
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6月 9日 （火） 公り時々睛れ

第 2 トレンチ 6 • 7区の精査を行い完了する。両区より

土器片及び頁岩の剥片がIJJ土。 第 3トレンチ 4-7区の精

沓に入る。各区より 土器片及び剥片が少iu:出上し、 石倣も
l点出土 した。また、第 2トレンチ 1-4区の東墜に土簡

区画線を記入する作業も行った。

6月10日 （水） 公 りのち II~/ れ

第 3トレンチ 1-7区の精沓を行う 。 2-7区より少罰

の土器片などが出土する。第 2トレンチ 5-7区の東艇に

土尼i区画線の記入も行う 。本日 1時15分より Ill[教育委員会

の四条氏と金指建設の糸浜氏ら 3名と秋木とにより 本調査

に関する話し合いを行い、確認調査より木調査へ随時移行

することになる。また、木調査に移行できる様に桧林の伐

採の手配を金指建設側におi領いをする。

6月11日 （木） 雨時々 盈り

朝方雨のため作業員は休み。調査員は今後の調査のため

の準備を行う。桧林の地主のため消氏が来跡し、調査にか

かる部分の伐採の許可を得る。また、 天候の合間をみて第

3 トレンチ 6 • 7区の土貯区画線を記入する。

6月12日 （金） 晴れ

第 3トレ ンチ 1区と第 1トレ ンチ 6- 8区の精査を行

う。また、第 2トレンチ 1-4区の東墜の土尼i断面実測の

準備と同実測を実施し、 完了する。本調査移行に伴い第 1

トレンチ 4-8区の排土の移動を重機で行う 。桧林の伐採

関係者打ち合わせのため米跡。

6月13日 （土） 磁り

第 3トレンチ l区と第 1トレ ンチ6-8区の精査を続行

し、 第 3トレンチ 1区は精蒼を完了する。第 3トレンチの

1 -3区と 5-7区の北壁に土庖区画線を記入する。ま

た、 第 2 ト レンチ 5-7 区の土庖断面実測図も •作成する。

第 1トレンチの排土を重機にて移動する。

6月14日 （日） 、公り

定休日のため作業は休止。

6月15日 （月）雨

雨のため作業は休止。

6月16日 （火） 晴れ時々蛤り

第 1 トレンチ 5-8 区の精査を行う 。 5 • 6区より辿物

が比較的多く出土する。第 2トレンチ 3・5-7区と第 3

トレンチ 6 • 7区の追物分布実測を行い、辿物のレベル測

定後、辿物を収納する。本日も重機にて排土の移動を行う。

6月17日 （水） 硲り

第 1トレンチ 1-7区の精査を行い、 7区は完了する。

第 3 トレンチ 4 • 5区の辿物分布実測と辿物のレベル測定

を行い、辿物を収納する 。 また、 第 3 トレンチ 6 • 7区の

土陪i断面実測図も作成し、 完了する。本日北側の工場事務

所の屋上から辿跡の近景写真撮影を行う。

6月18日 （木）雨

雨のため作業は休止。秋本は図面の点検と実測圏作成の

巡備を行う 。

6月19日 （金） ・属り時々晴れ

第 2• 第 3トレンチ内の消掃を行い、同トレンチの全体

及び土隠断而と 第 1 トレ ン チ 7 • 8区の土I罰断而の写真撮

影を実施する 。 また、第 3 ト レンチ 4 • 5区の土尼11祈面実
測を行い、 完了する。更に、第 1トレ ンチ4-6区の粘査

と同トレンチ 7・8区東堅の土恩区画線の記入を行う 。

6月20日 （土） 睛れ時々函り

第 1トレンチ 4-6区の精沓を行い、ほぼ完了する。そ

の後、同トレンチ内の追物出土状態の写真撮影を実施し、

7 • 8区東墜の土I図断而実測を行う 。また、第 4トレンチ

1・2区の沿掃を行い、トレ ンチの全景写真撮影を行う。

更に、第 3トレンチ l区の土恩断而実測と 同 トレンチ 5 • 

6区の逍物分布実測 ・レベルの測定と辿物の収納を行い、

完了する。

木日より 本調査に入る。 I -2区の耕作土等を重機で排

除し、精蒼に入る。

6月21日 （日） lli'i'れ時々公り

定休日のため作業は休止。

6月22日 （月） II行れ時々 公り

I -2区の精社を行い、 H-2区の耕作土等を重機にて

排除後、 一部精査を実施する。また、第 1トレンチ 6・8

区の土陀断而実測を行い、 完了する。

6月23日 （火） 総りのち雨

I• H-2区の精査を行う。第 1トレンチ 6区の土脳断

面実測を実施し、 完了する。また、 重機にてH・I-1区

の耕作土等を排除する。昼頃より小雨が降りだし、 2時半

頃より強くな ったため作業を中止する。

本日より、第 2 • 第 3トレンチの拡張部分の桧林の伐採

を開始する。

6月24日 （水） 盈り

H-2区とI-1・2区の粘査を行い、重機にてG・H-

1区の耕作土等の排除を行う。また、 第 1トレンチ 5区の

土I習断而実測と第 1トレンチ 2-4区の土陀区画線の記入

を行う。

6月25日 （木） 硲り

H -1 • 2区とI-1区のV園の梢査を行い、 重機にて

D-G-1区の排土を行う 。また、 第 1トレンチ 3-5区

の土陪断而実測図を作成し、同トレ ン チ 1• 2区の土陪区

画線を記入して断面実測の準備も行う 。

6月26日 （金） 足り時々Iii'/れ

H-1区とG-1・2区及びF-1区のV岡の精査を行

い、重機にて排土の移動と E-G-2区東半の耕作土等の

除去作業を行う 。また、第 4トレンチの土陪区画線記入と

第 1 ト レンチ 1 • 2 区及び第 4 トレンチ 1 • 2区の土屈断

而実測を実施する。

6月27日 （土） 哨れ時々函り

E • F - 2 区の東半 と F• G - 1区の V陪の精査を行

い、重機にて排土の移動と D-G-2区東半の耕作土等の

除去作業を行う 。また、第 3トレンチ 2・3区と第 4トレ

ンチ 2区の土陪断面実測図を作成し、 完了する。更に、グ

リッド杭と平板原点を併用した杭を設定し、 第3トレンチ

3区の土陀区画線記人を行う 。H-1区より出土した石匙

と第 1トレンチ 7区より出土した石鏃の出土状態の写真撮

屈クも行った。

6月28日 （日） Iii'/れ

定休日のため作業は休止。

6月29日 （月） 公り

E・F - 1 区 と D • E - 2 区の V 陪i上部の精査を行い、

重機にて B・C- 1 区 の耕作土等の除去 •作業を行う 。 ま

た、第 1 トレンチ 7• 8 区及び H • I -2区の辿物分布実

測を行い、レベル計測後、辿物を収納する。

6月30日 （火）雨

台風3号の接近のため梅雨前線の活動が活発となり、 雨
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のため作業員は休み。軍機にて B • C -1区の排土を移動

し、 B • C -2区の東半の耕作土等の除去作業を行う。

7月 1日 （水） 晴れ

C • D • E-1区とC・D-2区のV陪i上部の粘査を行

い、 重機にて排土の移動と G-2区の西半の耕作土等の除

去作業を行う 。 また、第 1 トレンチ 5 • 6区とI-2区及

ぴH-1区の追物分布実測を行い、レベル計測後、追物を

収納する。

7月2日 （木） 雨のち公り

雨のため作業貝は休み。重機にて排土の移動と E • F -

2区の耕（乍土等の除去作業を行う。

7月3日 （金） 雨のち硲り

B -1• 2区とE・G-2区のVI図の:/i'i資を行い、 重機
にて排土の移動と B-D-2区の耕作土等の除去作業を行

う。また、 F-1区とG-1・2区の辿物分布実測を行い、

レベル計測後、辿物を収納する。

7月4日 （土） 硲りのちII青れ

D-G-2区の精査を行い、 重機にてA-1区の耕作土

の除去作業を行う。また、 E-1・2区と F-2区の辿物

分布実測を行い、レベル計測後、辿物を収納する。

7月5日 （日） 餃り一時雨

定休日のため作業は休止。

7月6日 （月） 硲り

A - 1 • 2 区 と F -1区の精益を行い、匝機にて排土の

移動と A-2区の耕作土の除去作業を行う。また、 第 1ト

レンチ 4区と E-1 • 2区の辿物分布実測とレベルの計測

を行い、辿物を収納する。午後より桧林の伐採が終了した

ので、株の除去作業を開始する。

7月7日 （火） 晴れII寺々 曇り

G • I - 1 区の精査を行い、第 1 ト レンチ 3 区と E • F -

1区の辿物分布実測図を作成する。また、重機にて J-5-

8 区 と K - 6 区の株の除去作業を行い、 J - 5 • 6区とK-

6区の耕作土の除去及び移動を行う。

7月8日 （水） 晴れ

E-H-1区のV庖の精蒼を行い、 F・G-1区の辿物

分布実測圏を作成する 。 また、 重機にて J• K - 7 • 8 区

の株の除去作業も行う。

7月9日 （木） 晴れ

E-H-1区のV岡の粕査と、 F- 1 • 2区及びG-1・ 

2区の辿物分布実測図を作成する。また、重機にて J-7. 

8区と K-7区の排土の移動と耕作土の除去作業も行う。

更に、辿物の出土状態の写真撮影も併せて実施した。

7月10日 （金） 晴れ時々恐り

G -1・2区のV層の精査と、 第 1トレンチ 1・2区及

びA-C-1・2区の辿物分布実測図を作成する。また、

重機にてK-7・8区の排土の移動と耕作土の除去作業も

イ丁つ 。

7月11日 （土） 雨のち公り

朝方は雨が降ったり止んだりの天候のため、発掘器材の

点検と手入れ、図而等の整理 ・点検を行い、 11時より天候

が回復したので、現場での作業を行う。

F -2区とG-1・2区の粘査を続行し、 E-1区の追

物分布実測を行う。また、辿物の出土状態の写真撮影も行

う。

7月12日 （日） 公り一時晴れ

E -2区とF- 1 • 2区のV陀の精査と、 F・G-1・

2区と第 lトレンチ 6区の辿物分布実測図を作成する。本

日も辿物の出土状態の写真撮影を行っ た。

7月13日 （月） 公り

F-H - 1 • 2 区の VIをi の精査 と、 D - 1 区 と E-G ­

l • 2区及び第 lトレンチ 3・5区の辿物分布実測圏を作

成する。

7月14日 （火） 公りのち一時小雨

E-H - 1 • 2 区の粘杏を行 い、 G -1・2区とH-l 

区は粘杏を完了する。 F-l区にて落ち込みが確認される

が、現在のところ辿構か否か不明である。また、 G-1・ 

2区において木根状の落ち込みが確認されるが、辿構と断

定されるものはなかった。

F'・G-1区と I-I- l• 2区の辿物分布実測図を作成す

る。

7月15日 （水） 函り

E・F - 2 区の V 隠の粘査 と F • G - 1 • 2 区の辿物分

布実測圏を作成する。また、辿物の出土状態の写真撮影も

行っ た。

7月16日 （木） 睛れのち硲り一時雷雨

A • F - 1 • 2 区の V 恩下部の精査 と、 A · B - 1 · 2

区とE・F-1区の辿物分布実測図を作成する。

7月17日 （金） 雨のち公り

朝方雨のため作業員は休み。F-1区で確認された蕗ち

込みを調べるために、南北方向にサプトレンチを設定し、

掘り下げる。その結果、住居址か竪穴状の追構と考えられ、

落ち込み内からの辿物は比較的多 く出土した。

本 日、 県文化課の鈴木氏と町教育委員会の四条 • 鈴木両

氏が本辿跡の視察と、町の澁道の調査に関して来跡する。

7月18日 （土） 雨のち屈り

A -l・2区のVI屈の精査とF-2区の辿物分布実測図

を作成する。F-1区の落ち込みは、サプトレンチの西半

部の精査を行う。その結果、住居址の可能性が強く、 第 1

住居址とする。

7月19日 （日） 晴れ

A -1・ 2区はVI/図、F-2区はV庖下部-VI屈上面、

第 l 住居址の西半部の精査をそれぞれ行い、 A • D • E -

l • 2区とB-1区の追物分布実測I忍lを作成する。また、

第 l住居址の西半部の辿物出土状態と覆土の断面の写真撮

影も行う 。

7月20日 （月） 晴れ

A - 1 · 2 区は VI層 、 E • F - 2 区の V-VI 層上面の精

査を行い、 E・F-2区は完了する。また、 第 l住居址の

東半部の精査も行い、 投土の断面実測及び西半部の辿物分

布実iJlllも行った。

7月21日 （火） II青れ

A・B -1区のVI陪と第 l住居址東半部の粘資を行う。

また、住居址の東半部の辿物分布実測後、住居址の床而iを

精査 して柱穴を確認する。

7月22日 （水） 晴れ

A・B - l 区の VI 庖の粘査 と、 D • E - 1•2 区の追物

分布実測を行う。また、 第 1住居址の平面実iJIIJも行っ た。

7月23日 （木） 晴れ

A • B -1区のV[陪の精杏を引き続き行い、 E-1・2 

区とF-2区の辿物分布実測を行った。

7月24日 （金） II翡れ

B-D-1区のVI荊の粕査と同区の辿物分布実測を行う。
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また、 E-1区に落ち込みを確認する。

7月25日 （土） 哨れ

B-D-l区の精査を行う。

7月26日 （日） 睛れ

定休日のため作業は休止。

7月27日 （月） 睛れ

11'1' 日に引き続き B-D - 1 区の VI I~の精査を行う。ま

た、 E-l区の落ち込みにサプトレンチを設定し、粘森を

行った。その結果、床而と思われる而を検出し、第 2住居

址．とする。

7月28日 （火） 晴れ

B-D-1区の梢森を続行 し、第 2住居址の精査も行

う。また、 I-1区のV庖の精査も開始する。

7月29日（水） 睛れ

第 2住居址と J-5区の精沓を行う。第 2住居址の投土

より土器片や剥片などが多く出土する。

7月30日（木） 船り

第 1住居址の床面粕蒼を行い、柱穴の確認後、柱穴を完

掘する。その後、清掃を行って住居址の全景写真撮影を行

う。また、第 2住居址の股土及び J-5 • 6区の精査とC・

D-1区の辿物分布実測図を作成する。更に、第 1住居址

の平面実iJlllも併せて行う。

7月31日（金） 晴れ

J -5• 6区及びK-6区の精沓と J-5 • 6区の辿物

分布実測圏を作成し、第 1住居址の断面実測も行う。また、

第2住居址は壁の検出と裂土の精査を行い、調沓区東壁と

住居址内の東西セクションベル トに土陪区画線を記入し、

第3図第3次調査風景

股土の土脳断面の写真撮影も行う。

8月 1日（土） 睛れ

J -7区の粘沓を行う。

8月2日（日） 娯り

定休日のため作業は休止。

8月3日（月） 母り

-・II乍日に引き続き J-7区の精査を行う。

8月4日（火） 込り

J -7区の粘査と第 2住居址の土/[ii断而図の作成を行

う。また、第 2住居址内のセクションベルトの除去 ・精沓

も併せて実施した。

8月5日（水） 小雨のち睛れ

J•K - 7•8 区の精査と第 2 住居址の精査を行い、第

2住居址の辿物分布実測図も作成する。

8月 6日（木） 晴れII寺々 函り

J·K - 7•8 区の精査と第 2 住居址の精査を行い、第

2住居址の追物の出土状態の写真撮影を行う。また、辿物

分布実測も併せて行った。

8月7日（金） 磁り一時小雨

J•K - 7•8 区と第 2 住居址の精杏を行い、第 2 住居

址内より出土した辿物の分布実測図の作成も行う。

8月8日（土） 公りのち雨

J・K-7・8区のV屈と第 2住居址の精査を行い、 第

2住居址内より出土した辿物の出土状態の写真撮影及び辿

物分布実測図を作成する。正午頃、台風10号の影孵のため

雨が強く降りだし、午前中にて作業を中止する。

8月9日（日） 羹りのち晴れ
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定休日のため作業員は休み。教育研修所の邸栢幾先生が

上填分析用のサンプルを採取するために来跡。3カ所にて

42汽料を採取する。

8月10日 （月） Iii'/れのちII寺々 蛤り

J· K - 7•8 区の V 腔 と第 2 住居址の粕査を行う 。 第

2住居址は籾査と並行して辿物の分布実測を行い、出土辿

物の写真撮影も行った。

8月11日 （火） Iii'/れのち必り

J - 5 · 6 区 と K - 6 区の粘杏 と J · K - 7 • 8 区の辿

物分布実測図の作成を行う 。また、第 2住居址は床面の粘

森を行い、柱穴及び炉址の確認し、辿物の分布実測図の作

成も行った。更に、 土譲サンプル採取槌而の清掃を行い、

採取地点の写真撮影の準備をする。

8月12日 （水） 公りのち雨

朝 8時半より 9時頃まで強い雨が降り、作業が危ぶまれ

るが、雨もあがり作業を行う 。

J -5 • 6区とK-6区のV陀の梢査及び J-5区と K-

7区の辿物分布実測圏の作成を行う 。また、第 2住居址の

柱穴掘りは朝方の雨のため中止する。土填サンプル採取地

点の写真撮影は、サ ンプル番号及び陀位を入れて実施す

る。J-6区より尖頭器が出土 し、その出土状態の写真撮
影も行った。昼食時、 再び強い雨が降り出し、止む様子も

なか ったので、作業を午前中にて中止する。

8月13日 （木） 必り時々雨

朝方栄雨のため作業は休止。事務所にて写真の整理及び

図而の点検を行う。

8月14日 （金） 睛れ時々総り

J -5 -8区とK-6-8区のV庖の精査及びJ-5-

7 区 と K - 6 • 7区の辿物分布実測圏を作成する。また、

B -l区にて土坑状の落ち込みを確認し、東側に拡張して

粘沓を行うが、底面まで逹せず、土坑か否か本日のところ

不明である。

8月15日 （土） lit/れ

J -5 -8区とK-6-8区のV荊下部の籾査及びJ-

5区とK-8区の追物分布実測図の作成を行う 。また、 B-

1区にて確認された落ち込みは精査した結果、陥し穴とな

り完掘する。

8月16日 （日） 哨れ時々 公り

定休日のため作業は休止。

8月17日 （月） 蛉り一時雨

小雨が時折降り 天候不順であったが、 予定通り作業を実

施する。J-5-8区とK-7・8区のV層下部の精査及

び第 2住居址の床面の再清掃を行う。午後 3時頃雨が強く

降り出し、作業を中止する。

8月18日 （火） 公り時々雨

昨夜来の台風11号の影密による雨のため作業は休止。

8月19日 （水）雨

本日も台風11号の影親による雨のため作業は休止。

8月20日 （木） 哨れ

J -5 -8区と K-6-8区のV/習下部の料i査及び陥し

穴と第 2住居址の消掃 ・写爽撮影を行う。

8月21日 （金） 公り

J -7 • 8区とK-6-8区のV庖下部の精査及び J-

6区と第 2住居址の辿物分布実測図の作成を行う。また、

陥し穴の平而 ・断而実測及び第 l. 第2住居址と陥し穴の

辿柚I対辿実iJll)圏の作成も行い、 第2住居址のI祈而実測のポ

イントを設定する。

8月22日 （土） II翡れ

J -5・6区v陀下部の粘杏と第 2住居址の平而実iJlllを
打つ。

8月23日 （日） IF/lれII寺々 公り

定休日のため作業は休止。

8月24日 （月） 必りのち雨

J -5 -8区とK-6-8区の粘杏及び第 2住居址の断

而実測を行う。また、第 1ft居址の写真撮影のため東側土

手の草刈も行う。午後 2時半頃より雨が降り出し、 3時頃

には柑雨となって強く降って来たため作業を中止する。

8月25日 （火） llj'lれ

第 1• 第 2住居址の東側を（主居址全体を把握するために

調査区域の境界線まで拡張する。また、第 2住居址の断而

実測及びJ-5 -7区と K-6・7区の辿物分布実測図の

作成も行う 。 更に、第 2 トレンチ 6 • 7区の部分をVI陪ま

で精査を行い、下荊の様子を閥べる。

8月26日 （水） 睛れのち母り

第 2住居址の東側は境界線まで拡張した後、精裔を行

い、住居址の輪郭を確認する。その後住居址内の粘査に入

る 。 第 2 トレンチ 6 • 7区はVl屈の粕査、J-7区の南側

にトレンチを設定してVl陀の精査を行う 。また、 J• K-
8区と第 2トレ ンチ6・7区及びJ-7区のトレンチの辿

物分布実測圏の作成も行う 。

8月27日 （木） 晴れのち袋り

J -6区の北側（第 3トレンチ 5区）に トレンチを再設

定し、精査に入り、 J-7区の南側のトレンチと第 3トレ

ンチ 5区の精査は完了する。また、 J-6 • 7区に粘杏区

域を設定し、 J-6精査区のVI陪上部までの精査を行い、

第3トレンチ 5区とJ-6精査区の辿物分布実測図の作成

も行う 。

第 2住居址は拡張部分の料i査を行い完了する。東側の壁

側の床面よりf央状耳飾りの破片が 2点 （接合）出土した。

8月28日 （金） 晴れ

第 2住居址の床面の消掃を行い、拡張部分の追物分布実

測圏の作成及び辿物の出土状態の写真撮影と、住居址全景

写真撮影を行う 。その後、第 2住居址の拡張部分の平而実

測を追加する。

J -6 • 7精査区の精査を行い、 J-6粘沓区辿物分布

実測図の作成を行う。また、 J-6精査区より出土した尖
顕器の出土状態と同区の出土辿物の分布状態の写真撮影も

併せて行う 。

8月29日 （土） 晴れ

J -6 • 7精査区の精査と第 2住居址の拡張部分の断面

実測圏を作成し、辿構IM1辿図に第 2住居址の拡張部分を追

加実測する。高橋盟先生、周辺の土壌調査のため来跡。

8月30日 （日） 晴れ

定休日のため作業は休止。

8月31日 （月） II青れ

J -6• 7精査区の粘査を行い完了する。その後、出土

辿物の分布状態の写真撮影を行い、同区の追物分布実測図

を作成する。また、第 1• 第2住居址とその周辺の消掃を

行い、第 1 • 第 2住居址の関連写真及び第 1住居址の全景

写真の撮影を行う 。

9月 1日 （火） 晴れ

B-D - 1 区 の VI 脳 ～ ＼りl 陀i の精査を行 う 。 D - 1 区の~,
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庖より質の良くない黒耀石や安山岩系石材の剥片が、比較

的まとまって出土する。また、 J-6粕杏区で検出された

焼土の写真撮影を行う。

9月 2日（水） II月れのち一時鉛り

B-D-1区のV1肥-VII陀の精査を続行し、辿物の出土

状態の写真撮影を行う。また、 J-6籾査区検出の焼土を

半戟し、写真撮影を行い、 B-D-1区の辿物分布実測図

を作成する。

9月 3日（木） llj'/れ

B-D-1区のw附iの精蒼と、 J-6区の焼土の平而・
断而実測圏を作成する。

9月4日 （金） IIけれ

B-D-1区のVII刑の粕査を続行し、同区の辿物分布実

測圏を作成する。また、 G・l-1-1区もvr庖の粘査に入る。
9月 5日 （土） II翡れ

C・D -1区のVll-1/111庖と G・H-1区のVl屈の精査を

行う。また、本日、小塚辿跡の現地説明会を9時半より 11

時頃まで開催する。

9月 6日（日） 晴れ

定休日のため作業は休止。

9月7日（月） Ht/れ

G• H- 1 区の vr恩の精査と C • D - 1 区の辿物分布実

測図を作成する。

9月8日 （火） IIY,/れ

G・H-1区のVJ陀の精査と辿物分布実測圏の作成を行

う。また、第 1住居址の炉址を半戟する。

第4図 遺跡より第4次調査地点と富士山を望む

9月9日（水） 晴れ

G • H - 1 区の Vl -\111 /r'i の精杏を行う。

9日10日 （木） 睛れのちII寺々 必り

B-D-1区束竪の整形及び土lr'i区画線の記入を行い、

その後、 i翡掃を行って辿物の分布状態と土恩断而の写爽撮

影を行い、土I存i の I祈面実測 I忍lを作成する 。 また、 G •H -

1区はVI-VII腔の精沓を行い、辿物の分布実測図作成と、

同区東墜の整形及び土阿区画線の記入を行う。

9月11日（金） 晴れ

G・H-1区VII陀の精査を行うが、辿物の出土はなく、

作業を中止する。その後、追跡全娯写真撮影のためA-2

区より全而的に消掃を開始する。

B-D - 1 区東堅の土庖断面実測図を作成し、 G•H -

1区東槌の土陪i区画線を記入 して土腔断面の写真撮影を行

う。その後、土陀断面実測圏の作成に人る。また、第 1住居

址の炉址の半戟而を整形し、 写真撮影とI祈面実測を行う。

9月12日 （土） 晴れのち骰り

A • B - 1•2 区の清掃と G ·H - 1 区東壁の土屑断面

実測を行い、 完了する。

9月13日 （日） 晴れ

定休日のため作業は休止。

9月14日 （月） 殴り

C- 1 - 1•2 区の全面的清掃を行い、追跡の全娯写真

撮影を行う。本日にて小塚辿跡の第 3次調査の全行程を終

了する。
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第 2節 第 4次調査の経緯と経過

芝川町の農道の整備計画により、本年度には小塚遺跡内の工事に着工することになり、第 3次調

査区域の東側隣接地のほぼ中央を東西に横切ることになった。そのため、 事前にその部分の調査 を

第 3次調査に引き続 いて加藤学園考古学研究所で担当 して欲 しいとの依頼があり、町教育委員会と

打ち合 わせを行い、第 3次調査後に実施することとなった。調査は 9月22日より開始し、 第 3次調

査で使用 した施設 ・機材を金指建設より借用 して行うことにな った。以下、調査 の経過を日誌より

抄録 しておく 。

9月18日 （金） II翡れ時々 、公り

契約締結前であるが、調査の準備のため調査区域とその

周辺の排土を骰く部分の草刈と、その処理を行い、調査の

対象区域にテープを張る。

9月19日 （土）-21日 （月）

契約締結されていないため、調資は休止。

9月22日 （火） 睛れ

本日より第 4次調査に入る。調査区域を 1-9区 (5X 

3 m)に分け、 重機にて耕作土を除去 し、 2-9区の槌の

整形と精査を行う。 3区より 7区にかけて新しい洲が確認

され、その中には礫などが堆積しており、若干の土器片と

打製石斧 l点が出土した。 8・9区にはIV陪が僅かに残存

し ており、 5 • 6区の耕作土下はすぐVI屈となった。

9月23日 （水） II翡れ

秋分の日のため作業は休止。

9月24日 （木） 晴れ

4 • 5区の粘査と 7-9区の辿物分布実測を行う。

9月25日（金） 雨

雨のため作業は休止。

9月26日（土） 必り

1-3 区の精査を開始し 、 4 • 5区はlV隠、6-8区は

V-VI脳、9区はrv-v隠の精蒼を行う。
9月27日（日） 晴れのち函り

定休日のため作業は休止。

9月28日 （月） 松り

1-9区の梢査を行う。3区にてスコリアプロック陪が

あり、 1・2区のローム脳はこのスコ リアプロック脳の下

層と半IJ明する。 3-5区はVI-VII屑、 6-9区はV-VI序i

の精査をそれぞれ行う。

第5図第4次調査風景

9月29日（火） 穀り

1-9区の精査を行う。 1-3区はIX爵、3-5区はVII

-v111層、6区はVI-VII陪、7区はvr陪、 8・9区はv-vr
刑の精査をそれぞれ行い、 1-5区は精沓を完了する。

9月30日 （水） 雨のち睛れ

朝方雨のため作業員は休み。 3-6区の北壁と南盛の整

形を行い、 土図区画線を記入する。

10月 1日（木） 函り一時雨

6-9区の精査を続行する。 6区は＼り-VIII図、 7-9区

はVI岡の精沓を行う。 また、 1-6区の北壁の土腔断而実

測の準備を行い、 5 • 6区の土陪断面実測を完了する。

10月2日 （金） 娯り

7 - 9区の精査を行う。 7区はVI-¥り1屈、 8・9区はVI

庖の精査をそれぞれ行った。また、1-4区北壁の土岡断

而実ill!!を行い、完了する。その後、 3-6区南壁の土囮断

而実測の準備に取り掛かり 4・5区の土脳断面実測を完了

する。更に 、 7 区で検出さ れた集石辿構の平面 • 断面実測

を行い、集石辿構の全景写真撮影も行った。

10月3日 （土） II青れのち函り

昨日に引き続き 7-9区の精査を行い、1-6区北壁と

3-6区南墜の土阿断而の写真撮影を行う。また、3区南

竪の上恩断面実測及び 7- 9区の辿物分布実測も併せて

行った。

10月4日 （日） 晴れ時々袋り

定休日のため作業は休止。

10月5日 （月） 公りのち雨

6-9区の精査を行う。各区共に出土辿物なし。11時半

頃雨が強くなり、午前中にて作業を中止する。

10月6日 （火） 晴れ

7-9区の精査を行い、 6-9区北壁の整形と土陀区画

線を記入し、土府断面の写真撮影と土I図断而実測の準備を

行った。

10月7日 （水） 晴れのち炭り

8・9区のVII陀の精査と、7-9区北駆の土囮I祈而実測

を行う。昼頃町教育委員会の戦員が来て、調杏した所を埋

め戻して欲しいとの辿絡があり、午後より重機で埋め戻

す。一方、作業員はプレハプの消掃や発掘器材などの後片

付けを行い、本日で第 4次澗査を無事終了する。

―-11-







第4章 調在地点と±屑

第 1節 第 3 次• 第 4次調査地点

第3次調査地点は、 第 7図に見るように小塚遺跡の起伏した平坦部の西側の緩斜面に位置し、標

高163,..._,177mの地点で、遺跡は遺物の出土状態から見ると 2地区に分けられる。それは従前より小

塚遺跡（小塚A遺跡）と呼ばれていた起伏部を中心とする地区（第 1地区）と、第 3次調査で初め

て確認された地区（第2地区）で、 第 1地区の南西側に舌状に突き出した緩やかな斜面を中心とす

る比較的平坦な部分で、南側と西側は急斜面となる。第 1地区は標高172,..._,175mで、起伏部の西側

の帯状を呈し、グリッドで言えばA,..._,1-1・2区に相当する。第2地区は標高166,..._,170mで、グ

リッドで言えばJ・K-5,..._,8区に相当し、その中心はJ・K-6・7区の小範囲であった。第 4

次調査地点は、第 3次調査地点のほぼ中央から東へ伸びる町道の路線敷で、起伏部のやや北側を東

西方向に通り、第 3次調査地点に接する。第 1次と第 2次調査地点は、第 8図に見るように第 1次

調査地点は農免道路の路線敷（昭和46年 8月調査）で、第 2次調査地点は農免道路に北隣する部分

（昭和56年5月調査）であった。その後、平成5年8月には第4次調査地点の南側の平坦部で第 5

次調査が行われた。

第 2節土 層

第 1次調査時に、調査区域の東端のA-17区及びB-17区において 6層に分けられた。それによ

第1次調査 第2次調査 第3次調査 第4次調査

ー
ー ー

第5次調査
--__ v,_ ________ y, __ _ 

1 

7 

6 8 第 1層黒褐色耕作土層

b 
， 第2層黒色土層

゜
第3層褐色火山灰砂層

lm 
C 10 第4層黒色土屑
ヽ

11 
I a. 赤色スコ リア 第5層暗褐色土層

b. 赤色スコ リア 第6層黄褐色ローム層

12 
I c. 黒色スコリア
d. 橙色スコリア

第8図 第1次～第5次調査の土層柱状図
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ると、第 1層はスコ リアを比較的多く含む黒褐色の耕作土層で、第2層は少

量のスコリアを含む黒色土層、第 3層は褐色火山灰砂層で、乾燥すると白味

を帯びて薄茶色に変色をする。第4層は少量のスコリアを含み、比較的粘質

のある黒色土層、第 5層は暗褐色土層で、第 1層に比較すると若干黄色味を

帯び、第4層よりも粘質が強い土層である。第6層は黄褐色ローム層であっ

た 。 これらの土層は遺跡の全域で見られるのではなく、 第 2• 3層は他の所

では耕作などにより失われ、 主に東側の谷頭の部分に見られる土層である。

この第 1次調査の層序を基準として、 第 1次調壺より第 4次調査における土

層の状態を見ると第 7図のようになり、現地表面から第 6層までの深さは、

平坦部ほど浅くなる。

第 3 次 • 第 4 次調査における土層の状態を見ると、次の様になる（第 9 図～

第11図参照）。

第 1層 スコリアを比較的多く含み、黒褐色を呈する表土層（耕作土層）で、

10cm前後から厚い所では60cm前後見られた。

第 2層 第 1調査で見られたスコリアを少量含む黒褐色の土層 (a層） と、

スコリアを比較的多く含む暗褐色の土層 (b層）とに細分される。 2 a層

は第 1地区の第 1トレンチ 2,...._, 9区(D,...._,J -2区）の東壁では観察され、

層の厚さは10~40cm前後であ っ た 。

I - 2 区）と F~I - 1 区の東壁に見られ、他の区からは見られず、 層の

厚さ はG-1区では30cm前後であった。このように 2a 層 は D~J - 2 区

側で、

2 b 層は第 1 トレンチ 7• 8区 (H.

2 b 層は F~I - 1 区側でみられ、 主に南側の斜面の上部に 2 b層

が、それよにやや下方では 2a層が堆積していた。

第 3層 褐色の火山灰砂層で、第 1地区の南側のH・I-1・2区と J-1~ 

4区で観察され、 H-2区では20cm前後堆積していた。また、第 2地区に

は一部で見られない所もあったが、 全体的に堆積が認められた。

第 4層 比較的粘性のある黒色土層で、少量のスコリアを含む。この土層は

色調により 2層に細分され、上層の 4a層は黒色土層、下層の4b層は黒

褐色土層となる。

の南側で、 第 1地区の北側と第2地区では、

4 a層から少量、

第 5層

4 a層と4b層の両層の堆積が認められたのは第 1地区

4 b層のみであった。また、

4 b層からは多くの縄文土器片などが出土した。

暗褐色土層で、第 1地区の一部で堆積が認められない所があ ったが、

第 1. 第2地区共に全体的に見られた。また、この土層の下部には、 G・

H-1区東壁に見られるように黄褐色スコリアのプロックを含む。この黄

褐色スコリアのプロックは G•H - 1 区のほかに、 第 2 地区の J -6区な

どでも小さなブロックが見られた。この土層からも縄文時代の土器片や石

器などが多く出土し、黄褐色スコリアのプロックの下層から第 6層上部に
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かけて、 第 2 地区の J•K - 6·7 区

では縄文時代草創期の土器片と尖頭器

などが出土した。

第 6層 黄褐色を呈するローム層で、

粒径 1~2 mmの赤色スコリアを若干

含む。この層より第 1次調査の時に

先土器時代の逍物を多く出土 し、 今

回の第 3 次• 第 4 次調査でも若干の

遺物が出土した。

第 7層 暗褐色土層で、粒径 2,..._, 3 mm 

前後の赤色スコリアを比較的多く、

また、少量の黒色スコリアを含み、

やや粘性を有する。この土層は赤色

スコリアをやや多く含む7a層と、

赤色スコリアを多量に含む7b層と

に細分される。この 7a層から7b 

層にかけて第 3次調査の際に、剥片

などの遺物が出土 した。

第 8層 褐色土層で、粒径 2~7 mm前

後の赤色スコリアと黒色スコリア及

び粒径2mm前後の黄褐色スコリアを

多く含む。

第 9層 明褐色土層で、粒径 5mm以上

の大粒の黒色スコリアと、粒径5mm 

前後の中粒の赤色スコリアを比較的

多く含む硬質の土層で、下部にいく

ほど赤色スコリアと黒色スコリアの

量が多く なる。

第10層 黄褐色土層で、 大粒の黒色ス

コリアとに赤色スコリアを含み、硬

質の土層である。 下部にいくほど黒

色スコリアの量は増大する。
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第11層 黄褐色硬質土層で、 大粒の黒

色スコリアを少量含む。

図
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第12層 青灰色硬質土層で、 質の土層

で、火成岩の礫を多量に含む。（秋本）
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第5章遺構と出土逍物

第 1節第 3次調査（第 1地区）

1 . 先土器時代の遺構と出土遺物

A 第1文化層

a. 第1文化層の遺構（第12図）

第1文化層の石器群は、縄文時代早期の土器が出土する第 5層下位から第 6層上位より出土し、

部分的には第6層の下位にかけても検出された。当初これらの石器群は、土層の堆積が不安定な個

所が多く、土器と混在して検出されたものが多かったため、文化層の設定は困難と思われた。しか

し、 A - 1 区と B - 1•2 区出土の石器群が比較的安定しており、第 1 文化層のプロックとして扱

う事とした。平面的な広がりは9.0X4. Omの範囲に分布し、その高低差は0.47mの垂直分布を示す。

石器群の内訳は、定形的な剥片石器は無く、透明度の高い黒耀石の剥片 •細片と、頁岩の石核や剥

片が検出されており、他に礫器 1点と表面採集された掻器 1点である。（鳥海）

b. 第1文化層出土の石器 （第13図）

石核 （第13図1)

比較的重量のある石核で、多面に剥離面をもつ。石材は頁岩で、風化が激しく、表面が剥落して

いる。

剥片 （第13図 2~6)

2は厚味のある石刃状剥片で、打面を一方向にもち、裏面に主要剥離面を残す。石材は頁岩で、

--....._,,," I A
 

B
 • 頁岩

▲ 黒耀石

ー ．．
 ... ． . 
・. 

• 砂岩

0 Im i....~·· ·-~ ヽ ,...J

2
 

. ．． ． • 

‘
 

ヽ ー
一 173.SOOm

173.600m 

一 173.400m

第12図 先土器時代出土遺物分布実測図く第 1文化層＞
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風化のため表面が剥落している。3 ,._, 5は横幅のある剥片で、打面を一方向にもち、石材は風化の

激しい頁岩である。6は縦長の不整形な剥片で、裏面に剥離面をもつ。端部の表面には剥離痕を有

する。石材は透明度の高い黒耀石である。

掻 器 （第13図7)

表面採集されたものであるが、石材等により 当文化層のものとして扱う。横幅のある剥片の端部

に急角度の刃部を設け、刃部は弧状となる。石材は透明度の高い黒耀石である。

礫 器 （第13図8)

質量のある円礫を用い、その一辺を片面より剥離を行い刃部としている。形状は三角形を呈し、

礫面には磨った加工の痕がみられる。石材は砂岩である。（鳥海）
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第13図 先土器時代出土石器実測図く第 1文化層 ＞〔1.石核、 2-6.剥片、 7.掻器、 8.礫器、Cl・3-5・

8. A-1区、2. B -1区、6. B -2区、 7.表採）〕
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B. 第2文化層

a. 第2文化層の遺構 （第14図）

当文化層の石器群は、調査区の東側の B~D - 1区

より検出された。平面的な広がりは約20.3 X 3. Om 

と細長い範囲に分布する。 出土層位は第6層下位か

ら第 7層の上位にかけて認められ、 高低差は0.65m 

の垂直分布を示す。石器等の総数は98点で、数個の

ブロックに分類可能とおもわれたが、分布にまとま

りがなく、また、 当文化層の隣接地への拡がりも想

定されたため、 1文化層の石器群として扱った。石

器はC-1区からD-1区にかけて集中し、 D-1

区の東南部には両面平坦に磨かれたような台石状の

礫と、半戟された磨石が検出されている。石材の内

容は黒耀石56点（細片を含む）、玄武岩17点、安山

岩2点である。 また、 石器の内訳は掻器3点、調賂

痕のある剥片 3点、使用痕の有る剥片 3点、磨石 1

点で、他は剥片である。（鳥海）

b. 第2文化層出土の石器 （第15図～第17図）

掻 器 （第15図1-3) 

1は一方向に打面をもつ、比較的厚手の素材を用

い、 長軸上の端部に弧状を呈する急角度の刃部を設

けている。2は切断された剥片を用い、先端部に緩

い角度の弧状の刃部を設けている。3は盤状の剥片

を用い、短軸上に比較的急角度の直刃状の刃部をも

つ、 3点とも石材は黒耀石である。

調整痕の有る破片 （第15図 4~6)

4は剥片の片側縁部に表裏から刃潰し状の剥離が

行われ、裏面端部には大きな剥離がみられる。石材

は玄武岩である。 5は幅のある剥片を用い、頭部に

数回の剥離と、側縁部に細かい剥離の痕がみられる。

石材は頁岩である。 6は断面が三角形を呈する剥片

の縁辺に、刃潰し状の剥離がみられる。石材は黒耀

石である。

定形的な剥片 （第15図 7~11)

剥片の一部を使用した可能性が高く 、比較的整っ

た形のものを取り上げた。
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く第2文化層＞
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横長の剥片で、短！柚の端部を刃部とした可能性がある。8は石刃状の縦長剥片で、石材は 2点とも

頁岩である。 9は裏面に剥離面をもち、長柚の端部が緩い角度のある鋭利な一辺となっている。石

材は玄武岩である。 10• 11は横長の剥片で、短i柚の端部が鋭利な一辺となっている。

ー

c:JO 

鬱
●

□
□
□
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ロ11
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第15図 先土器時代出土石器実測図く第2文化層>(1)(1-3. 掻器、 4-6.調整痕の有る泉lj片、 7-11.定型

的な剥片、 12. 泉lj片、 (1 · 2 · 7 • 8・12. c-1区6層、 9-11.c-1区7層、 3・6.D-1区7層、4・5.B-
1区7層）J
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剥片（第15図12、 第 16図 1~9)

剥片として11点を図示 した。石材は第15図12 と第16図 1~4 が頁岩、 5 は玄武岩、 6~9 は黒耀

石である。 剥片の形態は全般に不定形なものが多く 、それは当文化層に定形的な石器が少ないとい

4
 

鳳U,/3

~~8 
°
 

10cm 

第16図 先土器時代出土石器実測図く第2文化層>(2)[ 1~ 9. 剥片、(1・3・4.c-1区7層、 7.c-1区6
層、 2.B-1区7岡、 5・6・ 8.D-1区6層、 9.D-1区7贈）〕
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う事に起因するのであろうか。

台石 （第17図1)

両面が平坦な礫で、切断面に円味をもつ。台石として使用された可能性が高く、石材は表面が滑

らかな緑色片岩である。

磨 石 （第17図2)

半戟された磨石で、台石に隣接して検出された。平面は円形も しくは楕円形を、断面は楕円形を

それぞれ呈すると思われる。磨面は両面ともに比較的平坦であるが、明確ではない。石材は砂石で

ある。（鳥海）

／ 

一.---／ ‘ 

｀ /,' 

// 

¥ . 
/:,/ 

2 

10cm 

第17図 先土器時代出土石器実測図く第2文化層>(3)〔1.台石、 2磨石、(1・2.D-1区6層）〕

2. 縄文時代の遺構と出土遺物

第3次調査の第 1地区において確認された遺構は、第18図に示す様に前期の住居址2軒と、早期

と思われる陥し穴 1悲であった。これらの遺構は調査区の東側に位置し、遺跡の中心部と考えられ

ている平坦部の西側の縁部にあたる。

A 第1住居址

a. 位置と規模• 構造 （第19図）

F-1区と 2区にかけて検出された住居址で、第4層下部で確認された。住居址の大きさは長径

約4.24m、短径3.70m、プランはやや不整な円形を呈し、南西側の壁は斜面のため確認されなかっ

た。周溝は検出されず、床面はやや西側に傾き、残存する壁際は住居址の中央部より若干高くなっ

ている。床面の状態は、 黒褐色土と黄褐色ロームとが交じり合った状態で踏み固められ、全体的に
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第 2{H雑I: 第 1住居址

2
 

3
 

O 5 !Om 
1、,•, '' I ''• _,....J 

第18図 第3次調査遺構関連図く第 1地区＞

やや軟弱であ っ たが、中央部は他よりも硬く踏み固められていた。 残存する壁は確認面から0~32cm

で、 東側は比較的高く、西側は斜面のため失われて低く、床面より緩やかに立ち上がっていた。柱

穴は4本検出され、住居址の東半

では確認出来なかった。柱穴の大

きさは、北側より20X 30cm、28X

22cm、28x 28cm、26X 31cmで、楕

円形あるいは円形に近い形状を呈

し、床面か らの深さは17cm~27cm

と比較的浅かった。炉址は住居址

の中央から北東側に寄った所から

検出され、その大半は木の根によ

り破壊されていた。残存する部分

よりみると炉址の大きさは45X 

60cm前後と推測され、楕円形に近

い形状を呈していたと思われる。

住居址の覆土は壁際及び床面直上

に明褐色土が薄く堆積し、その上

に暗褐色土が堆積していた。

（秋本）

b. 遺物の出土状態（第20図）

第1住居址からの遺物の出土状

態は、 第20図に見るように住居址

の東半よりその殆どのものが出土

し、特に炉址の北側付近に集中し

a
 

b
 

叶

a
 

b 一174.30m

C d 一174.30m

e ＇ 174.30m 

。
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3
 

4m 

第19図第 1住居址実測図
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ていた。逍物は覆土から床面にかけ

て出土し、 遺物は縄文時代前期の土

器片を主体に、石匙 • 石鏃 • 磨石等

の石器類と剥片が出土した。（秋本）

c. 出土遺物 （第21図～第24図）

①
 
縄文土器 （第2 1図• 第22図）

住居址及び遺構外出土の縄文土器

は、 文様及び型式等により、次のよ

うに分類した。

第I群土器 ：早期の土器

第 1類

a種

b種

第2類

第 3類

a種

b種

第4類

a種

b種

c種

押型文系土器

山形押型文土器

高山寺式比定の土器

撚糸文系土器

沈線文系土器

田戸下層式比定の土器

田戸上層式比定の土器

条痕文系土器

野島式比定の土器

鵜ケ島台式比定の土器

条痕施文の土器

A
 

A
 ミニ~戸二ニ・

焼土を若干含む黒色土

第20図

.. 

2

△

.

 

。.

.

 ．
 

6• 

c.“t
r
 
.
.
 

••.
• 

c
 

．．
 ~,." .

• 
J
9
 

．．
 •• 
＂ 
•• 
f
 
•••. 

.
 
,”:.

'
 

•

C
K
r
'

’
.
、

．
 ．
 

.
、”
．
 

．．
 
．
 

＞
 
．
ょ
忽
．
.

-
•• 
,
 
．．
 
••.•• 

.‘
 .‘
 

．
 ． ◎ 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，・__.. / 

B
 

△ 石匙

1 石鏃

〇磨石

▲ 剥 片

• 土路）ヤ

B 
_-174.20m 

。
2
 
3
 
4m 

第 1住居址出土遺物分布実測図

第II群土器 ：前期の土器

第 1類

第2類

関西系を主体とする薄手の土器

諸磯a・b式とその周辺の土器

これによると、 当住居址の覆土からは、第 I 群第 1 類•第 3 類の土器及び第 II 群第 2 類の土器が

出土した。

第I群土器：早期の土器

第 1 類 （第21図 1~4)

押型文系土器を本類とし、山形文押型文土器を a種、高山寺式比定の土器をb種とした。

a種 （第21図 1) 山形押型文が帯状に施文されている土器である。器厚は薄手で、胎土に砂粒・

雲母を含み、色調は黒褐色を呈する。

b 種 （第2 1図 2~4) 2は比較的粒の粗い楕円文が施文され、裏面には沈線をもつ。 3は小粒

な楕円文が施文されている。 2 • 3共に器厚は厚手で、胎土に白色砂粒を含み、色調は黄褐色を呈

する。4は表面が風化のため文様等明確ではないが、胎土に本類との類似が認められた。

第 3 類 （第21図 5~8)

沈線文系土器を本類とし、田戸下層式比定の土器を a種、田戸上層式比定の土器をb種とした。
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第22図 第 1住居址出土土器拓影図(2)〔1-27.第Il群 2類土器〕
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当住居址の覆土からはa種のみが出土している。

a 種 （第21図 5~8) 5は複数の横走する沈線と、それに平行する刺突列が施文されている。

胎土には砂粒 • 白色砂粒 • 石英粒等が含まれ、 裏面は平滑に仕上げられている。色調は橙褐色を呈

する。 7• 8 は平行沈線と短沈線によって文様構成されている 。 胎土には砂粒• 白色砂粒を含む。

第II群土器 ：前期の土器

第 2 類 （第21図 9~33、 第22医11 ~27)

諸磯 a~b 式を主体に、それに並行又は先行する土器を本類とし、竹管状工具による対角線文・

平行沈線文 ・綾杉状文・波状文等が描かれている土器を a種、竹管状工具による爪形文及び刺突文

が施文されている土器をb種、縄文が施文されている土器を c種とした。

a 種 （第2 1図 9~21) 9 ~18は同一個体で、口唇部に刻み目をもち、口縁部は軽くくびれる 。

複数の沈線が口縁上端部から横走し、下部は縄文となる 。 胎土には雲母を多量に含む。 19• 20は円

形の刺突文が施文されている。 21は平行沈線と波状文が交互に施文され、 胎土に砂粒 • 白色砂粒を

含む。

b 種 （第21図22~33) 22~24は同一個体で、沈線によって区画された爪形文と、その中間に短

沈線が施文されている 。 胎土には雲母を多量に含む。 25~28は同一個体で、口縁は波状を呈 し、押

し引き文により対角線が描かれ、中心に凹文が施文されている。頸部から口縁部にかけて外反し、

上部文様帯の下部は縄文となる 。胎土には砂粒• 白色砂粒 ・雲母を含み、色調は暗赤褐色を呈する。

3 1 はコ ンパス文、 32 • 33は細かい刺突状の爪形文が施文されている。

c 種 （第22図 1~27) 1~3 は口縁部の破片で、口縁上端より縄文が施文されている。胎土に

砂粒• 白色砂粒を含む。 4~24は胴部の破片で、胎土には砂粒• 白色砂粒を含み、 雲母を含むもの

も多い。裏面は粗いものと、平滑な仕上がりのものとがある。26は表面に擦痕状の調整がみられ、

裏面は凹凸をもつ。胎土には比較的混入物が少なく、色調は黒褐色を呈する。 25・26は本類とした

が明確ではない。（鳥海）

② 石器 （第23図 • 第24図）

当住居址から出土した石器の内訳は、 石鏃2点、石匙 2点、 磨石 1点、加工痕のある剥片 1点と

他は剥片である。

石鏃 （第23図 1・2)

2点とも凹基無茎鏃で脚の一部を欠損している。1は挟りが深く、幅広の脚を有し、調整は比較

的粗い。2は小型の石鏃で、主に縁辺に調整が施されている。石材は黒耀石である。

ー

羹
ニ

2
 

儀
一

3
 

第23図 第 1住居址出土石器実測図(1)( 1 • 2. 石鏃、 3・4.石匙〕
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石匙（第23図 3• 4) 

ー/
ゞ ＼ I 1-□ ! ＼ 

3はつまみをもつ横型の石
I, 

''¥ /(,,.---,-~ \ \< \
匙で、調賂は主にくびれ部に

I ） 施されている。刃部は弧状を・ ・

呈する下端部と、左肩部にそ

れぞれ作り出されている。4

＼ I ＼巳~? ¥I は小型の石匙で、つまみを有
／ 

し、横型である。下端部の刃

,,,__—~——- ---=::::::、 ゜
10cm 

部は、直刃状の片刃となる。

石材はともに頁岩である。

ミ―

第24図 第1住居址出土石器実測図(2) ~ 
〔L磨石、2.加工痕を有する剥片〕

磨石（第24図1)

重量のある円礫を素材とし、表

裏面に磨面が観察される。断面は

楕円形を呈し、表面は一部黒く変

色する。石材は安山岩である。

調整痕の有る剥片（第24図2)

円礫の両面及び両端部を打ち欠

いたもので、石錘等の使用が考えら

れる。石材は安山岩である。（鳥海）

B. 第2住居址

a. 位置と規模• 構造（第25図）

第2住居址は第18図に見るよう

に、 第 1 住居址の北側の D•E -

1・2区にかけて検出された住居

址で、第4層の下部で確認された。

住居址の大きさは長径5.44m、短

径4.79mを測り、その平面形は不

整な円形を呈し、特に住居址の東

側は歪みが大きい不整形な形状を

呈していた。住居址に周溝は検出

されず、床面は若干西側に傾き、

c
/
 

a 

焼土粒・炭化物を含む焦褐色土

C 

ロームプロックを多址に~『：、細かなロ ームプロックを含む暗褐色土
含む黒褐色土 ロームプロックを多証に含む黒褐色土

炭化物を多且に含む黒色土

e 

g 

゜
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図
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暗褐色土
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-174.GOm 
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f 
-174.!0m 

上ー174.IOm 

。
ー 2
 
3
 

4m 

第25図第2住居址実測図
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中央部が僅かに窪む浅い皿状となっていた。床面の状態は黒褐色土と黄褐色のロームとが混じり

合った状態で踏み固められ、全体的にやや軟弱であったが、住居址の中央部では他の所よりも硬く

踏み固められていた。残存する壁の高さは確認面から 7.......,43cmで東側では高く、西側では傾斜地の

ため低かった。また、 壁の立ち上がりは、東側と南側では垂直に近い状態で、北側では非常に緩や

かに立ち上がっていた。柱穴は16本検出され、そのうちの 6本は重複あるいは接した状態で確認さ

れた。柱穴の大きさは42X 64.......,16 X 18cmと比較的細く、その形状は円形あるいは円形に近く、床面

からの深さは18.......,74cmを測り、 全体的には40cm前後の比較的浅いものが多かった。炉址は明確性を

欠くが、住居址の中央部より北側に寄った所から検出されたピットの部分に炉址があったと思われ

る。このピットの周囲からは焼土が検出され、 ピット内からも若干の焼土と炭化物が見られたが、

人為的なピットと考えられず、むしろ木の根による撹乱と考えた方が妥当と思われる。住居址の覆

土の状態は、第26図に見るように壁際に明褐色土が流れ込んだ状態で堆積し、その内側を暗褐色土

が殆ど埋め尽くしていたが、住居址の南側では床面置上に黒褐色土、その上に黒色士が薄く堆積し

ていた。（秋本）

b. 遺物の出土状態 （第26図）

第2住居址からの遺物の出土状態は、第26圏に見るように住居址の中央部に集中し、壁際では比

較的少なかった。また、遺物は

覆土の上部から床面にかけて出

土し、出土した逍物は縄文時代

前期の土器片を主体に、石匙・

石鏃 ． 磨石 • 石錐 ・打製石斧等

の石器類と剥片が出土した。特

に石匙は 6点、石鏃は 9点と多

く、打製石斧は 1点と逆に少な

かった。また、東側の壁際の床

面より映状耳飾りの破片 2点

（接合）が出土した。（秋本）

c. 出土遺物

①
 
縄文土器（第27図～第29図）

当住居址の覆土から検出され

た土器は、第 I 群 1 類~4 類の

土器と第II群1類 .2類土器で

あった。

第I群土器：早期の土器

第 1 類（第27図 1~3)

b 種（第2 7図 1~3 ) 1は

楕円押型文が施文された口縁部
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の破片で、 裏面には斜行する沈線をもつ。 器厚は厚 く、胎土に 白色砂粒• 砂粒を含み、色調は暗黄

褐色を呈する。2は比較的小粒の楕円文が密に施文されている。器厚は厚く、白色砂粒を含み、 色

調は暗褐色を呈する。3は格子状の押型文（遺構外の出土辿物ではい種に分類）で、器厚は厚く、

胎土に大小の白色砂粒• 小石等を多量に含む。色調は赤褐色を呈する。

第2類（第27図4・5)

4は口縁部の破片で、細い原体の撚糸が疎に斜行する。口唇部には撚糸文の圧痕が施文され、角

頭状を呈する。胎土には細砂を含み、色調は橙褐色である。5は胎土に多量の雲母と砂粒を含み、

ザラついている。器厚は厚く、撚糸文は間隔をあけて縦走する。

第3類（第27図6 • 7) 

b種 （第27図6・7) 6は第39図21と同一個体。刻み目をもつ隆帯が横走し、前後に沈線によ

る鋸歯状文・入組文が描かれている。口縁部付近と思われる個所には刺突文が施文され、それを縦

に磨り消した個所が見られる。整形は粗く、 裏面に凹凸があり、胎土に多量の砂粒を含む。7は浅

い条痕が施文され、それを縦に磨り消した個所がある。整形は荒く、胎土に多量の砂粒を含む。a

種の可能性もある。

第 4 類（第27図 8~11)

a種（第27図8) 横走する条痕の上を斜行する沈線が描かれ、裏面には条痕が施文されている。

胎土には混入物が少なく、硬質である。野島式に比定されると思われる。

b 種 （第27図 9~11) 9・10は刺突文と押し引き文とによって文様構成され、くびれ部をもつ。

9は内外面に条痕が施文されている。11は波状を呈する口縁部の破片で、口唇外端に刻みをもつ。

口唇直下には無文帯をもち、頸部は細隆起線文が施文されている。裏面には浅い条痕をもつ。

第Il群土器：前期の土器

第 1 類 （第27図19~21·23·24)

竹管状工具の両端を交互に方向を変えて施文する所謂変形爪形文が施文されている土器をa種、

剌突文を有する土器を b 種、竹管状工具と思われるもので縦位•横位の直線文が施文されている土

器を c種、顔料塗彩土器をd種、刻みをもつ隆帯が装飾されている土器をe種、縄文・ 条痕が施文

されているもの及び無文のものを f種とした。

a種 （第27図21) 口縁部の破片で、器面には矢羽根状の爪形文が多段に施文されている。口唇

外端には細い刻み、内面には太目の刻みをもつ。当資料は変形爪形文とは多少様相を異にするが、

本種として扱った。

b 種 （第27図 19 • 20• 23• 24) 19• 20は同一個体で、 「く」の字に屈折する頸部に三角形の刺

突文と、 C字状爪形文が施文され、体部には縄文が施文されている。23は三角形状の刺突文が横位

に施文され、他は無文となっている。24は23と同一個体と思われる。

e 種 （第27図12~18) 12~17は同一個体の口縁部で、上端に刻みをつけた連続エ字状の隆帯が

廻り、下部は縄文を地文とし、その上に刻みをもつ隆帯が施文されている。口唇には渦巻状の隆帯

が貼付され、 裏面上端には 2段の爪形文が廻る。胎土には白色砂粒が少量含まれ、色調は黄褐色を

呈する。18は刻みをもつ低く細い隆帯が横走し、器面には赤色の顔料が塗られている。d種とした

-32-



32 33 0 10cm 

第27図 第2住居址出土土器拓影図(1)[ 1~3. 第 I群 l類土器、 4・5.第 I'!詳 2 類土器、 6 • 7. 第 l群3頬

土器、 s~ 11. 第 I 群 4 類土器、 19~35. 第 l]群 1類土器〕
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第29図 第 2住居址出土土器拓影図(3)〔1-32.第1J群 2類土器）
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土器でもある。色調は灰黄色を呈する。

f 種（第27図22·25~35) 22・32は表面、 30は表裏共に条痕を有する。25は口縁部の破片で、

表面に縄文、裏面の口縁部上端に刻みをもち、下部には条痕が施文されている。26の表面には絡縄

体圧痕文と思われる文様が、 裏面には条痕を有する。31は裏面の口縁上端に刻みをもつ。

第 2 類（第28図• 第29図）

a 種 （第28図 1 ~22) 1~4 は同一個体で、器面に綾杉状文と、それを区画するコンパス文、

円形刺突文と縦位区画線が施文されている。 5~9 は器面にコンパス文が、単独あるいは平行沈線・

縄文・爪形文と共に施文されている 。 10• 11は口縁部の破片で、口唇部に刻みが、口縁部にコンパ

ス文・円形刺突文が施文され、 12• 13には縄文の地文の上に直線的・曲線的な沈線文が描かれてい

る。16・17は同一個体で、口縁部上端に爪形文が廻り、平行沈線で区画された爪形文が横走し、下

部の弧線文とそれに交差するように縦位の沈線が施文されている 。 胎土に雲母• 石英粒を多量に含

む装飾的な土器である。 18~20は同一個体で、弧線文と円形刺突文が施文され、胎土には白色砂粒・

雲母を含む。 16~20の裏面は平滑に仕上げられている 。 21 は「 8 」の字状に交差する曲線文が描か

れ、胎土に白色砂粒を多量に含む。

b 種 （第28図23~32) 23は波状口縁を呈し、頭頂部には刻みをもつ。沈線によって区画された

爪形文が、 口縁部から密に施文されている。裏面は平滑で、光沢を有する。 24は深い爪形文が多段

に施文され、 25は口唇部の外端及び裏面の上端に刻みを有する。27・28は同一個体で、縄文と爪形

文 ・沈線文が施文され、頸部で 「く」の字に屈折する。 29~31 も同一個体で、櫛状工具による刺突

八ー△ー一喜
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第30図 第 2住居址出土石器実測図(1)〔1-3.石鏃、 4-10.石匙〕
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文が施文されている。32は幅の狭い押し引き文が廻る。

c 種 （第28図33、第29図 1~32) 第28図33は沈線による帯状区画内に縄文が施文され、 第29図

1~17は口縁部の破片で、口唇直下より縄文が斜位に施文さ れている 。 また、 1• 2には口唇部に

刻みを有する 。 同図18~27は胴部の破片で、 18• 19はコンパス状文、 20• 21には平行沈線文、 23に

は裏面に浅い条痕をもつ。第29図28~31は無文の口縁部の破片である 。 同図32は底部の破片で、縄

文が胴部下端まで施文されている。本種の胎土には、白色砂粒• 砂粒を含み、また、 雲母を含むも

のも多く、 裏面の整形は比較的粗い。（鳥海）

② 石器 （第30図～第32図）

当住居址から出土した石器の内訳は、石鏃3点、石匙7点、磨石8点、剥離痕の有る剥片 7点と、
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他に頁岩の剥片が顕著であった。

石鏃（第30図 1~3 )

1はシャープな形の凹基無茎鏃で、頑部の両側縁部に袂りがみられる。2・3は比較的浅い扶り

の凹基無茎鏃である。3点とも石材は頁岩であり、風化が激しく、細部調賂等不明な個所が多い。

石匙 （第30閑 4~10)

4はつまみをもつ横型の石匙である。表面には面的な調整が施され、端部は角度をつけた直刃、

肩部は弧状の刃部となる。石材はチャートである 。 5~8 は横型の石匙で、つまみをもつ。刃部は

5が弧状、 6・8は直刃、7は刃部の一部を欠損するが、先端部が直刃で、それに続く部分が円刃

と思われる。9はつまみをもち、刃部は偏刃状となるが、刃部を欠損している可能性もある。10は

平面形が三角形状を呈し、端部とそれに続く部分を刃部としている。石材は頁岩である。

磨石 （第31図 1~4)

▽ 4
 

5
 

., ゴゞ

7
 

。
10cm 

6
 

第32図 第2住居址出土石器実測図(3)〔1-7.泉I]離痕の有る剥離〕
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総数8点の内 4点を図示した。いずれも円礫を素材としている。1は表面の一部に平坦な磨面を

もち、断面は不整な楕円形を呈する。2は一部を欠損するが、断面は不整な楕円形を呈する。磨面

は表裏面に認められる。3は磨石の打ち欠いた部分を、鋭利な刃部として使用した可能性が高い。

4は比較的大型の礫を用い、側縁に粗い敲打の痕があり、裏面には平坦な磨面が認められる。石材

は2が砂岩、他は安山岩である。

その他の石器（第31図 5~7)

5 は円礫の下端部に、敲打による凹みが認められる 。 6 • 7は棒状を呈し、各面が平坦に加工さ

れた可能性もある。6は先端部が使用のためか荒れている。石材は 5・6が砂岩、 7は緑色片岩で

ある。

剥離痕の有る剥片 （第32図 1~7)

7点とも石材は頁岩である。 1・3・5・6は石匙の形態に類似し、その製造過程としての可能

性が高い。2は剥片の側縁に調整が施されている。4は厚

味のある剥片を素材とし、側縁より数回に亘る剥離が施さ

れている。7は裏面に剥離面をもち、表面の頭部には剥離

痕が認められる。（鳥海）

③ 装身具＜峡状耳飾＞（第33図）

装身具類として映状耳飾の破片 2点が、住居址の東壁側

の床面より出土し、調査

。
。

r 
JCffi 

第33図 装身具くI央状耳飾＞実測図

後接合されたものである。

半分ほどを欠損し、補修

孔が3カ所に見られ、そ

のうち 1カ所は貫通され

ずに途中で放棄されてい

る。残存している 2つに

割れた部分には 1対の補

修孔が見られる。推定さ

れる大きさは3.7 x 3. 0cm 

前後で、胴張りの隅丸方

形に近い楕円形を呈し、

内側の径は1.0 X 0. 9cm前

後でほぼ円形を呈するも

のと思われる。器肉は7mm

で、外側の縁部の片側が

斜めに磨かれて薄くなっ

ている。器面は良く研磨

されているが、補修孔を

¥> I> 

c
 

I 1111 
D -— 174.00m 

0 1 2m 

第34図陥し穴実測図
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設けた際に器面の一部が剥落している。石材は良質のi骨石である蝋石を用いている。（秋本）

C. 陥 し穴

a. 位置と規模• 構造（第34図）

第 1. 第2住居址の北側の8-1区より検出され、調査区域の境界まで拡張して調査した。この

陥し穴は黄褐色ローム層の上面で確認された。陥し穴の確認面での大きさは1.11Xl.37m、底面で

は0.55 x 1. Olmでそれぞれ不整な楕円形を呈する。主柚の方向はN-22°-Wを示す。壁面は東側

で77度、西側では81度の角度で直線的に立ち上がり、北側では下部が84.5度、上部で76度と開き、

南側でも下部が85度、上部で78.5度と開く 。確認面から底面までの深さは1.45mで、底面は平坦と

なっていた。底面には南北方向に 3つのピッ トが並んで検出され、その大きさは、北側よ り15X 16cm、

18 X 23cm、18x 26cmで、それぞれやや不整な円形または楕円形を呈 し、その深さは 5~7 cmと非常

に浅かった。なお、この陥し穴は第34図に見るように第9層まで掘り込んで構築されていた。

（秋本）

b. 遺物の出土状態

陥し穴の覆土から出土した遺物は、 ごく僅かの土器片と石片で、それもすべて覆土の上部からの

出土であった。 （秋本）

C. 出土遺物 （第35図• 第36圏）

①
 
縄文土器 （第35図）

B-1区における陥し穴の上部で検出された土器である。器面

に横走 ・斜走する条痕が施文されている口縁部の破片である。ロ

縁外端は帯状の無文帯を形成する。胎土には砂粒を多量に含み、

ザラついた感じである。色調は暗赤褐色を呈する。当土器の分類
10cm 

は第I群第4類土器に該当すると思われる。 （鳥海） 第35図 陥し穴出土土器拓影図

②
 
石 器 （第36図）

陥し穴の覆土から出土した石器は、凹石 1点と、他は剥片であった。

凹 石 （第36図 1)
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第36図 陥し穴出土石器実測図
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平面が楕円形を呈 し、 裏面には磨面、表裏面には凹みをもつ。石材は安山石である。

剥片 （第36図 2~4)

2 は横長の剥片の両側縁に剥離が施されている 。 3 • 4は小型の剃片で、石匙状の形態をもつ。

石材はすべて頁岩である。（鳥廂）

3. 遺構外の出土遺物

A 縄文土器 （第37図～第46図）

今回の調査で出土した土器は、縄文時代前期の土器を主体とし、他は早期の土器であった。調査

区は、耕作による削平が遺物包含層にまで及ぶ個所が多く 、層位的な逍物の把握は困難であった。

遺構外出土の土器は、住居址内出土の土器と同様に、 文様及び型式等により、次のように分類し

た。

第 I群土器 ：早期の土器

第 1類 押型文系土器

a種 山形押型文土器

b種高山寺式比定の土器

第2類撚糸文系土器

第3類沈線文系土器

a種 田戸下層式比定の土器

b種 田戸上層式比定の土器

第4類条痕文系土器

a種野島式比定の土器

b種鵜ケ島台式比定の土器

c種条痕施文の土器

第II群土器 ：前期の土器

第 1類 関西系を主体とする薄手の土器

a種 竹管状工具の両端を交互に方向を変えて施文する所謂変形爪形文が施文されている

土器

b種刺突文を有する土器

c種 竹管状工具と思われるもので縦位•横位の直線文が施文されている土器

d種顔料塗彩土器

e種 刻みをもつ隆帯が装飾されている土器

f種 縄文 ・条痕が施文されているもの及び無文のもの

第2類 諸磯 a~b 式を主体に、それに平行又は先行する土器

a種 竹管状工具による対角線文 • 平行沈線文 ・綾杉状文 ・波状文等が描かれている土器

b種 竹管状工具による爪形文及び剌突文が施文されている土器

c種 縄文が施文されている土器
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第I群土器：早期の土器

第 1 類 （第37図 • 第38図）

机1型文土器を本類とし、原体の種類及び型式により 2種に細分した。

a 種 （第37図 1~4) 山形押型文が施文されている土器で、 1・2は薄手で胎土に雲母を含む。

1 は横位、 2 は縦位の施文であるが、小破片のため全体は不明である。色調は赤褐色• 黒褐色を呈

する 。 3 は帯状施文の可能性が高い土器で、器厚は 3~4 mmと薄く、胎土には白色砂粒を含む。色

調は暗黄褐色を呈する。 4 は波状に近い緩い山形文が横位に施文され、胎土には石英粒• 砂粒を含

み、色調は黄褐色を呈する。

b 種 （第37図 5 ~22 、 第38図 1~32 ) 高山寺式の特徴をもつものを一括した。更に施文方法に

よりい種～い種に細分した。

b1 種（第37図 5~18) 楕円の押型文がほぼ全面に施文され、裏面の上端に斜行する沈線を有

する土器である 。 5 は不揃いな楕円文が施文され、 裏面の沈線は深い。器厚は10~12mm、胎土には

多量の砂粒を含み、色調は黒褐色を呈する。6は口縁端部が円味をもち、緩く外反する。表面には

楕円文が施文されているが、器面が荒れているため明確ではない。裏面の沈線は深く、器厚は10mm

前後で、胎土には多量の石英粒 • 白色砂粒を含み、色調は黄褐色を呈する。 7は器面が荒れている

が、大粒の楕円文が施文されている口縁部の破片で、裏面の沈線は比較的浅い。8は胎土に雲母 ・

白色砂粒を含み、裏面の沈線が深い口縁部の破片である。 9~18は胴部の破片であるが、裏面に沈

線を有する事から、胴上半部のものと思われる。楕円文は比較的小粒で、密接施文されている。 9• 

11・13等器面の荒れが目立つ。裏面の沈線は斜行し、 13を除き深く幅広のものが多い。胎土には白

色砂粒 • 砂粒• 石英粒を含む。器厚は厚く、色調は暗褐色 ・黄褐色 ・橙褐色等である。

い種（第37図19~22) 格子状の菱形文が密接施文され、裏面に沈線を有する土器である。 19・

20は同一個体で、菱形文は比較的大型でやや不揃いとなる。裏面の沈線は幅広で、胎土に粗い粒の

石英粒 • 白色砂粒を含み、色調は黄褐色 ．橙褐色を呈する。 21・22は同一個体の可能性が高く、菱

形文は整然と施文され、 21 は裏面に沈線をもつ。胎土には白色砂粒• 砂粒と大粒の石英粒を含み、

色調は暗黄褐色を呈する。

い種（第38図 1~27) 裏面に沈線をもたず、楕円文が密接施文されている土器である。 1は外

反する口縁部の破片で、器面は荒れているが、比較的粒の細かい楕円文が不規則に施文されている。

胎土に石英粒• 白色砂粒 • 細砂を含み、色調は暗黄褐色を呈する。 2• 3は同一個体と思われ、器面

全体に楕円文が異方向に整然と密接施文されている 。 胎土は比較的脆く、石英粒 • 白色砂粒を多量

に含む。色調は黄褐色をベースとするが、大部分が黒味がかかっている。4は軽く外反する口縁部

の破片で、器面に長径8mm前後の細長い楕円文が、斜位に密接施文されている。口唇部にはC字状

の比較的深い押し引き文が見られる 。 胎土には白色砂粒• 石英粒を含み、色調は暗褐色を呈する。

5~23は胴部の破片で、長径 6~lOmm前後の楕円文が縦位• 横位 ・斜位に密接施文されている。

7·8 • 11 と 18 ·1 9はそれぞれ同一個体である 。 胎土には白色砂粒 • 石英粒を含み、 21 • 23には雲

母が混入されている。色調は褐色系と、 一部に黒味がかかった黄褐色系とに分けられる。24は長径

12mm前後の楕円文が横位に施文されている 。 25~27は不整形な楕円文が重複あるいは異方向に施文
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第37図 第 1地区出土土器拓影図(1)〔1-22.第 I群 l類土器、(1・ 6・10・12・14・15.F-1区、 2・3.F-2

区、 4.B- 1 区、 5 · 19• 20. A -2 区、 7 · 13.D - 2 区、 8 • 22.H - 1 区、 1 1. E-1区、 16.G-2区、17.表採、

18. G-1区、 21.H-2区）〕
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第38図 第 1地区出土土器拓影図(2)〔1-32.第 I 群 1 類土器、 ( 1·8•13.G - 2 区、 2 · 10 ·12 ·16 · 22 · 26 ·

30. G-1区、 3・6・21.E-1区、 4・9・11・17.E -2 区、 5 • 14. F-2区、 7.B-2区、 15・23.c-2区、
18-20. H- 1 区、 24 • 31. D-1区、25・29.A-2区、 27.B-1区、 28.表採、32.A-1区））
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されている様に見える 。 3 片とも胎土に白色砂粒•石英粒を含み、 25には多量の砂粒が含ま れている 。

い 種（第38図28~32) 格子状の押型文が施文されている土器である。 28• 29は同一個体で、大

粒の格子状の菱形文が施文されている 。 胎土には多量の石英粒• 白色砂粒• 砂粒を含む。30は胎土

に石英粒• 白色砂粒を含み、菱形文が施文されてい る。 31 • 32は同一佃体で、器面の格子状の文様

は繊細であり、撚糸文を交差させて施文した可能性もある 。 胎土には大小の石英粒 • 白色粒が含ま

れている。色調は 5片とも茶褐色を呈し、 一部に赤味を帯びる個所もある。

第 2 類 （第39図 1~5)

撚糸文系土器を本類とする 。 1 は撚糸文がほぼ縦位に施文され、器厚は12~14mm と 厚く 、胎土に

細かい白色砂粒• 砂粒を含み、色調は赤褐色を呈する。2は口唇が角頭状を呈する口縁部の破片で

ある 。 器面には斜行する撚糸文と、指頭による整形痕が見られる 。 3~5 は、 2 の胴部の破片の可

能性が高く、胎土に繊維を含み、器厚は 6~7 mm前後で、軽い土器という印象を受ける。色調は黄

褐色• 黒褐色を呈する。

第 3 類（第39図 6~21)

沈線文系土器を本類とし、田戸下層式に比定される土器をa種、田戸上層式に比定される土器を

b種に細分した。

a 種 （第39図 6~20) 田戸下層式に比定されると思われる土器を本種とした。6は波状口縁で、

口唇部に刺突文をもつ。器面には 2本一単位の波状沈線が描かれている。口唇部下と沈線間には角

押状の剌突文が横走し、空間には円形の刺突文と 2本の短沈線が施文されている。胎土に砂粒を含

み、色調は外面が暗褐色、内面は赤褐色を呈する。 7~10は 6 と同一個体の可能性が高い。 11~19

は平行沈線と刺突文・短沈線の組み合わせが主文様となる 。 11• 12は細沈線が横走あるいは斜行し

その間に短沈線が施文されている 。 13~15は横走する沈線と短沈線とから構成され、 17は横走する

沈線の間に短沈線・ 「ハ」 の字状沈線・刺突文が整然と施文されている 。 18• 19は沈線と刺突文を

もつ。 いずれも胎土には砂粒を含み、 15~19は細かい白色砂粒が顕著に見られる。裏面は15を除き

平滑に仕上げられている。色調は暗黄褐色 • 赤褐色• 暗赤褐色を呈する。20は口唇部が角頭状を呈

し、軽く外反する口縁部の破片である。器面には細く浅い条痕が全面に施文されている。胎土に大

小の砂粒を多量に含み、ザラついた感じである。色調は暗褐色を呈する。

b種 （第39図21) 田戸上層式に比定される土器で、 1点の出土であるが、第 2住居址より出土

した第27図6と同一個体である。刻み目をもつ隆帯と、沈線による鋸歯状文・人組文・刺突文によ

り文様構成される。胎土には細砂が含まれ、硬質である。

第 4 類 （第39図22~33)

条痕文系の土器を本類とし、型式及び文様等により野島式比定の土器を a種、鵜ケ島台式比定の

土器をb種、条痕のみ施文の土器を c種の 3種に細分したが、ここではa種とした野島式並行の資

料は検出されなかった。

b 種 （第39図22~30) 沈線・微隆起線による区画内に、押し引き文・沈線文が充填される土器

で、鵜ケ島台式に比定されるものである。22は波状を呈する口縁部の破片で、口縁上端部に刻みを

有し、直下には無文帯をもつ。器面の内外には地文である条痕文が顕著に見られる。 22は沈線によ
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る縦位区画文をもち、くびれ部との間に欅状文、区画された内部には押し引き文が施文されている。

24は器面が大きく剥落しているが、くびれ部に横位の無文帯をもち、押し引き文が施文されている。

25は微隆起線による縦位の区画又と、くびれ部に柚位の無文帯をもつ。26・27は明確ではないが、

くびれ部に横位の無文帯をもつ 。 29• 30は器面が流れているが本種と思われる。本種の胎土には総

じて砂粒が含まれ、色調は暗黄褐色・褐色等を呈し、 一部黒味を帯びる個所もある。

c 種 （第39図31~33) 条痕のみ施文された土器である。31は条痕が浅く、粗に施文され、色調

はにぶい褐色を呈する。この資料は胎土等から第 3類土器の可能性もある。 32は内外面に条痕をも

ち、胎土には繊維を含む。33は浅い条痕が施文され、胎土には白色砂粒を含み、色調は橙褐色を呈

する。

第1I群土器： 前期の土器

第 1 類 （第40図 1 ~31)

特に薄手のものを本類とし、施文等により 6種に細分した。

a 種（第40図 1~6 ) 竹管状工具の両端を交互に方向を変えて施文する所謂変形爪形文が施さ

れている土器である。 1・2は同一個体で、細く幅広の爪形文が口縁部の文様帯として数段廻る。

裏面には細かい刻みを有する。胎土は砂粒を多く含み、ザラついた感じをもち、色調は灰褐色を呈

する 。 3~5 についても本種の手法による爪形文が施文され、 5 は幅広でシャープとなる 。 胎土に

は混入物も少なく、平滑に仕上げられている 。 色調は 3 • 4が褐色系、 5は灰褐色を呈する。6は

変形爪形文と、 D字状刺突文が交互に帯状に施文されている。

b 種 （第40図 7• 8) 刺突文を有する土器で、 7は三角形の刺突文が横位に施文されている。

8は 「く」 の字に屈曲する頸部に三角形 ・C字形の爪形文が廻り、体部は異方向に縄文が施文され

ている 。 胎土には 2 点とも砂粒 • 白色砂粒を含み、色調は 7が橙褐色、 8が灰黄褐色を呈する。ま

た、この 2点は第2住居址から検出されたものと同一個体である。

c種 （第40図9) 竹管状工具と思われる施文具により、縦位•横位の直線文が施文され、その

上に曲線を描く隆帯の貼付が見られる。胎土には砂粒 • 白色砂粒を含み、色調は表面灰黒色を呈す

る。

d種 （第40図10・11) 顔料塗彩土器を本種とする。 10は細かい爪形文の両端に平行沈線が引か

れている。色調は灰黄色を呈し、器表面には赤色顔料が見られる。11は折り返し口縁をもち、頸部

には突帯が廻る 。 赤色顔料は器表面と、裏面の一部に見られる 。 胎土には細かい石英粒 • 砂粒を含

み、色調は黄褐色を呈する。

e 種 （第40図12~ 1 8) 刻みをもつ隆帯が装飾される土器で、 12~ 18は同一個体である。縄文を

地文とし、口唇部と頸部に圧痕をもつ隆帯が横位に貼付され、その間に刻みを有する突帯によって

曲線文が描かれている。頸部は 「 ＜ 」 の字に屈折する 。 胎土には少量の砂粒 • 白色砂粒 • 石英粒を

含み、焼成は良好である。裏面には丁寧な調整が施され、色調は灰白色から灰黄色を呈する。

f 種 （第40図19~31) 縄文が施文されているもの及び無文の土器を本種とする 。 19~21 は同一

個体で、口縁部上端には斜行する縄文が幅広く帯状に施文され、口唇部の裏面上端には刻み目が押

捺されている 。 胎土には砂粒を含み、色調は橙褐色から茶褐色を呈する 。 22 • 23は口唇部に刻みを
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第39図 第 1地区出土土器拓影図(3)〔1-5.第 I群 2類土器、 6-21.第 I群 3類土器、 22-33.第 1群4類土器、

(1・20.E-2区、 2・13・14.G -2区、 3・7・9. F -2区、 4・5・23・28.F -1区、 6・8・12.D-1区、

10・11・22・30・33. G -1区、 15・17-19・25.[-[-1区、 16・24.H -2区、 20・26.E -1区、 27.D -2区、 29・

31. C -2区、 32.A-2区）〕
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第41図 第 1地区出土土器拓影図(5)〔1-45.第i[]群2類土器、(1・2・10・17.E -2 区、 2 · 6~8 · 14 ·1 5 ·
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第43図 第 1地区出土土器拓影図(7)〔1-28.第町詳2頬土器、(1・5・6・7・ 9-11・20.F -2 区、 2 • 3・ 
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もち、口縁部の上端から縄文が斜位・羽状に施文されている 。 25~30は胴部の破片である 。 29の裏

面には条痕が横位に施文され、胎土には砂粒• 白色砂粒を含むものが多い。31は表面が橙褐色を呈

する無文の胴部破片である 。 胎土には砂粒• 白色砂粒を多量に含み、 裏面には擦痕が見られる。

第2類（第41図～第46医I)

諸磯 a~b 式土器を主体に、それに並行又は先行する土器で、施文等により 3 種に細分した。

a 種（第41図 1~45、第42図 1~38) 竹管状工具により対角線文• 平行沈線文・綾杉状文•波

状文等が描かれる土器である 。 1~12は直線的又は曲線的な対角線文が描かれている 。 5~10は同

一佃体で、文様の交点に円形刺突文をもつ。 11·12は縦位の沈線が文様を区画する 。 14• 15も同一

個体で、口縁は波状を呈 し、口縁の上端部には数個の円孔を有する。木の葉状の対角線の交点には

凹文が加えられている 。 胎土には雲母と多量の砂粒を含む。 19• 20は綾杉状文が密接に施文され、

19 は胎土に多量の砂粒• 白色砂粒を含み、器面が粗い。 21~23は口縁部に平行沈線を横位に施文し、

下位に曲線文・対角線文が描かれる 。 胎土には砂粒を含む。 32~38は同一個体と思われ、口唇部に

は刻み目を有し、平行沈線・対角線・綾杉状沈線によって文様構成されている。胎土には砂粒を含

み、 24 は多量の雲母を含む。 40·41 と 43·44はそれぞれ同一個体である 。 43~45の綾杉状文は引っ

掻く様な手法が見られる。色調は全般に赤味かかった褐色を呈するものが多い。

第42図 1• 2は波状文が施文され、 2は振幅が大きい。 1・2とも胎土に砂粒を含み、 1には雲

母が含まれている 。 色調は黒味かかった褐色を呈する 。 3~9• 14は竹管によるコンパス文が口縁

部下及び胴部に施文されている。5は複数の斜行する沈線、 6は刻み目を有する隆帯が口縁部に廻

る 。 7• 8は縄文を地文とし、 14には円形刺突文が付けられている。胎土には砂粒を含み、 6・8・

10には加えて雲母を含む。 色調は黄褐色から暗褐色を呈する 。 15~20は円形の刺突文が文様の交点

などに施文され、胎土には砂粒• 白色砂粒を含む。 20~23• 30は同一個体で、複数の平行線文・対

角線文が地文の縄文の上に描かれ、大きな円形文が文様帯上に施文されている。胎土には多量の雲

母・白色砂粒• 砂粒を含む。 24~26 も同一個体で、縄文を地文とし、口縁部下に数本の沈線文が横

走する 。 胎土には雲母・白色砂粒• 砂粒を含む。 27~35は縄文を地文とし、その上に沈線文が施文

され、胎土には砂粒を含む。36は刻みのある突帯が廻り、地文の縄文の上に沈線文が施文されてい

る 。 37• 38は結節沈線文が貼付されている。

b 種（第43図 1~28、第44図 1~21) 竹管状工具により爪形文及び刺突文が施文されている土

器である 。 第43図は爪形文が密に施文されるものである 。 1~3 と 4~8 はそれぞれ同一個体で、

口唇部に刻み目を有し、爪形文の両端は沈線により区画されている 。 胎土は硬質で、砂粒• 白色砂

粒• 雲母を含む。 9~11 は同一個体で、器面には爪形文＋沈線文が密に施文され、胎土には砂粒．

白色砂粒• 雲母を比較的多 く 含む。 12~24は同一個体の可能性が高 く、器面には爪形文＋沈線文と

円形刺突文が施文され、胎土は硬質で、砂粒• 白色砂粒• 雲母を含む。 25·26は口縁部、 27• 28は

胴部の破片である 。 胎土にはそれぞれ砂粒を含み、 26• 27には雲母が含まれている。総体的に色調

は暗褐色から橙褐色を呈し、胎土は硬質で器面は平滑に仕上げられている。

第44図 1• 2は同一個体で、幅の狭い爪形文が口縁部に沿って一列に施文されている。口縁は波

状を呈 し、碩頂部には突起をもつ。 胎土には砂粒• 白色砂粒を含み、器面の内外は丁寧に磨かれて
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いる。3・4は頸部と思われる部位に、 一列の細かい爪形文が横走し、以下は縄文が全面に施文さ

れている 。 胎土に砂粒• 白色砂粒を多量に含む。6はくびれ部に 3段の爪形文を有し、その間に短

沈線と刺突文が廻り、下部には縄文が施文されている 。 胎土に多量の砂粒を含む。 7~9 は爪形文

の両端を平行沈線によって区画し、 9 には爪形文の間に凹文をもつ。 10• 11 と 12• 13はそれぞれ同

一個体で、櫛状工具による刺突文が施文され、 10には円形刺突文が施文されている。胎土には砂粒・

白色砂粒を含む。 14~21は押し引き文が施文されるものである 。 14 は口縁部の破片で、口唇には刻

み目をもつ。縄文を地文とし、その上に間隔の粗い押し引き文が多段に施文され、胎土には砂粒を

含む。15は表面が荒れて明確ではないが、縄文と幅広の押し引き文が施文され、胎土に多量の砂粒

• 白色砂粒を含む。 1s~21は幅の狭い繊細な押し引き文が施文され、胎土には砂粒• 白色砂粒を含

む。 色調は総体的に暗い褐色から明褐色• 暗黄褐色を呈する。

c 種（第45図 1~27、第46図 1~21) 縄文のみが施文されている土器である。第45図1・2は

同一個体で、縄文が口縁上端より斜位に施文され、円孔が穿たれている。胎土に砂粒を含み、色調

は黄褐色を呈する 。 4~9 は縄文が口縁部より斜位に施文され、胎土には砂粒 • 白色砂粒を含み、
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第44図 第1地区出土土器拓影固(8)〔1-21.第 II 群 2 類土器、 (1 · 2 · 6 • 15・17・19. F -2区、3-5・9・ 

18・21. E -2区、7・16・20.E -1区、8.G -1区、 10・13.G-2区、11.D-1区、12.F -1区、14.C -2区）〕
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0 10cm 

第45図 第 1地区出土土器拓影図(9)〔1-27.第1J群2類土器、(1・2・7・8・22・26・27.F -2 区、 3 • 16・ 

21・ 24. G -2区、 4. 1-l-2区、 5. E -2 区、 6 ·1 5 • 19 G -1区、 9・14・25.F -1区、 10・12・13・17・18・

20. E -1区、 11.C -2区、 23.A-2区）〕
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10 cm 

第46図 第 1地区出土土器拓影図(10)〔1-21.第II群2類土器、(1・4・ 5・12・14.E -1区、 2・6・9・18.F -

1区、 3.D-1区、 7.F-2区、 8.c-1区、 10・11・13・16・17・19.E -2区、 15・20.G -1区、 20.G-2区）〕
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色調は暗褐色・暗黄褐色を呈する 。 10• 11 と 12• 13及び14~16、 17·20はそれぞれ同一個体である 。

縄文が口縁部から斜位に施文され、口縁部は軽く外反または直線的に開く 。24は口縁部が軽く内彎

し、体部の縄文は羽状を呈する。25は口縁上端に縄文を磨り消した様な無文帯をもつ。口唇部は裏

而に向かって角度をつけた附各形を行っている 。 胎土には砂粒• 白色砂粒を多量に含む。 26• 27も同

一個体で、幅広の口縁部の無文帯から 「く」の字に屈折して、縄文を地文とする胴部となる。器面

は内外とも丁寧に賂形され、 )j台土に砂粒・ 雲母が含まれる。

第46図 1~5 は口唇部には刻み目を有し、斜行する縄文が口縁部の上端から施文され、胎土には

砂粒•白色砂粒• 雲母を含む。 6 は口唇部に悩状の凹みをもち、口縁部は波状を呈 し、口縁部の上

端は縄文を磨り消して無文帯を形成する。 3~6 の裏面には比較的丁寧な整形が見られる。 7~21

は縄文を施文した胴部の破片で、胎土には砂粒• 白色砂粒を含む。口縁部から胴部へ縄文のみを施

文した土器には、 全般にザラついた感じの胎土をもち、使用のためか裏面が流れた状態のものが多

く見られた。

以上のように、第 3次調査の第 1地区で出土した土器は第47図をみるように、縄文時代前期の土

器がその大半を占める。特に住居址が検出されたE・F-1・2区を中心に土器の集中がみられる。

逍構及び逍構外出土の前期土器の内、主体となるのは第Il群2類に分類した土器であり、諸磯a• 

b式を中心とし、それに先行あるいは併行する他型式の土器が出土している。第 2住居址より出土

した第28図 1~4 は諸磯 a 式直前の東関東出土の土器に類似し、黒浜式併行のものと考えられる 。

第28図 5~11 と第42図 3~9·14等の土器も同様であり、器面にはコンパス文・斜行する沈線文が

施文されている 。 また、前期の関東系土器を客体として、 2 軒の住居址を中心に北白川下層 Ila~

I[ b式土器を主とする薄手の土器が少数混在しており、前期における土器の様相が伺える。

早期の土器については、山形押型文土器・高山寺式土器・撚糸文系土器 ・沈線文系土器・条痕文

系土器等、時間 ・地域ともに広範囲な資料が出土している。この中で山形押型文系土器と撚糸文系

土器、高山寺式土器と沈線文系土器は併行あるいはそれに近い関係と思われる。第47図の遺構外出

土土器の分布状況をみると、早期の土器の内、高山寺式土器が最も出土量が多く、 53%を占め、次

に沈線文系土器が19%、山形押型文系と撚糸文系土器はそれぞれ 5%と6%で、条痕文系土器は18%

という割合を示す。これは、住居址からの出土数を加えても大きな変化は無いと思われる。

前期においては、圧倒的に東日本的な土器の様相を示していた当遺跡が、早期の一時期には、西

日本にその発生が求められる土器が、かなりの数量流入してきた事が伺える。（鳥海）

B 石器 （第48図～第50図）

縄文時代の石器と して、 逍構 ・遺構外を含め、顕著なものは黒耀石製の石鏃と、 頁岩製の石匙及

びそれに伴う剥片や磨石等であった。これらの多くは、遺構が構築された縄文時代前期のものと思

われる。

遺構外から出土した石器の内訳は、石鏃21点、ビエスエスキーユ 1点、加工痕の有る剥片 1点、

石匙5点、打製石斧 1点、磨製石斧 1点であった。磨石は 7点図示したが、他に河原石を転用した

と思われるもの、破砕されたもの等10数点が出土している。
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石鏃 （第48図 1~17)

出土総数21点の内17点を図示 した。完形品は11点で、他は脚部または頭部を欠損 している。石材

は頁岩 2 点で、他は黒耀石である 。形態は 1~15は凹基無茎鏃、 16• 17は平褪無茎鏃に分頬される。
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第48因 第 1地区出土石器実測図(1)〔1-17.石鏃、 18.ビエスエスキーユ、19.加工の有る剥片、20-24.石匙、(1. 

3・8. B -1区、2.B -2 区、 4 • 5・7・13・16・17・24. F -1区、6.C -2区、 9・14・21.G -1区、10.E -

2区、11.H -2区、 12.G-2区、15・ 23.E -1区、 18.H -1区、19.A-2区、20.F -2区、22.I -1区）〕
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1~7 は比較的脚の幅が広く、10~14は細身で長身となる 。一般に丁寧な細部加工がみられるのは、

長lltllで細身のものが多い。 16・17は裏面の一部に平坦な面を残している。

ピエスエスキーユ （第48図18)

縦長の剥片を素材とし、向かい合う長判lの両端に剥離痕を有する。石材は黒耀石で、 1点の出土

である。

加工痕の有る剥片 （第48図19)

平面形が三角状を呈し、裏面全面に細かい剥離痕が観察され、石徹の未完成品とも考えられる。

石材は黒耀石である。

石匙 （第48図20~24)

20はつまみをもつ横型の石匙で、下端の刃部には表裏面より細かな調整が施され、直線状を呈す

る。肩部は表面から調整が施されている。 21は平面が三角形を呈し、つまみはその頂点につけられ

ている。下端の刃部及び両肩部は、表面から角度をもった調整が施されている。＜びれ部とつまみ

は両面からの調整により形を整えている。22は横型の石匙で、幅のあるつまみをもつ。刃部は長く、

緩やかな弧状を呈する。調整は風化が激しく 不明瞭であるが、表面から施され、くびれ部と肩部は

両面からの調整が、施されている。 23はつまみをもつ横長の石匙で、表面の稜を利用して上端及び

下端に、それぞれ直線・弧状の刃部を作り出している。調整は上端が表裏面から、下端は主に表面

から施されているが、風化が激しく不明瞭である。 24は身長のある横長の石匙である。刃部は緩や

かに弧状を呈し、表面から調整が施されている。以上の石材は20が玄武岩、他は頁岩である。

磨石 （第49図 1 ~7)

1は平面が円形を呈し、下端とそれに続く右側縁の敲打痕は、調整及び整形によるものと思われ

る。断面はほぼ楕円形を呈する。 2は小型の円礫の表裏面に、浅い凹みと磨面が観察される。 3は

表裏面に平坦な磨面をもち、断面は楕円形を呈する。 4は重量のある円礫を素材と し、 裏面に平坦

な磨面が観察され、台石として使用された可能性もある。 5は断面が長方形を呈し、両側縁部と表

面に平坦化した磨面が観察される。 6は磨石を転用した敲石と思われ、側縁に数回に亘る敲打痕が

観察される。裏面には 2個所に凹みを有する。 7は断面が長方形を呈し、側縁と表裏面が平坦化さ

れ、 表面には凹みが観察される。石材はすべて安山岩である。

磨製石斧（第49図8)

表面が研磨され、断面が楕円形の棒状を呈するもので、両端が欠損しているが、 柱状の磨製石斧

と思われる。

打製石斧 （第50図 1)

表面に一部自然面を残し、比較的小型のものである。形態は一側縁部に深い袂りをもち、刃部は

円刃を呈する。刃部及び側縁部には数回に亘る丁寧な剥離が施されている。石材は頁岩である。

剥片 （第50図 2~15)

剥片を14点図示した。石材は13がチャート、他は頁岩である。全体に石匙に類似する剥片が多く、

その一部が刃部として使用された可能性もあるが、風化が激しく、表面が剥落しているため、細部

の加工等は確認出来なかった。（鳥海）
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第49図 第 1地区出土石器実測図(2)〔1-7.磨石、8.磨製石斧 (1・2.

1区、5・8.F-2区、7.E -1区）〕
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第 2節第 3次調査（第 2地区）

1 . 縄文時代の遺構

第 2地区で検出された縄文時代の遺構

は、焼土 1カ所と石器製造址のみで、他に 5 

遺構は検出されなかった。

A 焼土 （第51図•第52図）

第51図に見るようにJ-6区の中央から

北側に寄った所より検出され、確認面は第 6 

5層の下部であった。焼土の大きさは長径

0. 82cm、短径0.53-0. 36cmで、その平面形

は不整な楕円形が 2つ接合したような形状

を呈し、断面形も両端の 2カ所に、確認面

から 6cm前後と焼土を含む暗黄褐色土がや

や厚く堆積しており、 2つの凸レンズ状の

ものが接続した様な形を呈していた。この

焼土は焼土を含む暗黄褐色土で、特に焼土

が集中している部分は見られず、 全体的に

比較的薄く焼かれた状態であった。また、

焼土内より頁岩の剥片2点が出土した。

この焼土と同一土層の南側周辺部より、

有舌尖頭器や尖頭器の未完成品 ・石材等が

多く出土しており、石器製造址に伴う焼土

と考えられ、また、その時期は縄文時代の

草創期と思われる。（秋本）

B. 石器製造址（第53図）

J -6区を中心として、一部J-5. 

7区に及んで頁岩を主要な石材とする

有舌尖頭器や尖頭器の未完成品やその

素材や石屑などがまとまって出土し

た。その大きさは長径約10.4m、短径

約7.Om程で楕円形を呈する範囲で

あった。（秋本）

2. 出土遺物

この第2地区より出土した遺物は、

3T 
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焼土
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第51図 第 3次調査遺構関連図く第2地区＞
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縄文時代の草創期から前期の

土器と、有舌尖頭器や尖頭器

の未完成品と石鏃．磨石等の

石器類及びその石材等であっ

た。

A 縄文土器 （第54図• 第

55図）

第 2地区より出土した土器

は、縄文時代の前期の土器を

主体と し、他には草創期と早

期の土器であった。また、遺

物包含層は比較的浅く、前期

の土器片と早期や草創期の土

器片が混在している状態で

あって、層位的な把握は困難

であった。

a. 縄文土器の分類と内容

第 2地区出土の土器は、文

様等により、次のように分類

した。

第 I群土器 ：草創期の土器

第 1類 細隆線文土器
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第53図

。

: .... 

... 

l 尖頭器．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
l 有舌尖販沿-------------------------
.. 石鏃
--------------------

0 府 石
-----------------------------------
● 剥片（頁岩）
-------------------------------------------
● 剥片（黒耀石）

石器製造址実測図

第Il群土器 ：早期の土器

第 1類

第 2類

第 3類

第 4類

押型文系土器

撚糸文系土器

条痕文系土器

無文系土器

第III群土器 ：前期の土器

第 1類

第 2類

第 3類

第 4類

第 5類

第 6類

第 7類

爪形文を有する土器

爪形状刺突文を有する土器

列点状刺突文を有する土器

列点状爪形刺突文を有する土器

木島式比定の土器

無文の土器

縄文のみを施文した土器
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第I群土器：草創期の土器

第 1 類（第54図 1~7)

細隆線文土器を本類とした。 幅 2~3 mm、高さ 2mm程で、断面形が三角形を呈する細隆線文を有

するもので、 1・2は、直線状に横走する細隆線文が2条見られ、 2の下端部にはもう 1条の細隆

線文が僅かに認められる。直線状となるか波状となるか定かではないが、波状を呈する様に見受け

られる。共に 2条の細隆線文間の無文帯は比較的滑らかに整形され、その上下両端の器面は粗れて

いる 。 また、 2 の裏面は剥落している 。 器肉は、 1 が 4~6 mm、2が5mmと比較的薄い。色調は 1

がにぶい赤褐色、 2 はにぶい褐色を呈 し、胎土中には多量の雲母の細片と 白色砂粒• 砂粒などを含

み、繊維は含まれていない。

3~5 は波状を呈する細隆線文を有するもので、 3 · 4 は 1 条、 5 は 2 条の細隆線文が横走する 。

波状にどのようなもので施したかは不明であるが、細かな波状となっている。3は細隆線文の下方

の器面が比較的滑らかとなっており、 4・5は細隆線文の上方の器面が比較的滑らかとなっている。

また、 4 は口縁部ではなく、擬口縁である。器肉は、 3 が 4~6 mm、4が6mm、5が4mmと比較的

薄い。 色調は、 3~5 はにぶい褐色を呈 し、胎土中には多量の雲母の細片と白色砂粒 • 砂粒などを

含み、繊維は含まれていない。

6は直線状に横走する 2条の細隆線文が見られ、上の細隆線文の上方の無文帯は、器面が比較的

滑らかに整形され、その下方は粗い。7は、上方の細隆線文は剥落して一部が残存するが、その形

状は波状を呈すると思われ、下方の細隆線文は直線状をなす。 器肉は 6 が 5~4 mm、7が5mm前後

と比較的薄く、色調は、 6• 7 共ににぶい褐色を呈する 。 胎土中には多量の雲母の細片と砂粒 • 白

色砂粒などを含み、繊維は含まれていない。

これらの土器は、細隆線文間の無文帯の間隔などにより 1~5 と、 6• 7の2個体分と考えられ

る。

第Il群土器：早期の土器

第 1 類 （第54図11~13)

押型文を有する土器を本類とした。三者共に粒の比較的小さな楕円押型文の破片で、粒子は明確

性を欠く。 11~13は横方向に施文され、器厚は 6~8 mmとやや薄い。色調は11がにぶい橙色、 12・

13はにぶい褐色を呈 し、胎土中には比較的多くの雲母と石英粒• 砂粒などを含む。

第2類（第54図14)

撚糸文を有する土器を本類とした。第2トレンチ 3区より 1点出土した。斜行する撚糸文が施さ

れ、原体の撚りは比較的緩く、器厚は 9mmとやや厚い。色調は褐色を呈し、胎土中には多くの雲母

と白色砂粒• 石英粒 • 砂粒などを含む。

第 3 類 （第54図15~20)

条痕文を有する土器を本類とした。 15• 16・18は口縁部の破片で、 18は口唇部を若干欠損してい

る。他は胴部の破片である。15は器面の表に僅かに条痕が見られ、 裏面には横方向の擦痕が認めら

れる。16・18・19には表裏ともに、 17・20には表面のみに、それぞれ横方向の条痕が施され、色調

はにぶい黄橙色を呈し、 20の一部には灰黄褐色を呈する。胎土中には多量の繊維を含み、比較的多
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くの白色砂粒や砂粒•石英粒などを含む。 15には若干の雲母も含まれている 。

第 4 類（第54図21·58~61• 63) 

無文の土器を本類とした。21は底部付近、他は胴部の破片である。いずれも胎土中には多くの繊

維を含有するが、 21は硬く締まった感じを呈するのに対し、他は締まりが悪く軽い感じのする破片

である 。 繊維の他に胎土中にはやや多くの石英粒や白色砂粒• 砂粒などを含む。 色調は21• 58• 59 

がにぶい黄橙色、 60がにぶい橙色、 61がにぶい褐色、 63がにぶい黄褐色をそれぞれ呈する。

第川群土器：前期の土器

第 1 類（第54図 8~10)

爪形文を有する土器を本類とした。 8~10は、同一個体の破片で、 三者共に極めて細く、鋭い爪

形が施されており、その長さも 8に見るように長い。3者共に同一方向に連続して施文され、 8. 

10には 2つ、 9には 3つの爪形が認められる。器面は凹凸があるものの、比較的滑らかに整形され

ている 。 器肉は 4~5 mmと薄く、色調は、 8がにぶい黄橙色を、 9がにぶい橙色、 10がにぶい褐色

を呈 し、胎土中には細かな白色砂粒や石英粒• 砂粒などを比較的多量に含むが、繊維は含まれてい

なし'o

第 2 類（第54図22~24)

爪形状の連続刺突文を有する土器を本類とした。 22~24は同一個体の破片で、器面には親指と人

差 し指で狐み、その部分を突出させた文様を横方向に施文している 。 器厚は 3~4 mmと薄く、器面

は凹凸が見られる。色調は22がにぶい黄色、 23が浅黄色、 24がにぶい黄橙色をそれぞれ呈し、胎土

中には石英粒や砂粒• 白色砂粒などを含むが、繊維の混入は認められなかった。

第 3 類（第54図28~36)

列点状の連続刺突文を有する土器を本類とした。 28~35は同一個体と思われ、 28~33• 36は口唇

部を有する口縁部の破片で、 34・35はlコ唇部を欠損した口縁部の破片である。口縁部の上方に二枚

貝の腹縁部と思われる施文具により押し引き状に施文して、 2条の連続する列点状の刺突文とした

もので、この下方は無文となり、器面には凹凸が見られる。色調はにぶい橙色・にぶい黄橙色・灰

黄褐色などを呈し、胎土中には粒のやや大きな石英粒を多く、砂粒や白色砂粒も比較的多く含む。

第 4 類 （第54図26• 27) 

列点状の爪形刺突文を有する土器を本類とした。26・27共に同一個体と思われ、口縁部の破片で

ある。口縁は27に見るように小さな波状口縁となり、口唇部の内縁には細かな刻み目を有する。器

面の表には口唇部直下とやや下方に、方向の異なる連続爪形文が2条施文され、 裏面にも口唇部直

下に連続する爪形文が施され、 26にはその下方にも連続爪形文が接合して沈線状に見られる。器厚

は 3~4 mm と薄く、色調はにぶい黄色を呈 し、胎土中には白色砂粒や石英粒• 砂粒などを含む。

第5類 （第54図37)

木島式比定の土器を本類とした。破片の上部に半戟竹管による列点状の刺突を横方向に施し、そ

の上方に、 上から半戟竹管により格子目状に平行沈線を施文したものである。器厚は4mm前後と薄

く、器面には凹凸が見られる。色調は全体的ににぶい褐色を呈し、白色砂粒や砂粒をやや多く、比

較的粒の大きな石英粒を少量含む。

-66-



j
 

r
f
 
ー

ど＿

．．
 ‘,ヽ
t

、

F
 

•
9 

'
 
L
 

函
一
‘
"
．
泣
"
}

••• 斎合町
.
i

沢

d
.
 

n
 
3
 

．＿芍

95ミ全t一”
、汀三「

3

）
 

/
 

℃
守
・

-
―況

,
•
一

3
 

D
 

,
 

•• 
t
 
ヽ

梵．

一，．
F

•2 
鼻

．．
 ふ＼ 誓

IJ

f
応

L̂
．｛●品夏
20

- i
k
4̀

り{-
応｝疇
涵

.,"，^
迂．
ーなか

｛
 

9

で
1•. J
N
 

e“A.
 

u
15
 
ぶ
r

j
i

上

•• ．
．
 `^
 

ロ〕，

-i 鸞｛

笈

1

□

口

蕊

さ
”

M

唸
•

竺
か

、
•• 
2
‘
 

点
窯
｀ゞ
‘̂ゞ．

.̀
 

・ギ‘参鰐
一八

]
 
6
 =
｀
'
 

汀
ー3
 

r

／̀
’
 

『i
 
g
 

n
H
u
 

ふ
)

5

[
i
5

．
ゥ

J

(

＂，
．

g
 

．^
 3̂

 
., ••• 
J

ヽ

¥
 ．．． 
9
 

、’S.
'
へ、
'
・
＼
 

r
L
.
 

t
.
 

t
 

6
 。
ぶ
f
]
、7.

：ん
ぃL
'

.`
 

•

一．．i
．炉’

•
1 

。
喜『
7

,
『
ヽ
．
～
ぷ
一
，
 

•

一

}．
芦．

{

9
9

り、
9̂
t
 

/
 

nりロ亙；竺一
竺•メ

虚ボ、
ぷ
茫•ヘ
'
ヽ

ノり
J̀
を．
s
&・

忌
姜
1
"̀
 
／
 

／
 ，＇ しヽ

72
 

＼
認
02323

ぶ
虚
｝
｝
字
寧

点
笠
？
ら
'
‘
‘
’

g
名、
9

4
 

9

、tiふ
蕊
/

. .

1
3
`
,、
翌~
t
'

3
[
 

も

ふ
i

む紅

’

。5 
ぶ代
3

疇
f
森
9

/
 
3
 
4
 

紫冒

h
r
i
 

゜

バ氣
迄
5

ぷ
姜
鬱、］ 慮〗 n
 

払
屈
54

喚
ぶ
む
，

謬i~o 麿戸躙IJ
,J7 48 119 

ー6
 。
勺
屈
寮
?“翠寧
飲

ロ60
筐
熔
冷
‘
碕
ふ
ふ
i心．
’ふぢ全

，
 

5
 

り
点
沿
討

唸
窄
迅

沢
冷
逸
況

繹
唸り

58

誓i唸t[紐;d
 

第54図 第2地区出土土器拓影図(1)〔1-7.第 I群 1類土器、 11-13.第 Il群 1類土器、 14.第 Il群 2類土器、15-

20. 第 Il 群 3 類土器、 2 1• 58-60・62・63. 第 Il群 4類土器、 8-10.第川群 1類土器、22-24.第1U群 2類土器、 28-36

第m群 3類土器、 26・27.第rn群 4類土器、 37.第Ill群 5類土器、 25・38-57・61.第Ill群 6類土器、(1. J -5区、 2-
6. J -7区、 7・26・27.J -6区、 8・28・30・31・33・35・39・40・42-44・49・53-56.K -6区、 9・11-13・

41・52・61. K -7区、 10・19・29・32・34・45・46・48・51・57・58・60.2 T 3区、 14.2 T 3区、15-18・20・36・

47・63. J -8区、 21-25・38・62.K-8区、 37.3 T 7区、 59.2 T 5区）〕
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第55図 第 2地区出土土器拓影図(2)〔1-36.第m群7類、(1. J-5区・3T 5区、 2・7-9・19・23・26・27. 
J -6区、 3. K-8区、 4・11・21・ 28.J -7区、5・17・36.3T6 区、 6 ·10• 20・24・25・29-33. J -5区、

12・16. J -6区・2T 6区、 13.J -7区・3T 6区、 14.K-6区、 15.2 T 6区、 18.3 T 5区、 22.3 T 4区、 34.

2 T 5区）〕
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第 6 類（第54図25• 38~57·62) 

比較的薄手で、無文の土器を本類とした。25は口縁部の破片で、口唇部の外縁にやや粗い刻み目

を有する。表面は比較的滑らかに整形が施され、 裏面には箆状のものによる擦痕が見られ、また、

木の実の殻の圧痕も認められる。器厚は 4~5 mmと薄手で、色調はにぶい黄色を呈し、胎土中には

石英粒や砂粒を含み、白色砂粒も少量認められる。 38は胴部上方の破片と思われ、 器面には凹凸が

激しく、器厚は 4~5 mm と 薄手である 。 色調はにぶい黄橙色を呈 し、胎土中には石英粒や砂粒• 白

色砂粒などを比較的多く含む。 38~57は第 3 類土器の胴部破片と思われ、 器面は比較的滑らかに幣

形が施されてい るが、やや凹凸が見られる。器厚は 4~6 mmと薄手で、色調はにぶい橙色 ・にぶい

褐色 ・にぶい黄橙色・にぶい赤褐色 ・にぶい黄褐色 • 明褐色などを呈し、胎土中には粒が比較的大

きな石英粒を多く、砂

粒や白色砂粒をやや多

く含み、若干の雲母を

含むものもある。

第7類

（第55図 1~36)

縄文のみが施文され

ている土器を本類とし

た。 1~11は口縁部、

12~33tin伺音rs 、 34へ~36

は底部の破片である。

口縁部は 1のように振

幅の小さな波状を呈す

るが、他の口縁部は小

破片のため波状となる

か平縁となるか不明で

ある。また、 11のよう

に口唇部に浅い刻み目

を有するものもある。

縄文原体には無節と単

節とが見られ、その施

文も 1• 2• 4などの

ように斜行するもの

と、 13~15などのよう

に羽状となるものが見

られ、後者の羽状縄文

には 3 • 14のように横
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方向と、 13 ·15• 26のように縦方向のものとがある 。 底部は34• 36は平底となり、 35は揚底となっ

ている。色調はにぶい赤褐色• 明赤褐色 ・灰褐色・にぶい褐色などを呈し、胎土中には多くの雲母

を含むものが多く、石英粒や砂粒 • 白色砂粒なども比較的多く含むものが見られる。また、本地区

において縄文施文の土器には他の文様が施されているものは皆無であった。

b. 縄文土器の出土分布状態（第56図• 第57図）

本地区から出土した縄文土器の出土分布状態は第56図に見るように、その分布に粗密が見られた。

また、土器分類による各類の分布を見ると次のようになる。

第 I群の草創期の土器について見ると、第1類の土器がJ-7区で 7点うち 5点出土し、他はJ-

5• 6区より 1点づつが出土し、その中心はJ-7区と思われ、 全体的にはかなり広範に分布して

いる。

第II群の早期の土器について見ると、第 1類は少量ではあるが、K-7区よりすべてが出土した。

第2類の土器は第2トレンチより 1点出土している。第 3類土器はJ-8区よ りその殆どが出土し、

1点だけがK-7区より出土している。第4類土器はJ・K-8区より 1点づつと、K-6区で 1

点、K-7区で2点出土し、 J・K-8区とJ-6• 7区の 2カ所に分けられるようにも思われる。

第 III群の前期の土器について見ると 、 第 1 類土器は K - 6•7 区にまたがり、まとまって出土 し

ている。第 2 類土器はすべてK - 8 区より出土 し、 第 3 類土器は第 1 類土器と同様に K - 6•7 区

にまたがり、まとま って出土し、 1点のみJ-8区より出土している。第4類土器は 2点と少ない

が、共にJ-6区より出土している。第5類土器も1点と少なく、 J -8区より出土している。第

6類土器はK-6・7区にかけてまとま って出土し、

している。また、 第3類土器の胴部破片と思わ

れるものは、すべてK-6・7区より出土した。

第7類土器は J-5~7 区にかけて出土し、 一

部K - 5~8 区からも 3~1 点が出土 した。 分

布状態は大きく見ればJ-5~7 区にかけて 1

つのまとまりとして捕えられるが、細かく見れ

ばいくつかの小グループにも分割することがで

きると思われる。

第m群 7類の土器を除き、各群各類の土器の

出土量は少なく、その分布にも正確性を欠くと

思われるが、第2地区より出土した土器の殆ど

であり、その出土分布状態の範囲を図示すると、

第57図のようになり、 先に述べたように、ある

程度はその分布にもまとまりを見いだすことが

K-8区より 2点とJ-8区より 1点が出土

できる。 このまとまりは時期によるものなのか

否かは断言できないが、ある程度の時期的な差

に晶づく ものと思われる。

5
 

K
 

~
 6

 

7
 

8
 

= 、 ・，、 ．, ., 
',、
i, 、
¥ ', ． ． 
・, ', ・

~ r令r~Xこ:; :,,
、声苺竺r

ぷ ，ヽC',.,

・ヽ;聾:•”

e
 

第57図 第2地区出土土器分類別分布範囲図
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B. 石 器（第58図～第64図）

a. 石器の出土分布状態（第58図）

第2地区より 出土した石器及び素材の分布状態を第58図に示した。これによれば石器や素材は、

J -6~7 区に集中 し、周辺の J -5·8 区 と K - 6~8 区にも及んでい る 。

各石器について見てみると、有舌尖頭器や尖頭器とその製作過程もの、および石核と思われるも

のは、 J -6区に殆どが集中し、 一部周辺の区に及んでいる。そのためこの部分が石器製造址と考

えられた。しかし、 この部分の上部からは縄文時代前期の土器が出土し、その層位的分離が不明瞭

であったため、 上層のものと下層のものが混在している可能性はある。次に磨石について見ると、

J -7区に集中し、その周辺の区に及んでおり、 石器製造址の南側に集中する傾向が見られる。 他

の石器類は出土数が少な

く、その分布はまばらで

まとまりが見られない。

剥片及び砕片について

見ると、J -6区に集中

し、その周辺の区に及ん

でいる。しかし、石材別に

見ると、頁岩はJ-6区

に集中し、他の区に及ん

でいるが、黒耀石はK-

7区から J-7区の南西

側に集中し、 J• K-8 

区にも及んでいる。頁岩

の剥片が集中する J-6 

区からの出土は極めて少

なく、石材別による分布

差が認められた。 このこ

とは時期的な差なのか、

また、何に由来するのか

は不明であった。

b. 石器の内容

（第59図～第64図）

第2地区より出土した

石器類は、 有舌尖頭器3

点と、有舌尖頭器あるい

は尖頭器の製作過程と思

われる未完成品及び加工
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の有る剥片が23点、削器4点、石匙 1点、礫器 1点、石鏃4点、磨石20点の計56点であった。石器

の素材である石核は 5 点、剥片及び砕片が479点（黒耀石が65点、 頁岩 • 他が414点）であった。

有舌尖頭器（第59図 1~3)

1は小型の有舌尖頭器で、先端部を若干欠損している。器面の風化が激しく、細部加工は明瞭性

を欠くが、剥片を素材としてその周縁に細部加工を施し、 短い舌部を作り出し有舌尖頭器としてい

る。現長2.2cm、最大幅1.9cm、器厚0.3cmで、舌部の長さは約0.8cmを測る。石材は頁岩を用いてい

る。2も小型のもので、 1と同様に器面の風化が激しく、加工の状態は明瞭性を欠くが、周縁をや

や粗い細部加工が施されている。全長3.8cm、最大幅1.9cm、器厚0.6cm、舌部の長さ約1.0cmを測る。

石材は頁岩を用いている 。 3 は下半部を欠損しているが、有舌尖頭器と思われる 。 1• 2と同様に

器面の風化が激し く、加工の状態は明瞭性を欠くが、器面には比較的細かな細部加工が施されてい

る。現長5.0cm、最大幅1.8cm、器厚0.5cmを測り、 石材は頁岩を用いている。

尖頭器 （第59図 4 ~13、 第60図 1 )

第59図4は周縁より粗い加工を施したもので、先端部と基部は丸味を帯び、 基部側はやや細かな

加工が施されている。全長12.3cm、最大幅4.3cm、器厚1.9cmを測り、石材は頁岩を用いている。5

も全体的に粗い加工が施され、器形の非対称形を呈する。全長9.8cm、最大幅2.8cm、器厚0.9cmを

測り、石材は頁岩を用いている。6は基部を欠損しているもので、全体的にやや粗い加工が周縁よ

り施されている。現長9.2cm、最大幅2.7cm、器厚0.9cmを測り、石材は頁岩である。 7は片面の先

端部側にやや粗い加工を、他の片面の基部側に粗い加工をそれぞれ施したもので、両面共に比較的

大きな第 1次剥離面を残し、先端部は丸味を帯びる。全長8.6cm、最大幅4.2cm、器厚1.4cmを測り、

石材は頁岩を用いている。8は下半部を欠損しているもので、 全体的にやや粗い加工が施されてい

る。現長4.5cm、最大幅2.6cm、器厚0.7cmを測り、 石材は頁岩を用いている。9は基部側の片方の

側縁部を欠損しており、周縁より粗い加工が施されている。全長7.8cm、最大幅3.3cm、器厚1.8cm 

を測り、石材は頁岩を用いている。10は先端部を欠損しているもので、周縁より粗い加工が施され

ている。現長5.1cm、最大幅2.7cm、器厚0.8cmを測り、石材は頁岩を用いている。11も基部を欠損

したもので、 全体的に粗い加工が周縁より施されている。現長5.0cm、最大幅2.7cm、器厚0.8cmを

測り、 石材は頁岩を用いている。12は先端部を欠損したもので、粗い加工が周縁より施され、 11の

基部と思われる。現長3.0cm、最大幅2.3cm、器厚0.8cmを測り、石材は頁岩を用いている。13は基部

のみのもので、片面に粗い加工が、他の面には第 1次剥離面を大きく残す。現長3.1cm、最大幅2.4cm、

器厚1.1cmを測り、 石材は頁岩を用いている。第60図1は先端部を欠損しており、周縁部は比較的

細かな加工が両面に施されている。現長4.8cm、最大幅3.0cm、器厚1.2cmを測り、石材は頁岩を用

いている。この第59図 4 ~13 と第60図 1 の尖頭器は、全体的に加工の状態が粗く、 実用に適さない

と考えられ、尖頭器というよりもむしろその製作過程の段階と思われる。

加工の有る剥片 （第59図14~17 、 第60図 2~9)

第 1次剥離後、 剥片の周縁部に 2次的な加工を加えたもので、 第59図14は剥片の片面に比較的粗

い剥離を加えたもので、他の片面には大きく第 1次剥離面を残す。全長4.6cm、最大幅2.7cm、器厚

1. 2cmを測り、 石材は頁岩を用いている。 15は薄い横剥ぎの剥片の側縁部に、細部加工を片面に施
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したもので、 全長7.2cm、最大幅3.3cm、器厚0.8cmを/Jlijり、 石材は頁岩を用いている。加工の状態

から見て削器と した方が適切かも知れない。16は加工を施した剥片の先端部のもので、 器形の大半

を欠損している。 両面共に粗い加工が施され、片面には第1次剥離面を比較的大きく残存する。現

長4.1cm、最大幅4.0cm、器厚1.2cmを測り、 石材は頁岩を用いている。17は剥片の片面に粗い剥離

を加えたもので、他の片面には大きな剥離面を残す。全長5.5cm、最大幅3.1cm、器厚1.2cmを測り、

石材は頁岩を用いている。

第60図2は横剥ぎの剥片の片面に粗い加工を施し、他の片面の側縁にも粗い加工が見られ、 甚部

には礫の自然面が認められる。全長5.8cm、最大幅3.7cm、器厚1.0cmを測り、 石材は頁岩を用いて

いる。3も横剥ぎの剥片の片面に粗い加工を施し、他の片面には大きく 第 1次剥離面を残し、 一部

に粗い加工が見られる。全長7.0cm、最大幅4.2cm、器厚1.9cmを測り、 石材は頁岩を用いている。

4は両面共に粗く大き邸剥離面を残すもので、木葉形に整形されている。全長7.8cm、最大幅4.9cm、

器厚1.7 cmを測り、 石材は頁岩を用いている。 5は剥片の側縁部に粗い加工を施したもので、両面

共に第 1次剥離面を大き く残す。全長6.9cm、最大幅4.1cm、器厚1.5cmを測り、 石材は頁岩を用い

ている。6は剥片の一部に粗い加工を施したもので、 先端部を若干欠損している。 両面には第1次

剥離面を大きく 残し、片面には礫の自然面も残存する。現長7.2cm、最大幅4.5cm、器厚2.0cmを測

り、 石材は頁岩を用いている。7も剥片の片面の一側縁部に粗い加工を一部に施したもので、両面

共に大きく 第 1次剥離面を残存する。全長7.7cm、最大幅4.8cm、器厚2.1cmを測り石材は頁岩を用

いている。8も剥片の片面に粗い加工を施したもので、他の面には大きく第 1次剥離面を残す。全

長8.0cm、最大幅4.6cm、器厚1.7 cmを測り、 石材は頁岩を用いている。9も剥片の側縁部を粗く加

工を施したもので、先端部を欠損している。現長6.8cm、最大幅3.7cm、器厚1.6cmを測り、 石材は

頁岩を用いている。これらの剥片は第59図15を除き、加工の状態は粗いけれども木葉形にある程度

整形されており、 尖頭器の製作過程の前段階的なものと思われる。

石核（第61図 1~5)

剥片に対して石核の出土例は少なく、 石核と思われるものは図示したもの以外に数点が認められ

た。その殆どのものは、剥離にあまり統一性が認められず、打面も剥片が剥ぎ易い所から剥離した

ように思われた。1は片面に 3面ほどの剥離面が認められ、打面は細かな調整が施されていない。

裏面には打点の遠い大きな剥離面を残し、その端部には粗い剥離が見られ、 整形を施している。全

長6.5cm、最大幅11.1 cm、厚さ2.5cmを測り、 石材は頁岩を用いている。2は上部に打面を有し、片

面に剥片剥離を行い、 大きな剥離面を残存する。その後、側縁部に打撃を加えて打面とし、剥片を

剥離しているが、 意とする剥片が剥離されなかったためか、放棄されたものである。素材は円礫を

用いており、 裏面の一部に礫の自然面が見られる。全長6.8cm、最大幅9.1cm、厚さ4.0cmを測り、

石材は頁岩を用いている。3は2方向から剥片の剥離が行われたもので、 最初は上部を打面として

剥片の剥離を行い、その後、側縁の剥離面を打面として剥離方向を変えて剥片の剥離を行い、 器肉

が薄くなったため放棄されたものと思われる。打面は共に調整は施されていない。全長7.4cm、最

大幅5.9cm、厚さ1.6cmを測り、 石材は頁岩を用いている。 4は円礫を素材として平坦な片面に打撃

を加えて打面とし、両側縁部に剥片の剥離を行ったもので、途中で放棄され礫の自然面を大きく 残
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第61図 第 2地区出土石器実測図(3)〔1-5.石核、(1-4. J -6区、 5.K-8区）〕
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存する。全長5.0cm、最大幅9.5cm、厚さ8.0cmを測り、石材は頁岩を用いている。5はやや稜を残

す転石を素材とし、その平坦な面に打撃を加えて打面とし、片側に剥離を行い途中で放菓されたも

のである。また、剥離を行った反対の端部より数回の打撃が加え られたと思われ、打撃力が弱かっ

たためか剥離されず、ひび割れ状態となりそこより水分が浸透して石材の鉄分が染み出してリ ング

状に付着している。全長6.2cm、最大幅9.3cm、厚さ10.3cmを測り、 石材は頁岩を用いている。

剥片（第60図10、 第62圏 1~6·8)

出土した剥片の内、 一部を図示 した。 第60図10 と第62図 2•3•5•6 は表裏の剥離方向の異な

るもので、他の第62図 1• 4• 8は同一方向から剥離が行なわれている。これらの剥片には 2次的な

加工は認められなかった。第60図10は全長5.7 Cェ最大幅5.7cm、器厚1.8cm。第62図1は全長6.7cm、

最大幅4.8cm、器厚1.5cm。2は全長5.3cm、最大幅5.9cm、器厚1.3cm。3は全長5.2cm、最大幅3.9cm、

器厚1.7cm。4は全長5.9cm、最大幅4.1cm、器厚0.9cm。5は全長7.0cm、最大幅2.0cm、器厚0.7cm。

6は全長6.2cm、最大幅4.0cm、器厚0.9cm。8は細い縦長の細石刃状の剥片で、 全長2.9cm、最大幅

1. 1cm、器厚0.2cmで表面に 2 条の稜を有する 。 石材は第60図10 と第62図 1~6 は頁岩、 第62図 8 は

黒耀石である。

礫器（第62図9)

礫の端部に打撃を加えて割ったものを素材とし、その一端に礫面を残す片面から打撃を加えて刃

部としたもので、刃部は片刃となっている。全長12.3cm、最大幅6.0cm、器厚2.2cmを測り、石材は

頁岩を用いている。

削器 （第62図 7• 10~12) 

7は剥片の片側の側縁部にやや粗い加工を施したもので削器とおもわれる。全長6.9 cm、最大幅

2. 4cm、器厚0.8cmを測り、石材は頁岩を用いている。10は剥片の両側縁部に片面から細部加工を施

して刃部としたもので、 基部側には礫の自然面を残す。全長4.9cm、最大幅3.9cm、器厚0.8cmを測

り、石材は安山岩系の石材を用いている。11は内臀した横剥ぎの剥片を素材として、その端部に刃

潰し状の細部加工を施したもので、削器というよりむしろ掻器といった方が適切かも知れない。全

長3.4cm、最大幅1.7 cm、器厚0.7cmを測り、 石材は珪質頁岩を用いている。12は両端部を欠損して

いるもので、剥片の片側の側縁部に細部加工が施されている。現長1.1cm、最大幅4.9cm、器厚0.6cm 

を測り、石材は碓質頁岩を用いている。

石匙 （第62図13)

縦型の石匙で、薄い剥片の基部側に側縁より加工を施して摘まみとし、片側の側縁部には両面に、

剥片の先端部には片面にそれぞれ浅い細部加工を施している。他の側縁部はそのまま刃部としてお

り、 表裏共に大きく剥離面を残している。刃部は弧状に張り出し、 全長5.2cm、最大幅3.9cm、器厚

0. 5cmを測り、 石材は頁岩を用いている。

石鏃（第62図14~17)

14は基部が若干弧状に凹み、 二等辺三角形を呈するもので、両面ともに周縁より入念な細部加工

が施されている。全長2.1cm、最大幅1.6cm、器厚0.3cmを測り、石材は黒耀石を用いている。15は

基部が僅かに凹み、正三角形に近い形状を呈するもので、周縁部に細部加工が施されているが、両
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面共に第 1次剥離面を残存する。全長1.2cm、最大幅1.3cm、器厚0.2cmを測り、石材は黒耀石を用

いている。16は先端部を欠損しているもので、基部は大きく内醐し、両側縁部は弧状に張る。片面

には第 1次剥離面が残存し、製作過程の途中で欠損して放棄されたものと思われる。現長1.7 cm、

最大幅1.9cm、器厚0.4cmを測り、石材は黒耀石を用いている。 17は片面のみに加工が施され未完成

品と思われる。全長1.5cm、最大幅1.2cm、器厚0.4cmを測り、石材は黒耀石を用いている。

磨石 （第63図1,....__, 9、第64図1,....__,11) 

磨石と思われるものは20点出土し、 その内19点を図示した。磨石といえ磨った痕跡が明瞭のもの

は少なく、周縁に敲いた痕跡が認められるものが多かった。その特徴から器面に凹み或は敲打した

痕跡を有するものをA類、周縁の一部或は全体に敲打の痕跡を有するものをB類、磨った痕跡のみ

が認められるものをC類、器面及び周縁に磨り面や敲打の痕跡が認められず、形状のみが似ている

ものをD類とした。

A類（第63図1,....__, 5) 

器面に凹み或は敲打の痕跡を有するもので、 1は両面に浅い凹みを有する。 2も両面に浅い凹み

を有し、残存する側縁部に弱い稜が認められ、周縁の一部に敲打の痕跡も見られる。 3は片面の中

央部に敲打した痕跡が広く認められ、 4は片面の中央部に敲打した痕跡が認められ、 若干凹む。5

も片面の中央部からやや外れた所に敲打した痕跡が認められ、周縁にも 3カ所ほどに敲打が見られ

る。石材は総て安山岩を用いている。

B類（第63図6,....__, 9、第64図1,....__,7) 

周縁の一部或は全体に敲打の痕跡を有するもので、第63図6は周縁のほぼ4分の 3ほどに、 7は

片方の側縁部と端部に、 8は周縁の約4分の 1ほどに、 9は周縁の約4分の 3ほどに敲打の痕跡が

それぞれ認められる。石材は 6,....__, 8が砂岩、 9が花岡岩をそれぞれ用いている。

第64図1は周縁全体を軽く敲打され、 2は周縁の一部に、 3は残存する周縁の全体に、 4・5は

両端部、 6は周縁全体に軽く、 7は片方の側縁部にそれぞれ敲打の痕跡が認められ、特に 6の一端

部には強く敲打が施されている。石材は 1・2が砂岩、3,....__, 6が安山岩、7が花胴岩をそれぞれ用

いている。この類は磨石というより敲石とした方が適切かも知れない。

c 類 （第64図 9• 10) 

磨っ た痕跡のみが認め られるもので、 9• 10共に片面に磨った痕跡が認められる。また、9には

火を受けて一部が赤変 してい る 。 石材は 9• 10ともに安山岩を用いている。

D類 （第64図 8 • 11) 

器面及び周縁に磨り面や敲打の痕跡が認められず、形状のみが似ているもので、8はやや小型の

もの。 11は比較的大きなもので、このほかに 8よりも小型のものが 1点出土している。石材は 8が

安山岩、11と図示しなかったも う1点は硬質砂岩と思われる。なお、 11を細かく観察すると、両端

部より打撃が加えられ、片方の端部には 2本、他の端部には 4本の石の節理とは異なる、リング状

の交叉する線が見られる。このようなリング状の線は石核にも認められ、剥片を剥離するための原

石と して持ち込まれたものかも知れない。また、小型のものにはこのようなリング状の線は認めら

れず、いずれにしても何らかの目的をもって持ち込まれものと思われる。（秋本）
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第 3節第 4 次調査

1 . 縄文時代の遺構

第4次調査は、第3次調蒼に隣接した東側の平坦部で、町道の改修工事に伴う事前調査で、その

範囲も極めて狭かった。調蒼の結果、組石状の集石 1基が検出され、その他には逍構は検出されな

かった。

集石遺構 （第65図）

7区より検出されたもので、この集石逍構の北側の部分は撹乱されていて、石が 1個抜き取られ

た痕跡が認められ、 半分ほどが失われていると思われた。残存する集石は63X 40cmの範囲に大小4

個の石から構成され、石の大きさは28X 22cm、26X 22cm、30X 15cm、12X10cmで、一部は重なり他

は接して検出された。この集石の下層からは土堀状の掘り込みは確認されなかった。従って、この

集石遺構の性格は不明であったが、周辺より 出土した逍物より縄文時代前期の遺構と考えられる。

（秋本）

2. 出土遺物

第4次調査において、出土遺物の分布状態は第66図に示すように、調査区域の西側にやや集中し

ていたが、第 3 次調蒼の第 1 地区の E - 1 区~G - 1 区のような濃厚な分布は見られなかった。

A 縄文土器 （第67図）

第4次調査において検出された土器は、 調査区全体でおよそ140片であった。その内容は第3次

調査と同様に、縄文時代前期の土器を主体とし、 若干の早期の土器が含まれていた。分類は以下の

様に行った。

第 I群土器 ：早期の土器

第1類押型文系土器

第2類沈線文系土器

第3類条痕文系土器

第II群土器 ：前期の土器

第 1類関西系を主体とする

薄手の土器

第2類諸磯a・b式とその

周辺の土器

第I群土器：早期の土器

第1類 （第67図 1)

器面が荒れているが、楕円押型

文が施文され、裏面にはわずかに

沈線が観察される。胎土には砂粒・

白色砂粒を含み、色調は橙褐色を

呈する。高山寺式土器と思われる。

I> 

C 

1111 

~ 
ヨ

C 

I> 

D — 176. JO m 

。
lm 

第65図 集石遺構実測図 （第4次調査）
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第2類（第67図2)

横走する複数の沈線と、複数の刺突文が施文され、胎

土には白色砂粒を含み硬質である。色調は黄褐色を呈し、

田戸下層式に比定される土器である。

第 3 類（第67図 3~6)

3は細沈線による区画内を沈線が充填する。縦位の沈

線による無文帯が垂下し、刺突は文様の交点・沈線上に

付けられている。胎土は砂粒を含みザラつき、色調は褐

色を呈し、 一部表面が黒味を帯びる。鵜ケ島台式に比定

される。 4~6 は器面の内外に条痕が施文されているも

のである。

第Il群土器：前期の土器

第 1 類（第67圏 7~10)

7 は所謂変形爪形文が施文され、 s~10には縄文が施

文されている。器肉は薄く硬質で、色調は灰黄色から灰

黒色を呈する。

第 2 類（第67図11~25)

11は竹管による平行沈線文が施文され、口唇部には刺

突文が施されている 。 12は数条の沈線による波状文 • 平

行沈線文が描かれ、諸磯b式土器と思われる。 13は平行

沈線・縄文・刺突文が施文されている。14は軽く内彎す

る口縁部で、爪形文が密に施文されている 。 17~23は縄

文施文の口縁部及び胴部の資料で、胎土等より本類とし

た。24は底部に向かってわずかに張り出し、底部には沈

線、胴部には縄文が施文されている。25は無文の底部の

破片である。（鳥海）

B. 石器

第4次調査において検出された石器は、先土器時代と

縄文時代のものがあり、前者にはナイフ形石器2点と剥

片で、後者は石鏃3点と磨石 1点、打製石斧 1点、加工

痕の有る剥片 3点、他は頁岩の剥片であった。先土器時

代の石器が検出された調査区は、部分的に耕作が深くま

で及んでおり、 正確な遺物の層位的・平面的な把握は困

難であった。
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第66図 第4次調査出土遺物分布図
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O 10cm 

第67図 第4次調査出土土器拓影図 〔1.第 I群 1類土器、 2.第 I群2類土器、3-6.第 1群 3類土器、 7-10.

第II群 1類土器、11-25. 第II群2類土器、(1・3. 9区、 2・10・23・24. 表採、 4·5• 9・14・18・21. 7区、

6-8・11-13・16・17・20・22・25. 5区、 15.6区）〕
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a. 先土器時代の石器

ナ イ フ形石器（第68図 1• 2) 

1は縦長の剥片を素材とする二側縁加工のナイフ形石器で、左側縁上端の素材面を刃部としてい

る。基部には切断面を残し、表裏面には切断の際のバルブが観察される。全長2.8cm、最大幅1.7 cm 

を測る。 2は横長の剥片を素材とする一側縁に刃潰し剥離の細部加工が施されたナイフ形石器で、

先端部をわずかに欠損する。刃部としている左側縁上端部の素材面には、刃こぼれ状の使用痕が観

察される。現長2.0cm、最大幅1.2cmを測る小型のナイフ形石器である。石材は 2点とも黒耀石であ

る。

剥 片 （第68図3)

縦長の剥片で、表裏の剥離方向を異にしている。全長3.0cm、最大幅1.0cmを測り、 石材は黒耀石

である。この他に 6層より数点の頁岩及び黒耀石の剥片が検出されているが図示しなかった。

b. 縄文時代の石器

縄文時代の石器とした中には、耕作が深く及んだ個所からの検出もあり、 層位的に明確に出来な

い資料も一部に含まれている。

石鏃（第68図 4~6)

3点の出土で、4は平基無茎鏃で、剥片の周縁部のみに浅い細部加工が施され、 1次剥離面を大

きく残す。全長1.8cm、最大幅1.6cmを測る。5は片側の脚部を欠損する凹基無茎鏃で、脚部の先端

は尖らず平らになっている。全長2.0cm、最大幅1.5cmを測る。6は頭部を欠損する凹基無茎鏃で、

現長1.1cm、最大幅1.7cmを測る。石材はいずれも黒耀石である。

磨石 （第68図7)

平面が棒状を呈し、 3面が比較的平坦化しているが、明確な加工は確認できない。長柚の端部は

敲打のためか、 表面が剥落している。全長11.2cm、最大幅5.5cm、器厚4.8cmを測り、石材は安山岩

である。

打製石斧（第68図8)

表面に大きく礫面を残し、 頭部からー側縁にかけて表面より粗い剥離が施されている。裏面には

剥離面を残し、刃部は裏面から剥離を施して円刃となる。形態から手斧という可能性も考えらる。

全長16.3cm、最大幅7.2cm、器厚3.3cmを測り、 石材は緑色片岩と思われる。

加工痕の有る泰lj片 （第68図 9~11)

9は剥片の端部から側縁にかけてやや粗い剥離が施され、弧状の刃部を形成する。全長6.3cm、

最大幅6.7cmを測る。10は剥片の表面頭部に剥離痕、 裏面には打面をもち、先端部の素材面がわず

かに角度を有し、刃部とした可能性が高い。全長7.1cm、最大幅4.5cmを測る。11は頭部が尖り、下

端部が大きく開くもので箆状石器に類似する。刃部と思われる下端部は角度をもち、片刃状を呈す

る。全長5.9cm、最大幅4.1cmを測る。3点ともに石材は頁岩である。

剥片 （第68図12)

12は打面を頭部にもち、 裏面に剥離面を残す縦長の剥片で、 全長8.5cm、最大幅5.5cmを測る。 他

に頁岩 • 黒耀石の剥片が、 各層よ り 少数検出されてい る。（鳥海）
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第68図 第4次調査出土石器実測図 〔先土器時代石器： 1・2. ナイフ形石器、 3.泉lj片、縄文時代石器 ：4-6. 

石鏃、7.磨石、8.打製石斧、 9-11. 加工の有る剥片、 12.剥片、(1・ 2・4・11.8区、 3・6. 9区、 5・7.4区、

8・10・ 12.5区、9.6区）〕
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第6章 小塚逍跡とその周辺の地質及び
出土黒耀石の原産地推定

第 1節 小塚遺跡（第 3次調査） の地質柱状断面にみる

火山灰層序と遺跡層準

1 . 遺跡の地質柱状断面にみる火山灰層序

芝川町西山の小塚遺跡周辺の表層地質は、同遺跡の第 3次発掘現場の地質柱状断面図（第69図）

と小塚遺跡周辺の農免道路沿いの露頭にみられる地質柱状断面図（第70図）に代表される。

この地域の表層は、約 3mの火山灰層に覆われ、その下位には古富士泥流の集塊質熔岩 (OLFm

FM-IT• I期の古富士泥流相当）がみられる。

小塚遺跡を覆う火山灰層は、鉱物組成から第69図のように上部・中部 ・下部の 3つに区分される。

A 上部火山灰層 o~v層、第69図）

上部火山灰層は、主として新富士火山起源の火山灰層からなる黒ボクの発達した現世腐植物火山

灰層で、カンラン石を主に、シソ輝石に僅かにフツウ輝石とカクセン石を伴う鉱物組成を特徴とす

るカンラン石玄武岩の火山灰層からなる。

上部火山灰層には 3 枚の降灰年代の判っている指標火山灰（第69図 • 第71図）に矢印で示した大

沢スコリヤ(0S)、カワゴ平パミス（軽石） (Kg P)、アカホヤ (Ah)・(別名、鬼界アカホヤ：

K-A h)が認められた。これらの降灰年代はc14放射性炭素14年代で、それぞれ0.25-----0. 3 X 104 
y.B.P.、0.28~0. 3Xl04y.B.P.、0.63 X 10勺.B.P.、つまり約2,500年-----3,000年前、約2,800年～

3,000年前、約6,300年前であることが知られている。したがって、縄文時代の遺跡はV層までの上

部ローム層中に埋没していることになる。

カワゴ平パミス（軽石）(Kg P)とアカホヤ (Ah)の火山ガラス（第71図）については、第69

図の地質柱状断面の43点の火山灰試料について鉱物分析をする過程で、各火山ガラスが最も集中す

る層準に⇒印を付した。地質断面の43層準から採集した火山灰試料から鉱物粒子を洗い出しプレパ

ラートに封入し、顕微鏡下で、 一定面積から検出される火山ガラスの出現頻度の代表値を第 1表に

示す。

各火山灰の特徴は次の通りである。

大沢スコリヤ (0S) 

富士山中央火口を供給源とする考えと、 寄生火山の御庭を供給源とする考えがある。本スコリヤ

の降灰主軸は南西に向き、 富士山西南麓に広く分布する。粒子は、 黒褐色の角のとれた石片を主体

とい明褐色の発泡したスコリヤ粒を含む。小塚遺跡周辺では径 1mm以下の赤茶褐色のスコリヤが、

時に径5mm程度の粒子を混えてスコリヤ層をなす。下位の縄文時代各時期の遺跡が埋没するW層の

黒色腐植土層を覆っている。
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黒色脱植土層（土色表記号7.5YR 3) 

下部の褐色ロ ームのパッチが骰在する！憂乱した土層、表土

II層 黒褐色腐植土層(7.5YR 3/1) 

下部のスコリヤが多数混入し散在

褐色スコリヤ層(7.5YR 4/4) 

宮士西麗一帯に見られるラビリ層に相当、 2500-3000年前

紐文後期～晩期の降下スコリヤ、¢,I ""以下の赤茶褐色の

スコリヤが散在時に、¢,5 •• 以上のものが混じる..且文時

代各時期の遺跡をみる下位の黒色～黒褐色の土層IVを覆う

黒色腐植土層(7.5YR2/2) 富士黒土屑，アカホヤ仙火山

ガラス("C年代6,300y. B. P. およそ6,300年前の降下）をみる．

柿文各期の遺跡を覆う、 B層に向かい黒色から栗色に漸移

黒褐色土層(7.5YR 3/2) 

紐文時代前期の諸磯a式土器～紐文時代草創期の土器片が

A・B境界部に集中、押型文土器をみる

I層

Ill層

IV層A

暗褐色ロ ーム層

下部の褐色ロ ーム層への漸移帯
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VI層 黄褐色ロ ーム層

「愛鷹ロ ーム」の休場層に相当、先土器時代の層

準で、 VI層上限付近から、細石刃やナイフ形石器

が出土、 "C年代で14,900士700y.B. P. 相当． 
, .. . ー・,_,,
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▲ △ 
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VII層 褐色スコリヤ層

¢2~3 •• の赤色で硬いスコリヤと黒灰色の軟ら

かいスコリヤが混在して集中、¢7•• 程度の硬い

石片が混じる

Vll層 暗褐色ロ ーム層

VII層のスコリヤが骰在

.. 

．
 

.. 
IX層褐色ロ ーム屑

粘土化の進んだローム層、スコリヤが骰在

0

0
 

． X層褐色ローム層古富士泥流の円礫が敵在

XI層 古富士泥流の集塊質溶岩(O!.Fm)

小塚遺跡周辺では!Om以上の厚い古富士泥流を

見かける

第69図 小塚遺跡の地質柱状断面図と遺跡層準 （……点線）

鉱物組成 1. カンラン石 2. フツウ輝石 3. シ‘ノ輝石 4. カクセン石 5. 不透明鉄鉱物

時代決定のための鍵層 OS: 大沢スコリヤ Kg p: カワゴ平軽石 Ah: アカホヤ火山灰 AT: 姶良ー丹沢火山灰

火山灰園の降灰の推定年代は、 1950年から遡るC口放射性炭素14年代で示す。

表層から3mの深さには、 Mf -II期の古富士泥流がみられる。
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c゚ml 
I層黒色腐植土層表土

II層 褐色スコリヤ層(7.5YR 4/4) 

富士西麗一帯に見られるラビリ層に相当 、 2500~3000年前

紐文後期～晩期の降下スコリヤ、 ¢3""で等粒の赤茶褐色

現世腐植質ド翠 爛 のスコ リヤ．糾文時代各時期の遺跡をみる下位の黒色～黒

火山灰層 褐色の土層を覆う

Ill層 黒色腐植土層(7.5YR 2/2) 宮士黒土層 ，アカホヤAh火山

ガラス("C年代6,300y B. P. およそ6,300年前の降下）をみる．

紐文各期の遺跡を覆う、下位に向かい黒色から栗色に漸移

IV層暗褐色土層(7.5YR 3/2) 

（栗色土層）

II ▲ 
V層 赤褐色スコリヤ層

100, 

VI層 黄褐色ローム層

「愛贋ロ ーム」の休場層に相当、先土器時代の層

準で、この層の上限付近から、細石刃やナイフ形

石器が出土する傾向がみられる．

"C年代で14.900土700y.B. P. 相当

Vil層 暗褐色帯風化した露頭ではクラックが発連する

Vll層 暗褐色ローム層

¢2 -3 •• の赤褐色で硬いスコリヤと黒灰色～黒

紫色の軟らかいスコリヤが混在、 ¢7•• 程度の硬
い石片が混在

2007 暗褐色ローム層

上部層のスコリヤが骰在

IX層 褐色スコリヤ層

黄色のアロハンの薄膜が目立つ

X層 褐色ローム層

スコリヤが敵在

XI 黒褐色スコリヤ層

V , V .... 淡黄色軽石骰在

300 

胃
XII 古富士泥流の集塊質溶岩([X_Fm)

第70図 小塚遺跡周辺の表層地質断面図 （西山ー安居山を結ぶ農免道路沿い）
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カワゴ平パミス（軽石） (Kg p) 

天城火山の寄生火山カワゴ平火口からの噴出物

で、西 • 北北西・北東の 3つの降灰削hをもつ。軽

石型のマグマ爆発に伴う繊維状ないしスポンジ状

の特異な火山ガラスを伴い、このガラスの付着し

たシソ輝石の鉱物結晶を伴う特異な軽石を主体と

した火山灰である。小塚逍跡周辺の露頭では 1mm 

以下の白い繊維状の片として、乾いた露頭で観察

されることがある。洗い出した鉱物粒子を集めて

の顕微鏡下での観察では、その特徴がよく捉えら

れる。降灰年代はCI4放射性炭素14年代で、0.28~ 

0. 3 X 10勺 B.P.、つまり2,800~3, 000年前のも

のとされる。

アカホヤ (Ah)• 鬼界アカホヤ (K-Ah)

鬼界アカホヤ (K-Ah)は、九州南海上の鬼

界カルデラを噴出i原とし、 c14放射性炭素14年代
で、およそ6,300年前に噴出した巨大火砕流堆積

物とその降下火山灰を指す。富士西麓には、偏西

風にのって火山ガラスだけが到達して、第71図の

ような姿をしている。

B. 中部火山灰層 (VI~VJ!層、第69図）

中部火山灰層には、上位に、 「愛應ローム層」で

いう休場層相当層がくる。この層は全体として、第

69図の鉱物組成、つまり 1/2を占める黒い不透明鉄

鉱物にシソ輝石を主にフツウ輝石とカクセン石を

伴う特異な組成を示し、 信州方面の火山起源とみ

られる黄褐色で柔らかなローム層からなる。これ

から下の層準には先土器時代の遺物がみられる。

VI層中位以下には、降灰年代がc14放射性炭素

14年代で2.15Xl04y.B.P.、つまり、およそ21,500 

年前に噴出したAT・姶良Tn火山灰の火山ガラ

スが集中する。これは、「愛應ローム層」の上部

ロームのニセロームにあたる。

AT火山灰の特徴は次の通りである。

姶良Tn火山灰 (AT)

姶良Tn火山灰 (AT)は、九州の鹿児島湾北

第71図 小塚遺跡の地質断面にみられる火山ガラス

〔1: カワゴ平軽石(KgP) 2: アカホヤ (Ah) 3 : 

姶良一Tn (AT)〕
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部を占める径20kmの大カルデラ姶良カルデラを噴出源

とする。一連の噴火は、まず大量の大隅降下軽石を降

らせ、つづいて水蒸気マグマの噴火による火砕流、妻

屋火砕流堆積物が嘆出し、さらに、わずかな時間間隔

をおいて入戸火砕流堆積物と呼ばれる膨大なテフラが

噴出した。姶良Tn火山灰 (AT)は主にこの火砕流

堆積物の上部を占めていた大量の火山灰が西風にのっ

て広い範囲に降ったもので東北地方まで覆う広域テフ

ラである。富士山麓では富士山の降下スコ リヤに挟ま

れた白色～黄白色のガラス質火山灰であり、ガラスの

シャボン玉が 3つ重なって厚く なった部分が残ってい

る。 c14放射性炭素14年代で、およそ23,000年前に噴
出したとされている（第71図）。

C. 下部火山灰層 (VIIl~X層、第69図）

下部火山灰層は、僅かにシソ輝石とフツウ輝石の両

輝石を伴うカンラン石玄武岩からなり、火山灰組成か

ら徐々 に古富士火山起源の火山灰層に移り変わる。こ

れらは、 「愛鷹ローム」の中部ロームに相当する。表

層から 3mの層準には古富士泥流のI1期の集塊質熔岩

(OLFm、Mf-II)がくる。

第 1表 小塚遺跡における火山ガラスの
出現頻度一覧表

（試験番号は第69図の試験番号に対応）

誤料カワ玉枠怪石 アカホヤ姶 良―丹沢

番号 (KgP) (Ah) (AT) 
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2. 遺跡の地質柱状断面にみる遺跡層準

小塚遺跡の第 3 次調査（第 1 地区） の層準は第69図のNA·NB~V層にあたる。遺物の分布は、

第69図の柱状断面図のNA~NB層の境界に集中 し出土する。遺物は縄文時代前期の諸磯 a 式から

縄文時代早期の土器がみられる。小塚遺跡の第 3次調査の遺構（住居址）は、 NB層を地表面とし、

先土器時代の層準である休場層への漸移帯にあたるV層底面まで掘り込んでいる。谷側の緩斜面の

遺跡（第2地区） は休場層への漸移帯であるV層を中心に展開しているようで、ここより縄文時代

の草創期の土器や尖頭器などの石器がみられた。（高橋）

第 2節 芝川町小塚遺跡周辺の地質

1 . 芝川町小塚遺跡周辺の羽鮒丘陵の地質

芝川町小塚遺跡から東に農免道路なりに登ると、直ぐに峠に出る。富士宮に向けて下り始めると、

そこは、広大な安居山砂利採取所が拡がる。芝川町小塚遺跡は、峠を挟んで、羽鮒丘陵の東側斜面

の富士宮市安居山砂利採取所とは対象の位置にあたる羽鮒丘陵西側斜面の麓に在る。両者は同じよ

うな地質環境にある。

芝川町小塚遺跡周辺の地質図、活断層分布と活動開始順序、安居山・沼久保付近の地質図とその
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断面図を第72図～第77図にしめす（第77図が遺跡

に近い）。

羽鮒丘陵の地質構造は、安居山砂利採取所の広

大な切り割りで観察できる。採取所の広大な切り

割りの下部には45度以上に傾いた厚い別所礫層が

認められる（第75図～第77図）。その上位を約25m

の厚さの古富士泥流が不整合に覆い、これを覆っ

て厚さ約2mの褐色風化火山灰層、最上部には厚

さ4mほどの黒色腐植質火山灰層が載っている。

駿河湾

0 5 

A: 完新世の扇状地と後背湿地

B: 火山斜面

C: 宮士山の溶岩流

D: 古富士泥流堆積物

E: 鷺の田礫層

F : 別所礫層

G: 岩淵安山岩

10km 

H: 蒲原礫層

I: 先第四系

断層名

I: 入山瀬断層

2 : 大宮断層

3 : 安居山断層

Eに］

A□目 Fにこl
B[ZJ G四〗

c[: □ Hffilli] 
D応 l璽

4 : 入山断屑

5 : 芝川断屑

6 : 松野断層

別所礫層は逆帯磁を示す岩淵安山岩の下位を占

め、蒲原丘陵の蒲原礫層、丹沢南縁の足柄層群に

相当する前期更新世の地質時代に堆積した地層で

ある（第78図）。厚い層厚 （数l OOm~1 km)礫層

と砂層が交互に重なり互層する単純な層相、つま

り、堆積の状態から して同層堆積当時、この地域

が陸に近い沈降域、すなわち、今日の富士川河口

から駿河 トラフ底のような所であったと推定され

る。羽鮒丘陵を構成するのは岩淵安山岩の下位に

くる別所礫層であり、南の星山丘陵の明星山を構

成するのは岩淵安山岩の流出後に堆積した鷺の田

礫層であることに留意したい（第74図～第77図）。

この地点での地形 ・地質の観察からは、別所礫層

第72図 富士山南西麓地域の地質と活断層図
（山崎、 1992)

堆積後の隆起運動史や丘陵の縁を限る安居山断層等の活動の様子を時代をおって復元する ことがで

きる。

2. 羽鮒丘陵 • 星山丘陵に分布する別所礫層の層序・地質構造

富士山南西麓の羽鮒丘陵• 星山丘陵• 蒲原丘陵地域は駿河 トラフ

から内陸に延びるプレート境界域の一部に当たり、プレー トの沈み

込みに伴う膨大な砂礫や砂泥の堆積と隆起が繰り返されてきた地域

である。

山崎は (1984) は 、 羽鮒丘陵 • 星山丘陵に分布する別所礫層の層

序 ・地質構造について次のような指摘をしている。

別所礫層 （津屋、 1940) は、 富士川東岸の羽鮒丘陵 • 星山丘陵の

下部を構成する、礫層を主体とする厚い第四紀層である。従来、本

層は富士川河岸において岩淵安山岩類を不整合に覆うこと、また、 第73図 富士山南西麓地域の

古富士泥流堆積物に不整合に覆われることから、富士川西岸の蒲原 活断層の活動開始時期
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丘陵上に分布する競の田礫層にあたると

され、中部更新統と考えられてきた。しか

し、蒲原丘陵の翌の田礫層が層厚200m

で層理の乏しい扇状地性の礫層からな

り、変形が余り激しくないのに対し、別

所礫層は層厚l,000m以上で、砂の薄層

を挟み層理の明瞭な中礫～巨礫主体の礫

層で、最大傾斜60度以上の激しい変形を

受けており、両者は異質のものであると

の考えがあった。

山崎 (1989)は、このような観点から

地質調査の結果、従来の別所礫層は、

1. 蒲原丘陵の鷺の田礫層に対比され中

部更新統と、

2. 岩淵安山岩類中に挟まる下部更新統

凡例説明

I: 沖ffl屑

2 : SW5  溶岩

3 : SSW 2溶岩

4: S SW3溶岩

5: SW I 溶岩

6 : 泥流IV

7: 泥流Ill

R : 泥流II

9 : 泥流 l

I O : 泥流 I'

I I: 慧ノ田茂層

I 2 : 別所礫隋

I 3 : 岩淵安山岩類

：宮士川隋群

断隔

F I : 芝川

F 2 : 安居山

F 3 : 大宮

F 4 : 松野

Ho 

三一三~d~
1km 

に区分されるという。

前者は、羽鮒丘陵南部に岩淵安山岩類 第74図羽鮒丘陵•星山丘陵の地質図 （山崎、 1989 )

を不整合に覆って分布する（第74図）。富士川河岸の地質図（第74図）のA地点には本層の最下部

が露出し、植物化石を含む砂泥層が上方に粗粒化し礫層に漸移する様子が認められる。砂泥層中に

Legend 1□ 2匿 3□ 4□ 5圏 6□ 7言

8置 9□ 10コ 11二 12二 13釦 14圃 15-----

は数枚のガラス質火山灰が認められ、その中の一つは蒲原丘陵の鷺の田礫その最下部の足ケ久保植

物化石層中のガラス質火山灰と

同一層であることを指摘してい

る。

後者は羽鮒丘陵 • 星山丘陵に

広く分布し、従来別所礫層と呼

ばれてきたものの大部分を占め

る。山崎 (1989)は、以下これ

を別所礫層と呼び、岩淵安山岩

類中に挟まる下部更新統と再定

義している。本層の上部と下部

には厚さ数十mの泥岩層～シル

ト層が存在する。特に、上部の

泥岩層中には降下軽石層や海い

火砕流等が挟まれる。下部の泥

岩層は岩淵安山岩類を覆い、上

部泥岩層は岩淵安山岩類と交指

d w 

゜
2km 

Joom Ed' 

窯士山

Om 

¥OOm 

第75図 羽鮒丘陵中部の東西方向の地質断面図 (d-d')

e
 
SW 

JOO 100 

芝川断層

゜
2km 

第76図 羽鮒丘陵南部の北東ー南西方向の地質断面図 (e-e')
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するので、別所礫層は岩淵火山の活動

期間中に堆積したものであるとしてい

る。

f w 
300 

羽鮒丘陵 E
 

f' 
300m 

200 

蒲原丘陵内の別所礫層は堆積盆の縁 100-

辺に見られる層相を見せるが、 富士川

左岸地域の羽鮒丘陵• 星山丘陵では層

厚が著しく増大し、激しい沈降域の堆 0 2km 

積物と考えられる。一方、蒲原丘陵南 第77図羽鮒丘陵南部の東西方向の地質断面図 (f-f')

部には岩淵安山岩類の下位に、沈降域の堆積物である蒲原礫層が整合に分布する。このことは、前

期更新世の岩淵火山の活動期に南から北へ、砂礫の堆積場所である沈降盆が移動したと考える根拠

100 

を示している。また、 富士川を挟んで別所礫層と鷺の田礫層の構造が大きく 異なることから、 富士

川沿いに断層「松野断層」 の存在が推定されている。

次に遺跡周辺の丘陵を構成する地層の特徴について述べる。

古富士泥流

洪積世末（約8万年前）に、古富士火山は、現在の富士火山の中心付近から、玄武岩質の熔岩の

岩塊や火山砂 • 火山灰及びその混合物からなる集塊質泥流「古富士泥流」を大量に噴出した。その

大部分は新富士火山の熔岩に覆われるが、富士山南西麓の猪ノ頭 • 白糸• 田貫湖・元村山で露出し

羽鮒丘陵と星山丘陵を覆う。古富士火山の集塊質泥流の特徴は、カ ンラン石を主にフツウ輝石・シ

ソ輝石を伴うカンラン石玄武岩からなる。岩相は、玄武岩の火山角礫と火山灰が混在した凝灰角礫

岩で、黒褐色を帯び、固く締まり、不透水性である。

鷺の田礫層

熟の田礫層は、蒲原礫層から引き続く堆積物で、蒲原礫層は下部蒲原礫層、鷺の田礫層は上部蒲

原礫層に相当し、両者の間には著しい時代のギャップは認められない。この一連の堆積物を蒲原礫

層と鷺の田礫層に二分したのは、岩淵火山群の輝石安山岩の活動である。従って、蒲原礫層の上部

と鷺の田礫層の下部の間には、岩淵火山の噴出した火山灰が、凝灰質シルト層として、 10m内外の

厚さに堆積している。

両礫層の堆積環境は、岩淵火山群の活動で大きく変わった。すなわち、蒲原礫層の堆積環境は今

日の富士川河口から駿河 トラフ底のような所、古駿河湾奥部に開いていたが、鷺の田礫層は、岩淵

群火山列によって仕切られた内湾性の堆積環境にあったので、両礫層の層相の変化には不連続が見

られ、礫の堆積の様子が異なる。

両礫層の堆積環境の変化は、蒲原礫層上部の凝灰質シルト層に含まれる化石が、外洋性の貝類か

らしだいに内湾砂泥底性の貝化石や木の葉等の化石へと移り変わってくることからも知られる。

富士宮ー蒲原地域の羽鮒丘陵、 星山丘陵、蒲原の丘陵地を構成する古期第四系は、熔岩及び火山

角礫岩からなる岩淵安山岩類を挟んでその下位の蒲原礫（岩） 層 （南部） ・別所礫層 （北部）と上

位の鷺の田礫層に分けられる。別所礫層上部と懲の田礫層中の 2層準に海成シルト層が発達してい

るが、これらの層準は産出する化石等から温暖期（海水準の上昇期）にあたると考えられている。
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植物化石からは懲の田礫層最上部にはもう一つの温暖期の層準

があると推定されている。古地磁気の極性は第78図に示された

傾向にあるとされ、下位の層準ほど偏角が北または南から反時

計廻りに大きくずれている。この現象は伊豆半島の衝突の影響

と考えられている。逆帯磁を示す松山ープリュンヌ境界は岩淵

安山岩類上部の層準にあると考えられている。挟在するガラス

質火山灰層は、第78図のように房総半島上総層群中のテフラに

対比される可能性が高い。

別所礫層

別所礫層の走向・傾斜はN40~45° W、 40~50° SWを示す。

礫相は、淡黄褐色～淡青緑色の固く締まった礫層で、下部は岩淵

火山の火山活動の影響を受けて灰白色でより締まって見える。

礫層を構成する礫は、 ¢15cm以上の中礫～大礫で、 層理が発

達している。上部ほど¢30cm以上の中礫～巨礫に移り変わる傾

向がみられる。礫質は富士川谷上流域に分布する地質を反映し、
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は房粉半島の笠森層、長南層にみられるガラス質火山

灰に対比される と考えられている＂

第78図羽鮒丘陵周辺、富士宮一

蒲原地域の第四系の層序図

頁岩 •砂岩 ・硬砂岩 ・チャート・ 安山岩 ・ 玄武岩 ・凝灰角礫岩 ・輝緑凝灰岩 ・輝岩ひん岩•花岡岩・

石英閃緑岩などからなる。

稗久保の北西には、森山火山の円頂丘が存在する。割れ目噴火したとみられ、玄武岩質熔岩から

なり、岩淵火山活動サイクルの初期を表す重要な証拠でもある。

アズキ火山灰

関西• 関東のアズキ• Ku6c (第78図）テフラは、 いずれも松山ープリュンヌ地磁気境界のすぐ

下位にあって、間氷期を示す高水温相の海成層 (Ma3-300万年前）の下部を占める。その噴出年

代の測定値は0.87~1 Maー約87~100万年前とされている 。

このことは、津屋 (1968)が蒲原礫層、岩淵安山岩層の上部に定義した別所礫層の中には岩淵安

山岩層が松山ーブリュンヌ地磁気境界を含むと考えられていることからして、岩淵安山岩層に挟ま

れるか、その下位に位置する、つまり、津屋 (1968)のいう蒲原礫層には相当する別所礫相当が存

在するという考え方を支持している。

本層は第四紀前期末の第一級の指標テフラであり、別所礫層が第四紀前期末に堆積したことを示

している。

本層は曲ーアズキ (Mg-Az)テフラとも呼ばれ、広く近畿地方から東海地方を経て南関東まで

追跡されている。曲ーアズキ (Mg-Az)テフラは、大分市大分川右岸の曲において、 厚さ2m強

の降下軽石とそれを覆う 6~7mの火砕流堆積物として出現する 。 供給火山は曲から数10km以上離

れているとみられ、阿蘇火山に属する火山起源であるかもしれないと言われている。アズキ火山灰

の岩石記載的特徴は輝石デイサイト質の火山灰で、淡褐色の軽石型とバプル型火山ガラスを主体と

し、両者はほぼ等量ずつ占める。斑晶鉱物は乏しいのが特徴である。（高橋）
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第 3節 小塚遺跡（第 3次調査）出土の黒耀石石器・

1 . 遺跡出土の黒耀石石器• 石片の原石産地推定の概略

A 分析の目的

石片の原石産地の推定

辿跡出土の黒耀石石器 • 石片がどこの黒耀石原石産地から搬人されたものかを推定する。

B. 推定の方法

a. 遺跡出土の黒耀石石器• 石片について EDSによる質董分析を行う。

電子顕微鏡 (SEM)を使ったエネルギー分散型マイクロアナライザー (EDS)分析による化

学組成の分析値のスペクトル化、図化、これに基づく計算をコンビュータで解析し、各黒耀石試料

について化学組成を主要8構成元素の酸化物 (Na20MgO AlzOa Si02釦 0CaO Ti02 FeO) 

の百分率で示す。

各黒耀石石器 ・石片の分析値を、 一覧表で提示する。

試料の分析は非破壊で行う。

b. 分析値に基づき黒耀石石器• 石片の原石産地の推定を行う。

分析値に基づく黒耀石石器 ・石片の原石産地を推定するために、 著者（高橋）が長年の研究成果

で得られた各原石産地の黒耀石の化学組成と、遺跡出土黒耀石の化学組成を比較する。比較には、西

田史朗氏が火山ガラスの同定のために開発したVA I S (Volcanic Ash Identification System) 

を使い、 ID-value(類似度）を求めこれを数値で示す。この数値を根拠に産地推定を行い具体的

な原石産地を示す。

これは同定しようとする黒耀石石器 ・石片と原石産地の黒耀石の主要構成元素の組成をそれぞれ

の元素について比較し、それらの差の和を ID-valueとして表現したもので、 類似の程度が高い

はど小さ く現れる。 したがって、この値をみることで原石産地推定の目安が得られ、次いで各元素

ごとの比較、あるいは散布図による測定値の散らばり傾向の検討を重ねて、 最終的な推定を下す。

2. 遺跡出土の黒耀石の原石産地推定の意義

物の流通は人の交流を介して、近隣地域の政治・ 経済 ・文化に深い関わりをもたらす。このこと

は先史時代についても同じである。 しかし、どのよ うな関わり合いがあるかは、 歴史時代のように

は把握できず、残された断片的な遺物を通してのみ情報が得られる。石器の材料となった黒耀石の

原石産地は、地質学的に特定の地域に限られる。したがって、黒耀石の原石産地ー石器加工地ー消

費地の流れを知るこ とができれば、 上記の情報の一端が得られることになる。このような、産地分

析は石器のみならず考古遺物全般について、さまざまな手法を用いて盛んに行われるよ うになって

きている。筆者は芝川町小塚遺跡の第 3次調査から出土した黒耀石の原産地を、エネルギー分散型

マイクロアナライザー CEDS)分析による化学組成の比較と晶子形態の特徴から明らかにしょう

と考え、近隣の黒耀石産地と して知 られる信州各地・ 浅間山付近・ 箱根周辺 • 伊豆半島各地• 伊豆
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七島各地の黒耀石とともに逍跡から出土した黒耀石石片を分析し、 一応の結果を得た。

黒耀石原石産地の推定は、 主要元素組成のみで行い、同じ試料について晶子形態の特徴から独自

に産地を推定し、最終的には元素組成を主に、晶子形態を従にして考察する。

3. 研究の過程

伊豆半島やその周辺等の辿跡から出土する石器の原石産地を推定しょうとして、 筆者は原産地の

可能性をもつ信州各地・浅間山付近・ 箱根周辺 • 伊豆半島各地• 伊豆七島各地の黒耀石の岩石学的

特徴を記載した。そこでは色調・組織類型・斑晶・微小鉱物・屈折率とともに晶子形態が調べられ

た。そして晶子形態が、原産地によってかなり特徴的な差異を示すことを明らかにした。

さらに筆者は先の研究をふまえて伊豆半島から出土する石器の多くは伊豆七島神津島系であろう

と推定し、神津島産黒耀石について上記の顕微鏡観察に加え、 EDS分析による主要構成元素の組

成を報告した。

本報告では、上記の報告で扱った黒耀石原石と芝川町小塚遺跡（第 3次調査）から出土した黒糀

石石片をEDS分析し、 主要構成元素の組成からみた黒耀石の原石産地の推定を行う。

4. 供試資料

黒耀石原石と して分析した試料の産地と化学組成の記載は、第2表に示されている。今回示した

ものには、浅間山周辺に産出する黒耀石の分析結果が付け加わっている（第79図）。

5. 分析の方法

試料の調整ー原石産地から採取あるいは遺跡から出土した黒耀石の小片を、肉眼でかろうじて認

められる程度に砕き（ただし、今回の測定では、試料は非破壊で行う）、実体顕微鏡下で、電子顕

微鏡の試料台に載せる。この固定には両面テープの小片を用いるが、分析に際しては真空中に置か

れ、さらに電子線の照射を浴びて加熱されるので、できるだけガス発生の少ないものを選ばなくて

はならない。電子顕微鏡下では、汚染のない面をだし、できるだけ凹凸の少ない面をつかう。 一個

の試料台に 1つの試料をのせる。 EDS分析する際に生ずる、様々な難点を避け、できるだけ平均

化した測定結果を得ようと努めている。

測定の条件ーEDS分析は HITACHI-X650走査電子顕微鏡に Kevex-7000 Qエネルギー分散

型スペク トロメーターを組み合わせたシステムで、ミニコンピュータで定量計算される。分析の条

件は次の通りである。

加圧電圧 20kV

75μsA 

200μsA 

フィラメント電流

照射電流

分析倍率 1000倍でスポッ ト分析

測定カウント 500KI/全チャンネル

この分析の条件は、分析元素の種類と定量計算の標準試料とともに固定されている。これらの分
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析パラメターは充分な予備実験の上で設定されたもので、大きく変えることは

比較する上で好ましくない。

連の蓄積データと

X線の取込みは走査電子顕微鏡下で、表面汚染のない新鮮な破断面を選んで電子ビームを照射す

る。多くの場合上の条件で 1スペクトラムの獲得に300秒程度を要している。黒耀石中の特定元素
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第79図 黒耀石原石の採集位置略図
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元素 I標準 物 質 I当該酸化物の重量(%)I の偏析は予備実験ではそれほどの有為差を示さな

N a I A S AM A 71803 

Mg J B-2 
..... ......... 

Al J A-1 

S i I Brajil guartz 

4. 54 
------
4. 76 
...... 

15. 50 
......... 

100.00 

い 。 それよりも斑晶• 微晶部分を避け、ガラス部

分を確認することが大切である。

K J G-1 3. 95 --・+------・ ―争一● ..............  ・~ • ~ ● ● ..............  —• ● 一● ● 一● ● 一● ● ..  . 

Ca J A-1 5. 89 

EDS分析の精度として、組成比で0.05%程度

が実用限界で、この限りでは黒耀石や火山ガラ ス

に一般的に含まれる構成元素は、 Na·Mg• Al • 

Si · K• Ca• Ti• Feの 8種類であることを予備

実験か ら見出した。このうちMgとTiは非常に

微量なことがあるが、 今回の分析ではこの 8元素

T i Waka pure G I --F- -~-- h・人二i----------- 98. 50 
........ 

5. 08 

第 2表 原石産地の黒耀石の化学組成一覧表 （主要8構成元素の酸化物の百分率で示す）

原 石 産 地 Na20 靱O Al203 Si02 K20 CaO Ti02 FeO 

1/東餅屋 3. 93 1. 09 10. 92 78. 38 3. 63 0. 89 0. 09 0. 10 

2/和田峠 4. 09 1. 01 11. 15 78. 81 3. 37 0. 71 0. 04 0. 84 

和 3/ トンネ ル南下 4. 12 0. 87 11. 22 78. 52 3. 7 4 0. 75 0. 05 1. 02 

4/砕石場 3. 96 1. 04 10. 89 78. 69 3. 75 0. 81 0. 05 0.82 

田 5/和田山 4. 32 1. 27 11. 14 78. 32 3. 52 0. 7 4 0. 06 0. 65 

6/男女倉 4. 35 l. 4 7 11. 23 78. 00 3. 17 0. 96 0. 12 0. 70 

峠 7/星ケ台 4. 86 1. 54 11. 36 77. 80 3. 09 0. 77 0. 14 0. 45 

8/星ケ塔 4. 55 1. 16 11. 12 78. 70 2. 84 0. 82 0. 11 0. 70 

系 9/丁子沢 4. 32 1.11 11. 16 78. 70 3. 35 0. 63 0. 08 0. 68 

10/水月公園 4. 90 1. 38 11. 56 77. 91 2. 84 0. 76 0. 12 0. 55 

11/星糞峠 5. 79 1. 73 13. 84 72. 57 2. 46 2. 34 0. 26 1. 02 

12/冷山 4. 29 l. 08 11. 03 78. 69 2. 90 0. 97 0. 12 0. 95 

蓼 13/渋ノ湯 3. 04 0. 69 10. 54 79. 88 3. 18 1. 25 0. 14 1. 30 

科 14/麦草峠 4. 22 1. 00 11. 03 78. 70 2. 98 0. 97 0. 11 0. 98 

系 15/大石川支流 3. 78 1. 01 10. 95 79. 06 2. 94 l. 02 0. 13 1. 10 

16/ 浮L豆員 4. 51 0. 97 12. 71 76. 98 1. 60 1. 45 0. 25 1. 52 

浅 17/大窪沢 3. 54 1. 14 11. 14 77. 28 2. 15 2. 12 0. 25 2. 38 

間 18/千ケ滝 3. 26 1. 14 11. 60 77. 25 2. 01 2. 24 0. 26 2. 25 

箱 19/芦ノ湯 4. 49 2. 25 12. 50 69. 29 0. 61 4. 52 0. 46 6. 01 

根 20/畑宿 4. 37 1. 57 10. 81 77. 29 1. 02 2. 17 0. 19 2. 60 

系 21/鍛冶屋 4. 96 1. 40 11. 08 76. 96 1. 27 1. 99 0. 12 2. 22 

伊 22/上多賀 4. 85 1. 32 10. 85 78. 09 1. 43 1. 71 0. 12 1. 64 

豆 23/柏峠 4. 02 1. 33 10. 68 78. 27 1. 86 1. 95 0. 16 1. 7 4 

系 24/大賀茂 4. 63 1. 39 11. 40 77. 25 2. 27 1. 43 0. 13 1. 51 

伊 25/新島 4. 04 l. 06 11. 11 79. 29 2. 63 0. 93 0. 10 0. 84 

豆 26/恩馳島 3. 12 0. 76 10. 49 80. 80 2. 69 1. 20 0. 11 0. 81 

七 27/高処山 4. 38 1. 23 11. 06 78. 88 2. 58 0. 95 0. 09 0. 83 

島 28/砂糠崎 2. 88 0. 77 10. 60 81. 14 2. 77 1. 02 0. 09 0. 76 

系 29/澤尻湾 3. 64 0. 95 10. 57 80. 44 2. 7 4 0. 95 0. 11 0. 60 
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を対象とする。定量計算はKevexQantx version 3. 2Hにより上記の標準試料を用いて行う。

分析結果はZAF補正のうえ、酸化物の重量パーセントで示した。酸化物の形で表現したのは、

黒耀石の岩石学的特徴を知り、黒耀石を放出した火山活動の特徴に将来近づこうとすることにある。

Feについては、 totalFeをFeOとして示した。各試料について、 黒耀石片10個のそれぞれの 1

点についてEDS分析する。黒耀石に含まれる印0についても考慮されるべきであるが、 8元素

の相対比で示す限り、試料間の差異は少なく、目下のところ問題にならない。

対象元素を8元素に固定し、酸化物として組成比で表現することは、結果の安定さを生み、比較

が容易になる。したがって、このEDSによる結果のみで、以下に示すように、かなり的確な判断

を下すことができる。

第 3表 小塚遺跡（第 3 次調査）出土黒耀石石器•石片の化学組成と原石産地一覧表

No. 試料番号 Na20 MgO Al20a Si02 K20 CaO Ti02 FeO ID-val 原石 産 地
1 SIK0-01 2. 84 0. 48 10. 04 77. 63 2. 60 2. 15 0. 21 4. 05 0. 793 KASI-B5 柏 峠

2 SIK0-02 2. 89 0. 39 9. 64 80.47 4. 72 0. 74 0. 07 1. 08 0. 591 CYOJ-Cl 丁子沢

3 SIK0-03 2. 76 0. 48 9. 58 80. 40 4. 71 0. 84 0. 08 1. 15 0. 529 HOTO-Al • 星ケ塔
4 SIK0-04 2. 63 0. 02 9. 47 80. 63 4. 96 0. 78 0. 11 1. 39 18. 625 KASI-B5 : 柏 峠

5 SIK0-05 2. 79 0. 39 9. 12 79. 39 2. 56 2. 57 0. 17 2. 99 0. 621 KASI-D2 : 柏峠

6 SIK0-06 2. 71 0. 20 9. 69 81. 25 4. 72 0. 66 0. 03 0. 73 3. 054 CYOJ-Cl : 丁子沢

7 SIK0-07 1. 06 1. 34 5. 46 84. 62 1. 32 0. 23 0. 26 5. 75 6. 969 SANK-2P : 砂糠崎

8 SIK0-08 2. 66 0. 32 9. 99 79. 36 4. 53 0. 84 0. 13 2. 18 1. 425 HOTO-Gl : 星ケ塔， SIK0-09 2. 79 0. 35 9. 84 79. 78 4. 75 0. 85 0. 08 l. 55 1. 027 HOTO-Al ! 星ケ塔
10 SIK0-10 2. 72 0. 45 9. 71 79. 50 5. 33 0. 91 0. 05 1. 34 1. 382 HOTO-Al : 星ケ塔

11 SIK0-11 2. 89 0. 68 10. 06 78. 62 5. 28 0. 52 0. 12 1. 83 1. 598 HOTO-Bl : 星ケ塔

12 SIK0-12 2. 89 0. 56 9. 93 79. 67 4. 60 0. 77 0. 12 1. 48 1. 092 HOT0-81 I星ケ塔
13 SIK0-13 2. 94 0. 33 9. 85 79. 78 4. 69 0. 79 0. 09 1. 53 0.970 HOTO-Gl ; 星ケ塔

14 SIK0-14 2. 66 0. 28 9. 54 80. 50 4. 77 0. 85 0. 07 1. 34 1. 097 CYOJ-Cl ; 丁子沢

15 SIK0-15 2. 82 0. 45 9. 73 75. 95 1. 72 2. 91 0. 33 6. 09 1. 173 HATA-C6A 灯冊 宿

16 SIK0-16 3. 13 0. 46 9. 26 78. 01 1. 32 3. 03 0. 25 4. 54 0. 659 HATA-C6A 灯I 宿

17 SIK0-17 2. 70 0. 34 9. 69 80. 00 4. 67 0. 84 0. 08 1. 68 1. 070 HOTO-Al 星ケ塔

18 SIK0-18 2. 71 0. 31 9. 70 80. 12 4. 69 0. 77 0. 08 1. 63 1. 155 CYOJ-Cl 丁子沢

19 SIK0-19 3. 73 0. 61 9. 56 76. 41 1. 64 2. 69 0. 25 5. 11 1. 000 HATA-C4A 吹冊 宿

20 SIK0-20 3. 17 0. 54 9. 68 76. 50 l. 50 2. 78 0. 30 5. 55 1. 060 HATA-C4A 灯8l 宿

21 SIK0-21 3. 02 0. 43 9. 45 77. 26 1. 37 2. 80 0. 28 5.40 0. 943 HATA-C6A 畑 宿

22 SIK0-22 3. 14 0. 64 9. 43 78. 47 1. 32 2. 78 0. 23 3. 65 0. 503 HATA-ClA ; 畑宿

23 SIK0-23 2. 86 0. 30 10. 96 72. 74 1. 33 2. 68 0. 51 8. 62 2. 098 HATA-C6A ; 畑宿

24 SIK0-24 3. 11 0. 43 10. 35 75. 00 l. 45 2. 75 0. 34 6. 59 1. 300 HATA-C6A : 畑宿

25 SIK0-25 3. 16 0.47 9. 10 78. 77 1. 37 2. 91 0. 24 3. 97 0.535 HATA-C6A : 畑 宿

26 SIK0-26 3. 08 0. 36 9. 11 78. 77 1. 39 2.87 0. 25 4. 17 0.873 HATA-C6A : 灯冊 宿

27 SIK0-27 2. 89 0. 07 10. 12 74. 27 l. 27 3. 02 0. 49 7. 86 6.041 KASI-B5 ! 柏 峠
28 SIK0-28 3. 06 0. 48 9. 05 78. 59 l. 39 3. 00 0. 26 4. 14 0. 694 HATA-C6A 灰圃 宿

29 SIK0-29 2. 78 0. 57 9. 02 79. 73 2.43 2. 63 0. 18 2. 65 0.390 KASI-B6 柏 峠

30 SIK0-30 3. 11 0. 26 9. 89 76. 37 1. 27 2. 78 0. 32 6.00 1. 7 45 HATA-C6A 丈IB 宿

31 SIK0-31 3. 72 0. 97 10. 96 77. 76 3. 80 0. 86 0. 15 l. 79 0. 749 WAHI-B2 東餅屋

32 SIK0-32 3. 41 0. 88 9. 90 80. 19 3. 00 1. 27 0. 16 1. 19 0. 398 OISI-D3 : 大石川

33 SIK0-33 2. 57 0. 04 9. 45 81. 24 3. 45 1. 38 0. 10 1. 78 9. 182 ONBR-1 : 恩馳島

34 SIK0-34 2. 40 0. 13 9. 33 80. 63 5. 06 0. 87 0. 07 1. 54 2. 876 CYOJ-Cl ； ; 丁子沢
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測定結果の処理の過程で、次のことを行う。試料毎の測定値について最高値 (Maximum)、最低

値(Minimum)、変動範囲(Range)、平均値(Mean)、平方和(Sunof square)、分散(Variance)

と標準偏差 (Standarddevition)を求める。SiOバこついてその標準偏差がおおよそ1.0を越す試

料については、単純な試料とは考えられない場合があり、検討を要する。本報告ではそれぞれの試

料について、分析した 8元素の構成比の平均値のみを示す（第 2表）。

また多くの試料については、次の組み合わせの測定値の散布図を作製し、平均値のみでは比較し

にくい点を区別するのに役立てる。Si02/Na20, Si02/ MgO, Si02/ Al20a , Si02/KzO, 

Si02 / CaO , Si02 / Ti02 , Si02 / FeO , Si02 /FeO+ MgO , Si02 /Na20十応0,E: 四／

MgO, K幻/CaOの11の組み合わせから、類似した元素組成を示す黒腕石を区別することができ

る。

6. 分析の結果

黒耀石の動きを述べる前に、まず、測定試料の遺跡への搬入時期を特定しておく必要がある。そ

こで、次の 2つの方法で、この点を検討した。

A 随伴する土器片の製作年代と測定試料の遺跡への搬入時期

黒耀石の測定試料が埋没していた竪穴住居址は、第69図に点線で図化したように、芝川町小塚遺

跡第 3次調査時の表層地質柱状断面のIVB層の黒褐色土層 (7.5YR 3/2)の中位の層準を地表と

し、これからV層の暗褐色ローム層、つまり、下部の黄褐色ローム層であり、先土器時代の最上位の

層準である休場層への漸移帯の下限まで掘り込んでおり、この竪穴住居址の埋没土から黒耀石の測

定試料が出土している。当時の地表とおもわれるIVA・IVB層の境界及び埋没土からは、縄文時代

前期の諸磯a式土器～縄文時代早期の土器片が集中するのがみられる。このことから、土器片と共

に出土する黒耀石の石器・石片試料は、縄文時代前期～早期にこの逍跡に搬入されたものと考える。

B. 小塚遺跡を覆う火山灰層から特定される測定試料の遺跡への搬入時期

黒耀石の石器•石片試料が搬入された時期を解くもう一つの鍵は、遺跡の表層地質を構成する広

域火山灰にある。鉱物分析を各火山灰層について試み、各火山灰層の給源火山を特定し、広域火山

灰層の増減を明らかする必要があったのもこのためで、検討の結果は上記Aと矛盾しない。

つまり、第69図に示すように、黒耀石の石器• 石片試料が埋没していた竪穴住居址（点線で記入）

の層準が、約6,300年前に南九州の洋上の鬼界カルデラから噴出した広域火山灰： Ahアカホヤ火

山ガラスを下限とする三枚の指標火山灰に順序よく覆われ、 一方、竪穴住居址の底面が第69図のよ

うに、先土器時代の層準である IV層の休場層 (CI~放射性炭素14年代で14,900土700y.B.P.)の最

上位の層準、つまり、約 1万年前後の層準に達し、少なくとも約 1万年以降に降った火山灰層を掘

り込んだ竪穴住居址の埋没土中に分析試料が分散していることから、竪穴住居址への黒耀石の搬入

時期を、 6, 300年前以前~1 万年前以降の縄文時代前期～草創期と考えても大きな矛盾はない。

竪穴住居址を覆う三枚の指標火山灰は、第69図～第70図に示したように、上部を富士西麓一帯に

約2,500~3,000年前の縄文時代後期～晩期に降灰した新富士火山起源の大沢スコリヤ (0 S)に覆

われること、大沢スコリヤ (0S) 下限には約2,800~3,000年前に降灰した天城火山起源のカワゴ
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平パミス（軽石）の火山ガラスが集

中して見られること、さらに、竪穴住

居址の地表面IVB層の黒褐色土層の

層準には約6,300年前に降下した鬼

界カルデラ起源の広域火山ガラス：

Ahアカホヤ火山ガラスが集中し、

小塚逍跡を覆っていることを示す。

C. 黒耀石の原石産地の分布から

みた縄文時代前期～早期の交易

分析の結果を第 3表～第 4表と第

80図に示す。信州系が44.1%、大部

分が和田峠付近の原石で占められ

る。地元の北伊豆周辺のものは50%、

その中、箱根系の畑宿が35.3%、伊

豆系の柏峠が14.7%を占める結果を

得た。伊豆七島神津島系の砂糠崎と

第4表 小塚遺跡（第 3 次調査）出土黒耀石石器•石片の
原石産地一覧表

地域 黒耀石の原石産地 個数 地点計 地域計 個数（％）

訓 1-B2; 東餅屋 1 1 

信 小I、| CHOJ-Cl I丁子沢 5 5 
叩!OTO-Al 直 ケ塔 4 14 41. 2% 

和田峠系 HOTO-B1 : 2 

HOTO-Gl : 2 8 

信 州 OISI-D3 ; 大石川 1 1 1 2. 9% 

蓼 科系
： 
： 

HATA-Clい畑宿 1 

箱根系 HATA-C4A: 2 

HATA-C6A: ， 12 12 35. 3% 
KASI-B5 ; 柏峠 3 

伊 豆 系 KASI-B6 : 1 

KASI-D2 : ， 1 5 5 14. 7% 

伊豆七島系 SANK-2P ; 砂糠崎 1 

神 津 島 ONBR-1 ：恩馳島 1 2 2 5. 9% 

恩馳島の黒耀石が識別されたことは注目に値す

る結果を得た。

32点という少数の試料分析結果でも、黒耀石

石器•石片の原石が、信州系と地元の箱根• 伊

豆系が互いに約50%と相半ばし、 一方に偏らな

かったことは、 1.8万年前のウルム氷期の極相

を過ぎて縄文海進を伴いしだいに温暖化に向

かったこの時期、縄文時代前期～早期は、人的

交流 • 南北交易が盛んに行われた時代であった

ことを示していると考える。

現に、小塚遺跡から出土した石核には、舟底

形石核がみられ、 この形態は日本海に面した北

陸を中心とした北方文化圏に個有なものである

ことからしても、 富士川谷を経由しての北から

の交易が盛んであったことを裏付けるものと考

える。一方、各 1点ではあるが、伊豆七島神津

島系の砂糠崎と恩馳島の黒耀石が識別されたこ

とは、第81図の愛鷹火山南麓の先土器時代の上

限の層準である休場層 (c14放射性炭素年代で

14,900士700y.B.P.)より下位の先土器時代の

．） 

(
 

ノー．ヽ
l

ー

,＇
・
 

0 30km 
, • •, I 

a 
伊豆大島

゜
圧゚

神津島系／ ペJ.J, 神津島
恩馳島:....ノ砂禎崎

。第80図 小塚遺跡（第 3次調査）出土黒耀石石器・

石片の原石産地位置図
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各層準の遺跡にみる黒耀石の原石産地の動きの傾向を引き継ぐものであると考え、少なくとも第81

図の休場層上部に始まる黒耀石の海上交易は、芝川町小塚遺跡の展開した縄文時代の前期～草創期

にはすでに、 富士川谷を経た日本海側の北方文化圏との南北交易にまで拡がっていたのではないか

との推測を可能にする。（高橋）
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愛鷹山南麓地域の標準土層柱状図

柱状図の説明

1表土、2黒色土層、 3黄褐色土層、4栗色土層 (KU)、5:富士黒土層 (FB)、5'-6: 漸移層、 7-

9 : 休場層 (YL)、7:Y LU、8:Y LM、9:Y LL、10:第 1スコリヤ帯 (Sc I)、11:第 I黒色帯 (BB

I)、12:ニセローム (NL)、13:第II黒色帯 (BBII)、14:第2スコリヤ帯 (Sell)、15:第III黒色帯 (BB 

ill)、16-22:第 3スコリヤ帯 (SC ill)、23:第IV黒色帯 (BBIV) 24-27b: 第4スコリヤ帯 csc IV) 27C: 第
V黒色帯 (BB V)、■：遺物包含層

第81図 愛限山南麓の先土器～縄文時代遺跡群出土黒耀石遺物の原石産地の推移図
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第7章考察

第 1節遺構に関する考察

第3次調査では、第 1地区より竪穴住居址21Hと陥し穴1基が、 第2地区では焼土とそれに伴う

石器製造址111叶が発見され、第4次調査では集石遺構が 1基確認された。また、・第 3次調査の第 1

地区からは従前の先土器時代の遺物包含層 （第 1文化層）の下層より新たに遺物包含層が確認され

た（第2文化層）。

A 住居址について

竪穴住居址は小塚遺跡において初めて検出され、共に住居址内から出土した土器により、縄文時

代前期の後半の住居址と判明した。住居址は緩傾斜面に構築され、 第4層下部から第 6層を若干掘

り込んでいた。平面形は共に不整な円形を呈し、緩傾斜地に構築されたため、斜面の下方にあたる

西側の壁は第 1住居址では消失し、第2住居址では僅かに残存していた。周溝は検出されず、柱穴

は第 1住居址で 4本、第 2住居址で16本、その内 6本は重複あるいは接した状態で検出された。炉

址は共に木の根により撹乱されて明確性を欠くが、住居址の中央から北東側と北側にそれぞれ位置

していたと思われ、焼土や炭化物が検出され、地床炉と考え られる。

前期後半の諸磯b式期と考えられる住居址としては、 三島市佐野・乾草峠遺跡の10号住居址（注

1) や、田方郡修善寺町年川・池ノ本遺跡 4 号住居址（注 2) 、同町柏久保• 桜台遺跡6号住居址

（注 3)、同郡函南町桑原・上黒岩遺跡 2~5 号住居址（注 4)、裾野市千福 • 細野沢遺跡 1~5 号

住居址（注 5)、同市千福• 市場平第 1 遺跡の 1 号住居址（注 6)、沼津市足高• 清水柳北遺跡13号

住居址（注 7)、伊東市富戸 ・クズレ遺跡 1 号住居址（注 8)、熱海市下多賀 ・薮ノ内遺跡 2• 3号

住居址（注 9)、同市初島 ・家越遺跡 1号住居址（注10)、同市初島 ・中ノ段遺跡6号住居址（注11)

などが知られている。このうち平面形が円形 ・楕円形もしくは不整な円形・楕円形を呈するものは、

推定も含め、乾草峠遺跡10号住居址（推）、池ノ本遺跡 4号住居址、桜台遺跡 6号住居址、上黒岩

遺跡 2~5 号住居址、細野沢遺跡 1~3 号住居址（推）、市場平第 1 遺跡 1 号住居址（推）、中ノ段

遺跡 6 号住居址、 家越遺跡 1 号住居址などである。平面形が方形 • 長方形もしくは隅丸方形・隅丸

長方形を呈するものは、クズレ遺跡 1 号住居址、薮ノ内遺跡 2• 3号住居址、細野沢遺跡4・5号

住居址、 清水柳北遺跡13号住居址などで、 平面形が不整な五角形を呈するものは上黒岩遺跡5号住

居址なとである。

また、地床炉• 石囲い炉を有する ものは乾草峠10号住居址（石囲い炉）、桜台遺跡 6号住居址、

上黒岩遺跡 2~5 号住居址 (2 号は石囲い炉）、 清水柳13号住居址、クズレ遺跡 1 号住居址、薮ノ

内遺跡2号住居址、中ノ段遺跡6号住居址なとで、他は検出されていない。柱穴が検出されている

ものは、乾草峠遺跡10号住居址、桜台遺跡 6 号住居址、上黒岩遺跡 3• 4 号住居址、細野沢遺跡 1~

5号住居址、清水柳北遺跡13号住居址、家越遺跡 1号住居址、中ノ段遺跡6号住居址などで、その

数も 4~10本以上であった。
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小塚遺跡から検出された住居址は、その出土した土器からみて諸磯a式もしくは諸磯b式の古式

段階と考えられ、必ずしも先に掲げた追跡の住居址と一致しないが、小塚逍跡の第 1• 2住居址に

類似する住居址として、 上黒岩遺跡 3 • 4号住居址があげられる。いずれにしても、この時期の住

居址の検出例がなく、新たな例が追加された。

B. 陥し穴について

陥し穴は1基検出され、逍構内の上部より縄文時代早期の土器が出土したが、時期的な決め手と

なる逍物は出土しなかった。開口部の長径1.37m、短径1.llm、深さ1.45mで、不整な楕円形を呈

し、 底面は0.55Xl. Olmの不整な楕円形となり、底面は平坦で、 5~7 cmの小ピットが3個並んで

検出された。住居址との距離的に近い位置にあることなどから、おそらく縄文時代早期の所産と考

えられる。また、小野潰ー氏の分類（注12)によれば、 lIa 2型に属するものと思われる。

C. 石器製造址について

第2地区で確認された石器製造址は、その範囲こそ明確ではないが、ある程度の広がりを有する

もので、その範囲内より尖頭器や有舌尖頭器とその製作過程と思われる半製品や素材となる剥片及

び石核が出土している。この石器製造址は完成品が極めて少なく、半製品及び素材がその大部分を

占めていた。また、使用した石材は殆どが頁岩で、他の石材は極めて少なかった。この石器製造址

に伴うと思われる焼土が、製造址の範囲の北東側に検出され、焼土内からも剥片や砕片が出土して

いた。また、石器製造址は幾つかの小さなグループに分割することは出来なかった。

この石器製造址は第5層の下部から第6層の上部にかけて検出され、 有舌尖頭器や尖頭器が出土

しており、また、出土例は少ないが草創期の細隆線文土器が、石器製造址内とその周辺より出土し

ていることなどから、その時期は縄文時代草創期と考えられる。

D 集石遺構について

第4次調査で確認された石組状の集石遺構は、 一部を削られていると思われ、 集石逍構の下から

は土堀状の落ち込みは確認されなかった。この集石遺構の時期は、周辺から出土した土器からみて

縄文時代前期後半のものと考えられる。

第 2節遺物に関する考察

第 3次調査で出土した遺物は、第 5章で述べたように、先土器時代の遺物と縄文時代の遺物に大

別される。先土器時代の遺物は先に述べたように、従前第 1地区で確認されていた遺物包含層（第

1文化層）の他に、その下層から新たに遺物包含層（第 2文化層）が確認された。第 1文化層より

出土した遺物は掻器 ・礫器 ・石核 ・剥片などで、 第2文化層からは掻器・剥片などが出土した。

縄文時代の遺物は従来発見されていた早期•前期の土器の他に、 第 2 地区では草創期の土器が新

たに出土した。第 1 地区からの出土遺物は、縄文時代早期• 前期の土器と石鏃• 石匙・打製石斧 •

磨製石斧 • 磨石 ・剥片などで、 第 2 地区からの出土遺物は、縄文時代草創期・ 早期• 前期の土器と

有舌尖頭器 ・ 尖頭器 ・削器 ・ 礫器 ・ 石匙 • 石鏃 ． 磨石 ・剥片 • 石核などであった。

第 4 次調査で出土した遺物は、先土器時代のナイフ形石器 ・剥片などと、縄文時代早 •前期の土

器と石鏃 ・打製石斧 ・剥片などで、その出土は少量であった。
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A 先土器時代の遺物について

先土器時代の遺物は、第 3次調査及び第 4次調査で出土した遺物全体から見ると、その出土量は

少量であった。出土地点は第3次調査の第 1地区と第4次調査の西側であった。出土層位は休場層

に対比される第6層上部（第 1文化層） と、 第6層下部から第 7層上部にかけて（第2文化層）の

2層から出土し、 上下2つの文化層が確認された。

a. 第1文化層 ：第6層上部

第3次調査の第 1地区のA-1区と B-1・2区から検出された。この地点は第 1次調癒で先土

器時代の逍物が多く出土した西側の部分にあたり、 今回の調査では剥片と砕片が出土し、 定形的な

石器は出土 しなか っ た。第 3 次 • 第4次調査ではこの第6層上部まで撹乱されている部分が多く、

このA-1区と B-1・2区においても第6層の上部は部分的に削平されていたので、 石器の組成

など正確なことは不明である。このほかに他の地点より石核や礫器・剥片などが少量出土している。

この第 6層上部から出土する石器などの石材は、透明度の高い良質の黒耀石と頁岩を主体としてお

り、 第1次調査の際出土した石器群と共通している。

b. 第2文化層：第6層下部から第7層上部

第 3 次調査の第 1 地区の B~D - 1 区にかけて、 帯び状に検出されたもので、特に C - 1 区から

D-1区にかけて集中 していた。出土した遺物は掻器 3点と調整痕のある剥片 3点、使用痕のある

剥片 3 点、 磨石 1 点で、他は剥片• 砕片であった。石材は黒耀石56点、頁岩23点、緻密黒色安山岩

17点、安山岩2点で、 黒耀石は央雑物を含む質の悪い黒耀石が殆どであった。このように第 1文化

層と石材に差異が見られた。第 7層は第6層に比べて黒味を有する暗褐色土層で、高橋豊氏の地質

柱状断面図 （第69図）によると、 第6層下部にAT(姶良ー丹沢火山灰）が見られ、この第2文化

層はATの下層より出土したことになる。石材の構成などから見ても、箱根山麓や愛脱山麓のAT

を含むニセローム層 (NL)より下層の文化層から出土する石器の石材に共通性が見られる。しか

し、箱根• 愛鷹山麓のどの層に対比されるかは不明であって、この文化層から出土した黒耀石の産

地推定の分析を行えばヒントを得る ことが出来るかもしれない。現段階では今後の課題である。

また、この文化層は調査区域の東側へ広がる可能性が大きく、その一部を調査したに過ぎないと

考えられ、 石器の組成や分布の在り方などについては、 全体的な視野に立つて検討を要すると思わ

れる。 従って、 第3次調査の第 1地区は第1• 第2文化層の西限と推定される。

B. 縄文時代の遺物について

出土した土器は、第 5章で述べたように縄文時代の草創期の土器と早期の土器及び前期の土器で

あったが、 第3次調査の第 1地区と第2地区及び第4次調査で出土した土器を、個別に分類したた

め、その出土地点で相違がみられる。各地点の分類を整理すると次の様になる。

第 3 次 調 査
第 4 次調査

第 1 地 区 第 2 地 区

第 I群土器 ：草創期の土器
第 1類 細隆線文土器
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第 I群土器：早期の土器 第II群土器： 早期の土器 第 I群土器： 早期の土器

第 1類 押型文系土器 第 1類 押型文系土器 第 1類 押型文系土器

a種 山形押型文土器 （粒子の小さい楕円押型文） （高山寺式比定の押型文）

b種 高山寺式比定の土器

第 2類 撚糸文系土器 第 2類 撚糸文系土器

第 3類 沈線文系土器 第 2類沈線文系土器

a種 田戸下層式比定土器 （田戸下層式比定の土器）

b種 田戸上層式比定土器

第 4類 条痕文系土器 第 3類条痕文系土器 第 3類 条痕文系土器

a種 野島式比定土器 （条痕文のみ施文の土器） （鵜ケ島式比定と条痕文の

b種 鵜ケ島台式比定土器 み施文の土器）

c種 条痕施文の土器

第 4類無文系土器

第II群土器 ：前期の土器 第11I群土器：前期の土器 第1I群土器：前期の土器

第 1類 爪形文を有する土器

第 2類 爪形状刺突文を有す

る土器

第 3類 列点状剌突文を有す

る土器

第 4類 列点状爪形刺突文を

有する土器

第 5類 木島式比定の土器

第 6類無文土器

第 7類 縄文のみ施文の土器

第 1類 関西系を主体とする 第 1類 関西系を主体とする

薄手の土器 薄手の土器

第 2類諸磯 a-b式とそれ 第 2類諸磯 a・b式とその

に平行または先行す 周辺の土器

る土器

以上のよ うに各出土地点による分類を掲げたが、 第 3次調査の第 1地区と第4次凋査は、その内

容がほぼ一致しており、第3次調査の第 2地区と異にする。従って、 第2地区は第 1地区との間に

遺物が殆ど出土しない空白部分が介在し、遺物の内容も異なることから別の遺跡とした方が適切か

も知れない。

第3次調査の第 1地区と第4次調査出土の土器は、縄文時代早期の土器（第 I群土器） と前期の

土器（第Il群土器） に大別され、その土器の型式を掲示 してみると、次のようになる。

第Il群 1類 a種の土器は山形押型文土器で、b種は粗大な粒子の楕円押型文土器である。b種の
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口縁部内面に太い斜行する沈線が見られるものも含まれ、高山寺式比定あるいはそれに併行するも

の、 a種はそれに先行するものと思われる。 2類の撚糸文系土器も厚手のものは高山寺式に併行す

ると思われ、他のものはそれより先行するものと考えられる。第 3類a種は田戸下層式比定の土器、

b種は田戸上層式比定の土器である。第4類a種は野島式、 b種は鵜ケ島台式にそれぞれ比定され

るもので、 c種はa・b種の胴部あるいは茅山上層式に伴うものかも知れない。

前期の第II群土器は第1類の薄手のものと、第2類の厚手のものに大別され、前者は北白川下層

II式に比定あるいは併行するものと考えられ、後者は諸磯a式あるいは諸磯b式に比定または併・行

するものと思われる。諸磯b式の特徴的な粘土紐を貼り付けた隆起線文に、羽状または斜行する鋭

い刻み目を有するものが見られないことなどから、諸磯b式でも比較的古式のものと思われる。

第3次調査の第2地区は、縄文時代草創期の土器（第 I群土器）と早期の土器（第II群土器）及

び前期の土器（第Il[群土器）に大別され、その土器型式を掲示すると、次のようになる。

第 I群 l類土器は細隆線文土器で、直線状のものと細かな波状の細隆線文とがあり、どのような

文様構成をしていたかは小片のため不明である。第II群1類土器は比較的粒子の小さな楕円押型文

で、第 1地区の第 I群 1類a種と同様に第 1類b種に先行するものと思われ、また、第 2類の撚糸

文土器も第 1類土器に併行するものと考えられる。第3類の条痕土器は条痕のみが施文されたもの

で、早期末葉のもの、第 4類の無文土器も第 3類に伴出するものとそれぞれ思われる。第Il[群 3類

土器は清水上II式に比定され、第5類は木島式に比定されるもので、第 1・2・4・6類はこれら

の土器に併行するものと考えられる。また、第 7類は縄文のみが施文されているもので、半戟竹管

による施文は認められなかったので、諸磯a式以前のものと思われる。諸磯a式以降の土器は出土

しなかった。

第 3 次 1調査第 I 1 地区 I
第 1住居址第 2住居址逍構外

第 4次調査 l合 計

石鏃

............ 

石 匙
............ 

打製石斧

............ 

磨製石斧

．．．．．．．．．．．． 

磨 石

2
 

゜
ー

3
 

゜
8
 

2 1 3
 

2 9 

2
 

7
 

5
 ゜

1 4 

゜

゜

1 1 2 

--・------- ----. . . . . --. 

1 

゜
1 

---. .... -

1 3 1 2 3 

第3次調査の第 1地区と第 4次調査で出土した石器類は、次のようになる。

このように、石鏃と石匙は比較的多く出土しており、打製石斧と磨製石斧の出土は少ない。この

ほかに第2住居址からは快状耳飾が2点 (1点に接合）出土した。また、剥片は多く出土し、その

石材も頁岩と黒耀石が主体であった。また、これらの石器の内、逍構外から出土したものは、縄文

時代の早期と前期とに分割することは出来なかった。
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第 3次調査の第 2地区より出土した石器類は、次のようになる。

有舌尖頭器
...... ・・・・・・ ・・・ 

尖頭器

削

~
礫

器
~
器

3
 
23 I C石器製作過程と思われる未完成品及び加工の有る剥片を含む）

4 

石匙,..•. -~ 

-. . -. ・・→ ● → ● ● ● — 

石 鏃 I 4 

磨 石 I 20 

であって、第 3次調査の第 1地区や第4次調査とその内容を異にしている。この第 1地区も縄文

時代草創期と早期•前期の石器の分割は出来なかったが、おそらく、早期• 前期の遺物が少なく、

草創期の石器製造址からの出土遺物により、このような結果となったと思われる。 （秋本）

注 1. 鈴木敏中「三島市乾草峠辿跡」 『駿豆考古』25号、駿豆考古学会、 1983年。

瀬川裕市郎 「乾草峠辿跡」 『静岡県史 探料編 1 考古ー』 静岡県、 1990年。

2. 値津悔祥 『修善寺町史料集 池の本』修善寺町教育委員会、 1978年。

瀬/II裕市郎 「池の本辿跡」 『静岡県史 資料編 1 考古ー』 静岡県、 1990年。

3. 長倉紫朗 • 小野虹ー • 他 『桜台ー田方郡修善寺町桜台辿跡発掘調査報告ー』修善寺町教育委員会、1976年。

小野買— 「桜台辿跡」 『静岡県史 資料編 1 考古ー』 静岡県、 1990年。

4. 長野康敏 • 伊藤恒彦 ・成瀬晃司 ・持田泉 「上黒岩姐跡」 『函南スプ リングスゴルフ場用地内埋蔵文化財発掘調査報告

叫 (1)』函南町教育委員会、1989年。

5. 井上輝夫 • 宮井英一 ・ 芹沢充寛 『裾野市千福市場平第 1 • 第 2、小杉平第 1• 第 2、細野沢辿跡発掘調査報告書』裾

野市教育委員会、1982年。

瀬川裕市郎「糸Ill野沢辿跡」 『静岡県史 負料編 l 考古ー』 静岡県、 1990年。

6. 井上輝夫 • 宮井英一 ・芹沢充寛 『裾野市千福市場平第 l• 第 2、小杉平第 l• 第2、糸Ill野沢辿跡発掘調査報告也』裾

野市教育委員会、 1982年。

7. 鈴木裕篤 • 関野哲夫 • 関本光泰 • 一杉高徳 『清水柳北追跡発掘調査報告雹（その 1)』沼津市教育委員会、1989年。

8. 秋本虹澄 『東大室クズレ辿跡』伊東市教育委員会、 1988年。

瀬川裕市郎 「東大室クズレ辿跡」 『静岡県史 資料絹 1 考古ー』 静岡県、 1990年。

小野虹ー • 秋本館澄 『東大室クズ レ辿跡』 伊東市教育委員会、 1992年

9. 長田四「薮ノ内辿跡」 『熱洵市史 上巻』熱洵市役所、 1967年。

小野誼ー 「下多賀薮ノ内辿跡」 『熱悔市史 資料編』熱洵市役所、 1972年。

10. 小野虹ー『初島』熱廂市教育委員会、1990年。

小野箕ー 「初島辿跡群J 『静岡県史 資料組 l 考古ー』静岡県、 1990年。

11. 注10に同じ。

12. 小野館ー • 秋本館澄 『伊豆韮山カントリークラプ地内辿跡群ーゴルフ場増設に伴う発掘調査報告書ー』韮山町教育委

員会、1993年。の特論 「先史時代の陥穴についてー静岡県を中心に 一」に掲載。

第8章結 語

小塚遺跡の第 3 次• 第4次調査の成果を総合してみると、次のようになる。

第 1に、 第3次調査の第 1地区より 2軒の竪穴住居址が発見されたこと。この 2軒の住居址は出

土した遺物よりみてほぼ同一時期と考えられ、土器型式でいう諸磯a式の新しい段階もしくは諸磯

b式の古い段階と思われる。この時期の住居址は殆ど検出されていない現状では、その空白部を埋

-109-



める新資料である。また、第 2住居址の床面からは欠損しているが、快状耳飾が出土しており、住

居址内からの出土も珍しい。

第2に、第 1地区より陥し穴 1基が発見されたこと。この陥し穴は住居址からやや離れた所より

検出され、その覆土上部から若干の遺物が出土 したが、この陥し穴に伴うものと考えられず、また、

通常集落より離れた尾根上などに作られるのが普通で、住居址とは時期的に差があると考えられ、

その時期を早期と推定した。また、 石器類に見られるように、石鏃と石匙が多く出土している事な

どから、狩猟を主体とした生活であったことが想定され、その一部として陥し穴の存在も理解され

る。

第3に、今までの調査で確認されていた先土器時代の逍物包含層 （第 6層上部）より下層の第 6

層から第 7層にかけて、新しく遺物包含層が確認されたこと。この遺物包含層はAT(姶良一丹沢

火山灰層）より下層で、箱根•愛鷹山麓の第 2 黒色帯以下のどの黒色帯に対比されるかは今後の課

題であるが、この地域でも23,000年以前に人々の活動が確認された。

第4に、第2地区より縄文時代草創期と考えられる石器製造址が発見されたこと。明確な範囲の

限定は出来ないが、ある範囲内より有舌尖頭器や尖頭器などと、その石器製造過程と考えられる未

完成品や素材となる剥片や石核が出土し、石器の製造を行った跡と思われた。また、その範囲内よ

り焼土も確認され、石器製造址に伴う地床炉と考えられる。このように縄文時代草創期の石器製造

址も発見例が少なく、 貴重な存在である。

第 5に、第 2地区より縄文時代草創期の細隆線文土器が出土したこと。僅か 7点の出土ではある

が、県東部地方においても細隆線文土器の出土例は少なく、また、石器製造址に伴うものと考えら

れ、細隆線文土器と有舌尖頭器や尖頭器とその石器製造址が伴出したことも貴重な存在である。

第6に、第4次調査で集石遺構が発見されたこと。この集石遺構は層位的にみても、周辺からの

出土遺物からみても縄文時代前期のものと思われ、 一部破壊されているが、中部山岳地方から駿豆

地方に見られる前期特有の円形配石逍構の可能性もある。

以上のように、第3次調森と第4次調査におけるその成果をのべてきたが、 貴重な発見が幾つか

見られ、今までの調査の成果と併せて、小塚遺跡の性格も次第に明らかとなって来たと言えよう。

最後になったが、本報告書作成にあたって、ご叱正・ご教示下さいました小野演ー氏をはじめ、土

器などについてご教示下さいました東京大学の大塚達朗氏並びに千葉県立博物館の橋本勝雄氏など

に厚 く御礼申し上げる次第である。また、第 3 次調査と第 4 次調査にあたって格別なご指導• ご配

慮を下さいました静岡県教育委員会並びに芝川町教育委員会 ・金指建設株式会社など関係者各位に

心より御礼を申し上げると共に、報告書の作成が大幅に遅れましたことに対して深くお詫び申し上

げる次第である。（秋本）
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図版



図版 1 遺跡の遠景・近景

遺跡の遠景

遺跡の近景



図版2 トレンチの状態【 I】

第 1トレンチ（北より）

第 1トレンチ（南より）



図版 3 トレンチの状態【Il】
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第2トレンチ（北より）

第2トレンチ（南より）



図版 4 トレンチの状態【III】
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第3トレンチ

第3トレンチ（西より）



図版 5 トレンチの状態【IV】

第4トレンチ（東より）

第4トレンチ（西より）



図版 6 土層の状態【 I】

第 1トレンチ (7・8区東壁、北西より）

第2トレンチ (1-4区東壁、北西より）



図版 7 土層の状態【II】
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第2トレンチ (5-6区東壁、北西より）
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図版 8 土層の状態【皿】
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土層と遺物の出土状態 (B-1区-D-1区東壁、南西より）



図版 9 遺 構【 I】
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遺構【IV】
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焼土の検出状態 (J-6区）
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遺物の出土分布状態 (B-1区-D-1区）





図版15 遺物の出土分布状態【m】
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図版16
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第 1住居址（北より）



図版17 遺物の出土分布状態【V】

第2住居址（西より）

第2住居址（南より）



片 (D-1区、 V1II層）

剥片 (C-1区、 V1ll層）
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片 (D-1区、 VIII層）
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スクレイパー (A-2区、 VI層）

石核 (D-1区、 VI層）

悶雹四逗認胚氾饂認認譴立認丁
剥 片（第 1トレンチ 1区、 VI層下部）



剥片 (A-2区、 VI層） 剥片 (G-1区、 VI層）

剥片 (G-2区、 VI層） 剥片 (A-1区、 VI層）

尖頭器 (j-6区、 VI層上部） 尖頭器 (J-6区、 VI層上部）

尖頭器 (J-6区、 VI層上部） 尖頭器 (J-6区、VI層上部）



図版20 遺物の出土状態【III】（縄文時代 2)

尖頭器 (J-6区、 VI層上部） 尖頭器 (J-1区、 VI層上部）

尖頭器?(J -6区、 VI層上部） 剥 片 (J-6区、 VI層上部）

剥 片 (J-5区、 VI層上部） 剥 片 (J-6区、 VI層上部）

片 (j-6区、 VI層上部）



図版21 遺物の出土状態【IV】（縄文時代 3)

打製石斧 (G-2区、 V層）

磨製石斧 (F-2区、 V層）

石 錐（第2住居址、覆土） 訣状耳飾（第 2住居址、床面）

石匙 (H-1区、 V層）



図版22 遺物の出土状態【V】（縄文時代 4)

石匙 (F-1区、V層） 石匙 (G-1区、V層）

石 匙 （第 1住居址、覆土） 石 匙 （第2住居址、覆土）

石 匙 （第2住居址、覆土） 石 匙 （第2住居址、覆土）

石 鏃（第 1トレンチ 4区、V層） 石 鏃（第 1トレンチ 7区、V層）
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図版23 遺物の出土状態【VI】（縄文時代 5)

石 鏃（第2住居址、覆土） 石 鏃（第2住居址、覆土）

石 鏃（第 2住居址、覆土） 石 鏃（第2住居址、床面）

鏃（第2住居址、床面） 石 鏃（第 2住居址、床面）

石 鏃（第 2住居址、床面） 鏃 (F-1区、 V層）



図版24 遺物の出土状態【VII】（縄文時代 6)

鏃 (B-1区、 V層） 鏃 (F二1区、 V層）

石鏃 (F-1区、 V層） 凹石 (F-1区、 V層）

石（第3トレンチ 3区、 V層） 磨石 (F-2区、 V層）

~ - ---·· · ● ● ヽ-·~---一·-―,,._
磨石 (F-2区、 V層） 磨 石（第2住居址、覆土）
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楕円押型文 (G-2区、 V層）

楕円押型文 (E-1区、 V層） 楕円押型文 (G-1区、 V層）

忍If 
楕円押型文 (C-2区、 V層） 楕円押型文 (E-1区、 V層）



図版26 遺物の出土状態【IX】（縄文時代 8)

前期土器片 (F-2区、 V層） 前期土器片（第2住居址、覆土）

前期土器片（第 1トレンチ 6区、 V層）



図版27 遺物の出土状態【X】（縄文時代 9)

前期土器片 (F-1区、V層）

設
前期土器片（第2住居址、床面） 前期土器片 (F-1区、V層）

前期土器片 (F-2区、V層） 前期土器片 (F-2区、V層）

前期土器片 (E-1区、V層） 前期土器片 (F-2区、V層）



図版28 出土遺物【 I】
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図版29 出土遺物【II】

縄文時代（第 1地点）
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図版30 出土遺物【m】
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図版31 出土遺物【IV】

縄文時代（第 2地点）
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図版32 第 4 次調査地点の近景•土層の状態

第 4次調査地点の近景（北東より）

土層の状態 (1-6区北壁、南西より）



図版33 遺 構

集石遺構（南より）

集石遺構（西より）



図版34 遺物の出土状態・出土遺物
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ナイフ形石器 (8区）
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石鏃 ・ナイフ形石器・剥片
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